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例 ロ
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Ｉはじめに

１調査にいたる経過

1993年８月、新津市大字古津字腕田1899番地における埋蔵文化財有無の照合が、株式会社小川

組の新本社ビル建設に係わる担当者より、新津市教育委員会生涯学習課宛になされた。当該地域

は『新潟県遺跡地図』（新潟県教育委員会1979）に「舟戸遺跡（市町村番号NoL9）」に登録され

た遺跡の範中にあるものと考えられた。舟戸遺跡は戦後（昭和20年代後半）に行われた耕地整理

事業によって、多量の土器が出土したことで、弥生時代・古墳時代・古代の周知の埋蔵文化財包

蔵地であり、この範囲は推定の域を出ないが、かなりの広範囲と考えられていた。

株式会社小川組と新津市教育委員会との協議結果、1993年９月20日試掘調査を実施した。この

結果については次項でその概要を記載するが、当該地は予想通り弥生土器か古墳時代の土師器の

出土が報告され、合わせて遺構の存在も報告され、開発予定地（建造物の範囲）に対する発掘調

査の実施が必要であると判断されるに至った。この確認調査をふまえて発掘調査の期日・費用等

に関して協議を重ねた結果、株式会社小川組と新津市教育委員会で合意に達した。これによって

同年１０月４日から厚い客土の排除作業に入り、同10月12日より調査を開始した。

２遺跡と周辺の遺跡

新津市は新潟平野のほ目､中央に位置し、東側は阿賀野川、西側は信濃川、北側は阿賀野川から

信濃川に流れる小阿賀野川に接している。南側からは越後山脈の小支脈の一つである新津丘陵が

入り込み、丘陵先端部は市域の中心部に至っている。この様に三方は大河が形成した平坦な沖積

平野となり、一部は標高70ｍ前後の緩やかな丘陵から成り立っている。

舟戸遺跡は、この新津丘陵の西麓裾部に接した平端部に位置する。丘陵裾部に沿って走るＪＲ

東日本、信越本線の古津駅西方約200ｍ地点に中心を持ち、北東から南西にかなりの広範囲に広

がる遺跡と考えられている。現在この地域の大半は市街化区域に指定され、盛土による埋立が進

み住宅団地や工場用地などに変っているが、かっては沖積地の底地であり、水田・畑地であった。

第２図に示したトーン部分が舟戸遺跡の南半と推定されるが、同図西側に走る道路の東側は現状

では総て埋立がなされている。これまで舟戸遺跡から採集されて保存されている遺物は、古式土

師器・ロクロ土師器・須恵器・中世陶器で、これらは『新津市史資料編第一巻」〔川上1989〕に

収録されたものが総てであるが、昔時に於ける排水路掘削工事中に古式土師器の高坪が数１０点も

出土したと言われている。

近年新津市域や隣接町村で発見される遺跡は多く、旧石器を始めとする原始時代の遺跡から中。

近世にわたる歴史時代の遺跡までが知られ、丘陵頂部はもとより、丘陵麓・裾部から沖積地の低

２
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部に位置し、後者は沖積地であり、弥生の遺物をも含む。やｈ遠隔の地にある(1)結遣跡、(13)長沢

遺跡、（14)諏訪前遺跡はやはり古墳時代の遺跡である。前２者は沖積地にあり、共に古代の遺物を

も含む。後者は丘陵裾部に位置している。

一方、舟戸遺跡に近い丘陵頂部には(6)八幡山古墳がある。１９８７年の発見で、その後の測量調

査の結果、直径55ｍに及ぶ円墳で山側に周濠をもち、古墳時代前期に位置づけられるものである

〔甘粕1992〕。(15)エゾ塚古墳は平野との比高約117ｍの山嶺に、円墳２基、方墳１基が造営されて

いる。初期の古墳群であり、山麓の諏訪前遺跡との関連が考えられている。(8)円塚古墳は丘陵端

部の台地上に営まれた円墳でありや畠時期が降るものと推測されている。八幡山古墳を含む丘陵

頂部は弥生時代中期後半から後期における大規模な(7)八幡山遺跡である。山腹に二重あるいは三

重に環濠をめぐらした高地性集落、あるいは高地性環濠集落と呼ばれる遺跡であり、日本海側最

北の要砦である〔川上1994〕・丘陵背後の(9)大倉山遺跡も山頂部に遺物を見る弥生時代の高地性

集落である。弥生時代の遺跡はその他に(2)善右衛門沢遺跡、(5)埋葬地遺跡、(10)向屋敷遺跡、(１１)中

店Ａ遺跡、（12)中店Ｂ遺跡がある。このうち前者３遺跡は縄文遺跡と複合している。

この様に新津丘陵先端部を中心にした弥生時代から古墳時代にかけての遺跡は決して多いとは

言えない。そして次の時代、即ち

須恵器やロクロ土師器を伴う古代

の遺跡は新潟平野の沖積地に爆発

的な勢いで発生する。新津市域の

古代の遺跡もこの低湿地帯に多く

発見されつつある今日である。

第２図調沓付置図１（Ａ＝八幡山遺跡）
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３確認調査の概要

1993年９月20日、新津市教育委員会生涯学習課主事渡辺朋和氏を担当者として当該地の確認調

査が行われた。その調査報告書があるので要点を転載させて戴く。

調査方法

開発予定区域内に２×４ｍ前後のトレンチを任意に設定し、バックホーで表土から地山まで徐々

に掘り下げた後、人力により精査を行い、遺構・遺物の有無を確認し記録する。

調査面積

(1)調査対象面積409㎡

（開発面積2,872㎡※建造物以外は砂利敷きということで調査対象から除外した｡）

(2)確認調査面積４０㎡（トレンチ５か所）

調査結果

(1)層序

全体に70～130cmの盛土に厚く覆われている。かつては水田か畑地だったものと思われるが、

旧表土は存在せず、これを搬出後に盛り土を行ったものと考えられる。遺物包含層は、黒褐色砂

層あるいは粘土層で、現地表面から140～190cmの深さを測る。居厚約25cmである。地山と考えら

れる基盤層は青灰色砂層・粘土層である。１Ｔでは黒褐色土が２枚検出されたが、下層から遺物

の出土はなかった。黒褐色土の形成は遺物が河川等によって堆積したものではなく、生活面が地

上にあったことを示している。

トレンチによっては、包含層の上下には河川堆積と考えられる砂層が見られた。

(2)遺構

ｌＴ・３Ｔで柱穴・士坑などが検出された。

(3)遣物

lT14点・３Ｔ184点・４Ｔ68点・５Ｔ68点の士器が検出された。遺跡の保存を考えて、４Ｔ・

５Ｔでは包含層を全掘しなかった。刷毛目調整を行う髪や高杯・鉢等が見られることから、弥生

土器か古墳時代の土師器と思われる。全般に焼成が不良で石英・長石・海面骨針を含むものが多

い。なお、内面黒色処理をするものが若干存在する。

まとめ

今回の確認調査対象範囲には、ほぼ全体に遺跡が広がっているものと思われる。出土土器から

見て、弥生時代後期か古墳時代の遺跡と考えられる。舟戸遺跡は、弥生時代後期の高地性環濠集

落である八幡山遺跡・県内最大規模の八幡山古墳がつくられた丘陵の裾部に位置している。八幡

山遺跡の人々の後商が住んだ可能性や八幡山古墳を造った人々の集落だった可能性もあり、注目

される遺跡であろう。

時間的制約から建物の造られる範囲外は確認調査を実施しなかったが、今後取扱いに注意する

必要がある。

５
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当該開発予定地は遺跡推定範囲の南西部の一画に位置する（第２図斜線部分)。その地は市道

古津８号線に面した幅27ｍ、奥行56ｍの埋立地で、これまで社有のテニスコートであった。西側

は農道に接し、東側は分譲宅造地で住宅建設が進んでいる。発掘範囲は建造物の面積のみに限ら

れ、第３図に示した様な位置となりその面積は469.5㎡となった。なお建造物の設計変更により、

確認調査の位置とは一部が異なる。この土地は確認調査によって南半のテニスコート部分は約130

cmの盛土、北側は約70cmの盛土によって埋立がなされていることが分り、発掘調査に先立って盛

土の排除作業が必要となり、１０月４日から３日間を要して大型ダンプカーで搬出した。１０月８日。

９日にグリットの設定、資材等の搬入を行い、１０月12日より発掘調査を開始した。なお現地調査

は11月20日で終了した。日曜祭日、雨天の１日を除いた都合33日間の調査であった。排土作業に

はベルトコンベアーとパックホーを使用したが、用地が狭いため、ほざ三日おきに残土を他所へ

搬出した。

調査区画は５×５ｍを一グリットとし、第４図に示した如く、や堅南北にｌ～８，東西にＡ～

Ｅの記号を付した。このグリット杭は基点をもたず認意のものであり、Ａラインの方位はＮ50度

Ｗ（北に対して西側へ50度向いている）である。作業は南側から開始した。発掘作業に当った員

数は、調査員の他18名であった。

５整理の方法と経過

発掘調査の結果、小面積にもか狸わらず後述する如く、約３２，０００点余の遺物が採集された。発

掘作業の終盤に入って、遺物の水洗作業を徐々に

－－－－－'ー－－始め､雨天日にも集中したが､現地調査終了した

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

６

F＝＝=＝気戸 11月20日までに約半数の水洗を終えることが出来

た。１１月22日より市営野球場の一室を借り残りの

水洗作業と注記作業などを行った。水洗作業には

現地作業員の女性６名が主に当り数日を要した。

一方調査員の他安田ミツに新たに斎藤淳子、諸橋
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６基本居序

当調査区の基本的な層序は第５図に示した。調査区の東寄りと西側で下層部の層序が異なるが、

遺物包含層及び遺構検出層は同一である。なお第６図に示した様に調査区の中央部が広く撹乱さ

れており、下層部のつながりを見ていない。第５図の柱状図のＡは中央撹乱層でC-4区、ＢはC-1

区、ＣはB-7区である。盛土は近年に行われたもので、以前は水田であったと聞き及んだ。盛土

は旧水田面より約140cmが見られ、さらに100～110cm積重ねてテニスコートを造成している。旧

水田面は(2)暗灰色粘質土で、２８～30cmの層が残る。中央撹乱部分は不明だが、東側より西側に向っ

て緩い傾斜地であり、低い段差をもって田面が並んでいたものと推測されるが、確認するまでに

は至らなかった。この旧水田の耕作士下部はやｈ荒い砂粒を含む(3)黒色砂質土居で、１５～20cmの

層となり多くの土器を含むいわゆる遺物包含層である。この包含層内で遺物は大半が上層部で検

出されている。なお柱状図Ｂにおける第５層に同様の２層目の(3)黒色砂質土居が見られる。この

層は範囲も東側の数ｍに限られ、南に向って薄くなり消滅するものと推測されるものであるが、

ここでは遺物は認められない。従って遺物包含層は１層ＡＢ
Ｃ

のみである。柱状図Ｃに示した第４層の３′は、遺物包

含層の士居と同一の地層であるが、遺構の掘込部分であ

り遺構の覆土である。遺構を支える地層は東側（柱状図

Ｂ）と西側（柱状図Ｂ）とでは異なり、東側は(5)黒色粘

土層であり、西側は(4)薄茶色砂層である。

当調査において遺構と確認出来る時点は上記の(5)黒色

粘質土、又は(4)薄茶色砂層に近い層位である。然しなが

ら士坑などの多量の遺物の検出はより上層より堆積した

状況で出土している。従って遺構の始まり、即ち当時の

生活面は(3)遺物包含層の上層位置にあったものと考えら

れるのだが、その地面を把握することはできなかった。

一一５ｍ

！
■

０

１

スミ子が参加して注記・分類・復元作業を開始した。１２月28日、借用した市営野球場が閉鎖され

るため、一担作業を打切ることになり、１２月27日遺物を笹神村郷士資料館の研究室へひとまず移

転した。

1994年１月10日より笹神村郷土資料館の研究室を借用して整理作業を再開した。調査員の他田

中順子の補佐を得た。整理作業はその後３月下旬に10日間余の中断をしながら、７月19日に一応

の終了を見た。作業は木製品即ち柱根・杭類の保存の為の真空パック作業、土器の分類、実測、

トレース、撮影、割付、作業などである。

７

６

第５図遺跡の土居柱状図
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第６図遺構全測図
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Ⅱ発見された遺構

遺構について

遺跡における遺構とは大地に遣された人々の生活や生産のための構造物の跡を言う。当遺跡で
どこう

は住居跡、住居以外の建物跡、士坑、溝、井戸、杭列、掘立柱及び柱跡などがある◎住居j21tは２

棟ありＳＩの記号で現わした。建物tltは一部に不確定のものを含めて５棟ありＳＢで示した。この

うち４基は竪穴状の遺構であり、他の１基は掘立柱建物と推定される柱列の残根である。士坑は

穴状の遺構であり、ここでは本来の目的は把握できないが、大半は土器捨場、ゴミ捨場と考えら

れる。これらをＳＫの記号を用いSK-26号まで示した。しかしながら遺構が下層の地層まで到達し

ておらず、検出できなかった４号。２６号の2点の土器溜りもＳＫをもって示した。なお15号が欠番

である。溝又は溝状遺構は９本が見られ、ＳＤの記号を付した。２基検出された井戸はＳＥで示し

た。杭列は３条が検出した。この内２条はペア関係にあると推測するため、これを杭列１とし他

を杭列２で示した。この他柱跡と見られる柱穴、ピットが点在するが、それぞれに関連性が見ら

れない。これらのうち環状に連らなるものがあり、不明の遺構としてＳＸの記号を付した。以上

の遺構の配置については第６図遺構全測図、図版２～５に示した。

１住居祉

１号住居辻〔S1-1号〕（第７～９図、図版６～９）

１号住居杜は調査区の西隅に当るＣ・Ｄ－７．８区に位置する。隅丸方形の竪穴住居で北側の

一辺の中央部に張出し部分を持つ。南西の一隅が調査区外にあたり完掘はできなかったものの、

ほざ完全な形を残している。今この張出し部分を頂天に見て、住居杜の方位はＮ４度Ｗで、ほと

んど真北を向いている。床面のプランは前述した様に隅丸方形を呈し、それぞれ一辺の中間がや画

脹れる。さらに北側に対し、南側がや＆脹れている。中心地における計測では、南北7.1ｍ、東

西6.95ｍである。北側中央部に半円形の張出し部分があり、その付根部分で2.8ｍ、奥行1.35ｍを

測る。上屋を支える柱はP,～P4の４本で、残穴のみを残し、その深さは第７図中に記入した様に

28.5～36.5cmである。柱の間隔は南北3.1ｍ、東西3.2ｍを測る。このうち南側のＰ２・Ｐ４の２本は

柱穴の上方片側に白色粘土のブロックが認められ、これによって根固めが成されたものである。

北西の隅より溝ａと南壁の東隅より1.4ｍより溝ｂがそれぞれ外壁に沿って西南隅に向って延び

る。その先端は未掘部分に至り不明である。これらの溝の幅は上部で30～10cmで、底部は１８～６

cm程である。溝ａの床面との接続部分は水平を保つが、溝ｂは床面より５cm高い。然し溝ａの接

点より2.5cm低い。確認出来た溝の底部は一定ではないが、始点と西南端部が共に低くなる。こ

のａｂ２本の溝は床面の水抜き溝を考えられよう。床面は中央部を高く盛り上げて炉としている

(図版８－下)。この盛り上がった炉は東西170cm，南北160cmの円形で床面より９～13cm高い。

９
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第７図Ｓ1-1号住居祉平断面図

検出時点では炉の上から西側床面に広く灰が堆積し、さらに中央部に多量の木炭粒が残っていた。

又この木炭上には土器片も見られ、第41図、No.４０．４１の饗がそれである。北側の張出し部分は先

端に向って床が７～８cm程浅くなり傾斜を呈す。円形と楕円の窪みがあり、共に10cmの深さをも

つ。この窪みを中心に厚い炭灰の堆積が残り、炊事用の炉と考えられる。その他床面に数点のピッ

トが見られるが、６～17cmの深さで浅い。また東側外部に沿って溝（SD-5）が見られるが、２５

ｍと短いため、当住居杜の周溝、あるいは関連遺構とはにわかには認められない。確認できた竪

穴の深さは浅く東側で１４cm、西側１９cm、南側19～23cm程である。前項で記述した如く遺構のより

上部を発見することはできない。

当住居杜の発掘時点で、床面上部に何等かの構造物が確認された。第８図及び図版６－下、図

版７に示した溝状の遺構である。竪穴の内部覆土を10～11cm掘り下げた時点で覆土内に細い溝状

遺構とピット状遺構とが確認された。竪穴内の覆土である黒色砂質土が残遺層の暗褐色砂質土に

変化する層位で黒色砂質土が落込みとなって溝。ピットを現わした。溝は第８図に示した様に一

部で不明の箇所もあるが一定の基準に従うかに認められる。溝状遺構の太さは８～22cmの幅が

８
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見られ、溝の底部はいずれも住居杜の床面に接している。このことは住居杜の床面に木材などが

置かれ、それらが流入した土砂で埋没し、その後に腐植したものと考えられる。ここでは一応木

材と仮定しておくが、確認できたこの木材の配置は西側から北側、そして東側の中央部分まで壁

面に沿って５～15cm程の間隔で並べられ、北及び東側では約１ｍ程の間隔を保って並べられてい

る。この内北側のものは東内側で終っているが壁面にその連続部と考えられる部分が認められる。

同様にこの東側には井桁状に交差する複数のものが見られる。南側はやき不規則だが、おそらく

井桁状に設置されていたものと考えられよう。これらの木材の配置は、これを基にして床張が施

されていたことが窺われ、さしずめ現代の根太部に当る。また同時点で確認されたピット状遺構

第８図Ｓ1-1号住居祉残遺層内溝状遺構平断面図

11

､画里 画■

ﾐ、i、

１１ 〔
Ｉ

．
壱
・

|:‘ 1３

Ｃ
一

１

ざ
■
■
ユ Ｕ

富
Ｚ
斗

ＣＬ=389

、Ｌ=389
１－/一Ｈ－ハーー 一一、一

ＢＬ=389

０
‐

2，

１

一一へ一戸へ=、一 一一一－一九ゴーーゾ一Ｊ



Eと二三三誉

一~、

-;ゾＬ

、擬
一一三

のうち、トーンで示した４本の柱

の他は、それぞれ竪穴の床面を１５

～25cm程も窪めている。これらは

前記の根太の不明な位置に多いこ

とから、やはり床材を支える役割

を持っていた可能性も強い。なお

これらの遺構の検出時点ですでに

|に麓鴛就虐鰯
たことは言うまでもなく張床面上

に炉を持ち上げることだと考えら

れよう。なお張出炉前面の溝状遺

｜構は上部を覆った灰の下で検出さ
れている。

１号住居杜から出土した遺物の

うち炉祉。床面で検出されたもの

はごく少量であり、それらは第７

図中に示した。第９図に示したも

のは覆土中のものである。これら

標高389.5cmから認められ床面まで達
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第９図Ｓ1-1号住居吐覆土中の土器出土状況

のうち尤も浅いものは竪穴の確認とほざ同様のレベルで、

していた。因みに竪穴確認時点のレベルは391cmである。

一
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第10図Ｓ1-2号住居祉平断面図
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〆

て柱穴のP,の検出を見るまで考えられな

いことであった。その他の柱穴は通常の

調査では発見されず、スケールによる予

測調査で検出した。その結果４本柱の建

物であり、建替柱を含めて７本の柱と杭

１本を検出した。なお床面も削平されて

殆んど残っていない。これら竪穴の一辺

と柱間などから推測する以外にない。

検出された竪穴の壁は東側の一辺で、

南端が小さな孤を画き隅丸も呈している。

この隅丸部分の外部もかなり削平され、

その先端も破壌されている。この壁面は

全体で5.7ｍ程の検出であり壁の高さも

５cm前後に過ぎない。南隅より約１ｍ程

は壁溝が認められ、５cm程の深さが見ら

れる。東南及び東北側の柱は、共に壁面

より1.3ｍの位置にある。またこの柱間

は約４ｍを測り、さらに西側の柱間も４

ｍ前後である。これらの結果から一辺が

6.5ｍ程の隅丸方形の竪穴住居杜と推定

出来る。今、南東の柱をP,とし、北東の

ものをP2、北西をＰ３、南西をＰ４としたＯ

この内Ｐ１・Ｐ２ｏＰ３は建替柱が旧柱と接

近し、柱穴が連結しているがP3は中心で

40cmも隔たりそれぞれ独立した柱穴を持

つ。またP2の一本は柱状の遺物は見られ

ず、添木と考えられる杉の杭が検出され

た。ここでは建替の新旧は定めがたいが、

020cm
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２号住居杜〔S1-2号〕（第１０°１１図、図版１０．１１．４６）

調査区中央東側に当るＢ－５．６区に位置する。第６図に示した様に遺構の南西北の三方は掘

込みによる撹乱地域で、残る東側は未調査区域である。さらにこの区域は上層部も撹乱地層であ

り、遺物包含層はもとより遺構を覆った覆土も見られない。以前に表土を始め遺構を乗せる基盤

層までも削平され、その後粘質土の客土によって水田として使用されたらしくその層内に溝状遺

構が認められた。これらの戦後の層の下層に第６図で示したSＤ７（７号溝）が検出された。こ

の溝は上幅20cm、長さ2.5ｍと小さなものだったが、この精査の結果この溝に沿ってより細い溝

が検出された。これが２号住居杜の竪穴の壁であり、さらに壁溝であることは、その後時間を隔
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材質なども加味して、１と２に分別した。即ち第10図中にP1-l、P2-l……としたものとPl-2、Ｐ2-2……

としたものがそれぞれ組する。ここでは１組が栗材３本とナラ材１本が使われ、２組はケヤキ２

本とナラ１本、添木の杉材である。民俗学的には栗材を多用した１組が後補のものと考えたいと

ころである。なお第11図Ｍ７′は契状の木片でP4-2の柱穴から出土した。それぞれについては遺物

一覧表を参照されたい。なお２号住居祉内からは土器の出土は一切見られないが、前記７号溝

〔ＳＤ－７〕より高坪の細片２点が出土した。

２建物吐

１号建物杜〔SB-1号〕（第１２．１３図、図版12）

Ｂ－６．７区で検出した竪穴遺構である。現地調査では住居靴として処理したが、その後の精

査の結果、住居杜とは認められないことから建物杜とした。然し建物としての確実性は薄い。方

形と推測される竪穴構造であるが、南側は撹乱により破壌され、北東側は未掘地域に掛り発掘し

ていない。検出した竪穴の壁面は北西・西側のみでや》歪んだＬ字状を成し、隅部は小さな円を

保つ。床面の北側はや》水平部分があるが、南西に向って傾斜を成し、その角度は６度を測る。

この床面の広がりは推測の域を出ないが、一辺４，余と考えられる。床面には２本の柱穴が残る。

深さはそれぞれ19cm、１５cmと浅く、その位置は床面の中心部とおぼしき点を挟んで斜位の対角線

上に位置している。その他図版12-上に見られる穴や窪み状のものは木根などによるものであり、

この他の柱穴を探し得なかった。

遺構の覆土中より多量の士器が検出された。図版12-中・下に見られる様に、土器の出土状

況は建物廃棄後の土器捨場的様相が窺われる。

２号建物jU上〔SB-2号〕（第14図・図版13-上）

調査区の北隅にその一部分を検出した竪穴遺構で、その位置はＢ－８区に当る。検出できた竪

穴の深さは15～12cm、その床面プランはその北東側が未掘区域にあるが隅丸方形と推定される。

この方形の一辺は約2.3ｍを測る。南東隅に近く窪みを見るが柱穴にはならない。床面にも小さ

な窪みを持つが木根によるものである。床面を主体として199点の土器を検出した。ここでは一

応建物地とした。

３号建物辻〔SB-3号〕（第15～１７図、図版13-中・下、４６図）

Ｃ－３区に中心を置いて検出した竪穴遺構である。壁面の一部にや出傾斜が見られるが竪穴遺

構である。平面プランはやＬ細長い楕円形を呈し、床面での長軸・短軸はそれぞれ3.3,.1.43

ｍである。床面は北東側から中央部にかけて平坦だが、南西にかけて僅かに勾配を見る。従って

竪穴の深さは遺構確認面から38cm乃至48cmを測る。長軸の方位はＮ52度Ｅであるが、これより５

度西向き（Ｎ47度Ｅ）に柱列を見る。柱は遺構の北東寄りに１本（Ｍ－ｌｌ)、中央部よりや極南

西側に１本（Ｍ-10）があり、この間隔は1.8ｍを測る。さらに南西側の遺構外部にＭ－９があ

り、その距離1.6ｍを計る。この３本の柱を見る限り当遺構に係わるものと見られるが、柱列は

さらに北側の２ｍ地点の僅かに中心をはずれる位置に今1本の柱（Ｍ-12）が見られ（第19図参

1５－
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第15図ＳＢ－３号建物杜遺物出土状況

照）ることから、この柱列は当建物杜とは無関係のものとしたい。

床の中央部に深さ７cm程の小ピットが見られ、遺構の周囲にも小ピットが点在する。一部に検

出できない部分もあるが、単純な三角屋根を覆い中央部の杭で天井を支えた可能性がある。完形

土器を含めて多量の土器が検出されている。これらは貯蔵具に比して供膳具が多い。遺構内には

焼土や炭灰の検出はないが、小規模の建物とはいえ生活の場とも考えられる。あるいは土器の保

管庫的な小屋の存在とも考えられる。
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第16図ＳＢ－３号建物地平断面図

○

４号建物杜〔SB-4号〕（第１７．１８図、図版14-上。４６）

Ｃ－３区東隅に位置する小型の遺構である。直径1.5ｍ程の円形の掘込をもつ遺構で中心部に

１本の柱を建てる。北側の一部は溝遺構（８，－３号）によって切合い不明瞭のところがある。検

出できた掘込の深さは10cmと浅いが水平な床面を保つ。中心部の柱は栗材で太さ10cm、残存長さ

33cmで底部を細かく削ってや里丸味を持つ。底面のＧＬは360cmである。南西側の壁面に小ピット

が３ケ検出されているが東側では検出できなかった。中心の柱によって覆屋を支えたものと見ら

れ、小型ではあるが建物杜とした。ごく少量の土器が検出されているが、完形のコップ形土器が

ある。なお図版に見える床面の窪みのうち１ケは撹乱によるものである。

５号遺構〔SB-5号〕（第１９．２０図、図版14-中．４６）

前項３号建物吐内に検出した柱列遺構を５号遺構とした。ここでは柱列の１列のみの検出であ

るが、建物祉となることはほざ間違いないことからSBの記号を用いた。この柱列に関しては一

部前項３号建物杜でも記述したが改めて記述する。

検出できた柱列は４本からなり、南西より北東に並び全長5.4ｍを測る。今、南西の柱をＭ－

９としそれぞれＭ－１０，Ｍ－11,Ｍ－12と仮称した。そしてこれらの柱間はＭ－９からＭ－１２に

向って１６２．１７８．２００cmである。このうちＭ－１０，Ｍ－11は３号建物杜（SB-3号）の床面に立

ち、Ｍ－１２は後述する３号溝（ＳＤ－３）内に位置する。この４本を直線で結ぶといずれかが線上
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第19図ＳＢ－５号遺構平面図
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よりはずれる。Ｍ－９～Ｍ－１１を結

ぶとＭ－１２は東側に寄ることになる

が、一応柱列と見られよう。これら

の材質はＭ－９のチャンチンの他は

いずれも栗材で、その太さはＭ－１１

の143cmを最低にして160cm、174ｃｍ

である。また底部の加工は斧によっ

てほぎ平坦に切断あるいは調整され

ている。一方これら柱底部のＧＬは

Ｍ－９より３４８．３４０．３５０．３５４cmで

ある。今この柱列は建物の行間（桁

行）の片方と推定される。第６図及

び第19図に示した４号建物杜（SB‐

４号）の柱（Ｍ－８）がある。この

第18図ＳＢ－４号建物吐
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第20図ＳＢ－５号遺構出土柱根

行間の柱列に関連するかに見られがちだが、前項に記述した如くＭ－８は寸法も細く、底部の加

工も異なりまた底部のＧＬも360cmと深く、さらに角度的にも４～６度の挟まりが見られることな

どから無関係のものである。これに相対する不検出の柱列は西側の撹乱層によって破壌されたも

のと推測される。なお当５号遺構は３号建物地、３号溝の廃棄後の造営であることは言うまでも

ない。

３溝

大小９条の溝又は溝状遺構を検出した。これらのうち改めて図示したのは１号溝（ＳＤ－１号）

のみである。その他は第６図（全測図）を参照されたい。なおそれぞれの断面については第22図

に一括して示した。

１号溝〔ＳＤ－ｌ号〕（第21図、図版14-下）

Ｄ－６区に位置し、ほぎ東西にのび、その方位はＮ75度Ｅである。全長6.4ｍで東端より3.5ｍ

が上幅で40～45cmと広く西側の2.9ｍは上幅で15～20cmと狭い。深さは西側の８cmから東側の２０

ｃｍとなる。第６図に見られる様に１号住居杜の一辺とほ買平行であり、この溝の南側にＳＸ－１号

を中心としたピット群が集中している。今このピット群に関連する水切り溝と考えられる。なお

溝は土器捨場となり図版14-下に示した如く多量の土器が充満していた。その数1,131点を数え

た。

２号溝〔SD-2号〕（第22図）

Ｃ－３．４区にかけて位置する溝で、南東から北西へ向き、その方位はＮ45度Ｗである。検出

1９－



診菱髪

できたのは２ｍで東端は３号建物にかかり、西端は撹乱層によって

消されている。上幅45cm、底部幅28cm前後を測り、深さは検出面か

ら12cmでほ曹平坦である。西端に近い両壁面と東端より40cm地点の

中央部に細杭を見る。この杭は近現代の杉杭であり、この溝と直接

関連するものであれば、近現代の水路となり、その可能性が大きい

が、６８点の土器片が検出されている。

３号溝〔SD-3号〕

Ｃ－３区に中心をもち、Ｃ－４区・Ｂ－３区にのびる。Ｌ字形に

直角のコーナーをもつ溝で一端はＣ－４区の撹乱層によって消滅し、

他の一端はや》､浅いがＢ－３区の中央部までのびる。コーナーは３

号建物杜に接している。前者はＮ52度Ｗの方位で、長さ４ｍ、上幅

28cm、底幅15cm、深さ10cm前後である。後者はＮ37度Ｅの方位で長

さ２５ｍで消滅する。上幅は25cm前後、深さは中央部で７cm程と浅

い。コーナーの内側に１号井戸〔SE－１号〕が所在することから、

これに関する排水溝とも考えられる。溝の中心近くに５号遺構の柱

(Ｍ-12）があることからこの遺構に先行する溝である。

４号溝〔SD-4号〕

AL=394』

多診謬多多

●
８
－

》

８
一

ＬＬ=394Ｅ

議薦銭

蝋JFf畿諜悪蝋黙…
第21図ＳＤ－１号溝平断面図Ｂ－７区に所在し、長さ1.7ｍ上幅30cm深さ10cmの溝状遺構であ

る。１号住居吐、１号建物杜に近く特に前者に関連するものと考え

られる。北側には土器捨場となった土坑が密集するが、多少の土器を検出した。なお遺構はＮ６１

度Ｗの方位にある。

５号溝〔ＳＤ－５号〕

Ｃ－７区に所在し、長さ２３ｍ、最大上幅35cm、深さ12cm程である。１号住居杜の東壁に密接

するもので、その方位はＮ７度Ｗである。

６号溝〔ＳＤ－６号〕

Ｃ－６．７区に中心を置く溝で、前記５号溝と隣接している。南から北へのび大きく東側へカー

ブを画き１号建物杜によって切られている。南側は１号住居祉に沿っているが、東側へ向うこと

から１号住居杜には関連ないものであろう。いま確認できた部分は南北約５ｍ、東西１ｍ弱でそ

の方位はＮ４度Ｅと、Ｎ60度Ｅである。上幅50～25cm、上幅30～20cm、深さ15～10cmである。

誌;淵源戎”ｉ:『鯨”為弗'易s“認誠‘.，

菱;i塞諺参s”ｉ誌械”撚戒,，，赫湯s"“
第22図ＳＤ－２号～９号溝断面図
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地面に掘込まれた穴で、大小の25基が検出された。これらの内SK-15号が欠番となり、ＳＫ－

１号～SK-26号の番号を付した。これらの土坑のうち、あるものは何等かの目的をもっていた

ものと思われるが、検出時点ではそのほとんどが土器捨場、即ちゴミ穴として使用されたもので

ある。これらの形態、計測値などに関しては表１に示した。このうちＳＫ－３ｏ９・’０．１１．１６．

２２．２５号は一部が未調査区域Ｉこか洩り完掘していないので、出土遺物の少ないものもある。また

ＳＫ－１．８．１２．１８．２４号の一部分は撹乱によって破壊されているものと、一部底部が残存す

７号溝〔８，－７号〕

すでに２号住居祉の項で記述した通り、Ｂ－５区に在り、同住居杜の竪穴に平行するものであ

り住居杜の一環と推定されよう。全長2.5ｍ、上幅20cm、深さ10cm弱で、Ｎ36度Ｅの方位を見る。

溝内より高坪の細片２点がある。

８号溝〔ＳＤ－８号〕

Ｃ－２区に所在し、南北にのびる短い溝であるが西に面してや樫湾曲している。全長3.1ｍ最

大上幅40cm、底部25cm、深さ10cmである。その方位はＮ26度Ｅを測る。

９号溝〔ＳＤ－９号〕

Ｃ－１区に主体をおきＢ－１区にのびる溝で南東に向かって僅かに湾曲する。長さ５ｍ、上幅

30～23cm、深さ８cm前後である。211条の列をなす１号杭列を跨ぐものである。遺物などは見られ

ない。

第23図ＳＫ－２号土坑平断面図

４土坑(第23～30図、図版15.16）



るものとがある。一方、ＳＫ－４．２６号は隣接して位置し、共に土坑としての掘込みが確認出来

ないうちに図版16-右下に見られる様に２ケ所の土器溜りとなり一応４号。２６号土坑とした。こ

れらの土器溜りの上層部は土器の大きな広がりが見られ、遺構が検出されないことからその一部

第26図ＳＫ－８号土坑平断面図（土器出土状況）

－２２－

_ＬＬ=409

第24図ＳＫ－３号土坑。９号土坑平断面図（土器出土状況）
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第25図ＳＫ－７号土坑平断面図（土器出土状況）
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表ｌ土坑 覧表

遺構名 所在 形
計測

長径 短径

SＫ－ｌ Ｃ-６．５ 角 230 210

ＳＫ‐２ Ｂ-７．８ 楕円 270 １４５

ＳＫ‐３ Ｅ-６ 楕円力 260

ＳＫ‐４ Ｂ-４

ＳＫ‐５ Ｂ-３ 楕円 147 130

ＳＫ‐６ Ｂ-２ 楕円 125 8５

ＳＫ‐７ Ｂ-２ 楕円 315 100

ＳＫ‐８ Ｃ-６ 楕円 300 (210）

ＳＫ‐９ Ｅ-６ 楕円 １３５ (115）

SK-lO Ｄ-２．３ (260）

ＳＫ－ｌｌ Ｂ-３ (120）

SK-l2 Ｃ-５ 円 (140） 130

ＳＫ－ｌ３ Ｄ-２ 楕円 6０ 4８

ＳＫ－ｌ４ Ｄ-２ 楕円 125 lOO

ＳＫ－ｌ５

ＳＫ－ｌ６ Ｂ-８ 楕円 １０５

ＳＫ－ｌ７ Ｂ-８．７ 楕円 7０ 6０

ＳＫ－ｌ８ Ｄ－ｌ 楕円力 1００

ＳＫ－ｌ９ Ｃ－２．Ｂ－２ 楕円 300 176

ＳＫ－２０ Ｂ-３ 楕円 193 142

ＳＫ－２１ Ｂ-３ 楕円 145 9２

SK-22 Ｂ－ｌ 円力 (75）

SK-23 Ｂ-８ 楕円 8７ 6０

ＳＫ－２４ Ｂ-４ 楕円 6６ 5４

ＳＫ－２５ Ｄ-７ 楕円力 (60）

ＳＫ－２６ Ｂ-３

深さ

形

2８

１６

1５

1２

１４

2３

1２

1０

１０

１０

９

1２

2５

1９

(30）

1５

1４

1６

９

1０

1２

(20）

長軸の
方位

Ｎｌ８ｏＷ

Ｎ６８ｏＷ

Ｎ４０ｏＥ

Ｎ70.Ｗ

Ｎｌ３ｏＷ

Ｎ３０ｏＷ

Ｎ３０ｏＷ

Ｎ２２ｏＥ

Ｎ3１
◎

Ｅ

Ｎ８７ｏＥ

Ｎ９ｏＷ

Ｎ８３ｏＷ

Ｎ７２ｏＥ

Ｎ38。Ｅ

Ｎ8１
。

Ｅ

Ｎｌ２ｏＥ

Ｎ43．Ｅ

Ｎ５７ｏＥ

土器数

542

871

342

149

596

505

911

794

１３４

144

2７

7０

１５

2６

439

8４

4６

304

250

5９

1５

5８

4２

4７

3４

はグリットとして取揚げた。この土器溜まりの上層部の標高は424cmで［

さは23cmを見る。おそらく深さ20cm前後の士坑が存在していたものと推

５杭列

挿図１m

3０

2３

2４

3０

3０

2５

2６

2４

3０

3０

3０

3０

3０

2７

3０

3０

2８

2９

3０

3０

3０

3０

3０

備 考

一部の上部撹乱

西側未端

遺構不検出土器溜

深度40のピット有り

深度35のピット有り

一部撹乱

一部未掘、２号杭列と重複

一部未掘

一部未掘

一部撹乱

一部未掘

一部撹乱

一部未掘

一部の上部撹乱

一部未掘

遺構不検出土器溜

１号杭列（第３１．３２図、図版17－左上）

Ｃ－１．Ｃ－２区にかけて位置するもので、南北に並ぶ２条の杭列である。東側の１条は３本

の検出で調査区域外に連なるものと推定される。ほざ直線に並びその方位はＮ10度Ｅである。こ

の杭の間隔は北側より８５．１４５cmを測る。西側の１条は８本が見られ、西側に中心を持ってくの

字状に連らなる。東側の第１条目の杭列と第２条目のＣの字状の頂点との間隔は２ｍを測り、北

側での最大幅は2.2ｍである。この第２条目の南北両端を結ぶ線の方位はＮ13度Ｅであり、北側

４本の方位はＮ３度Ｅ、南側の４本の方位はＮ１９度Ｅである。また、この杭の間隔は北側からそ

れぞれ、５６．９７．７５．６９．６５．４６．１０７cmを測り、全長では507cmである。これらの杭の材質はＭ－

１７のケヤキの他は総て栗材であり、割材が主体をなす。また残存するレベルの最高は439cmを示

－２５－
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第32図１号杭列出土杭（出土標高に同定）

20cｍ０

4200ｍ

Ｉ

すＭ－２０であり最も深い位置まで打込まれたものはＭ－１４で、その標高353cmである。なお杭の

上下の標高などに関しては第32図及び掲載遺物一覧表に示した。なお当杭列遺構を９号溝が横断

するが、前後関係は不明である。

２号杭列（第３３．３４図、図版17-右中）

Ｅ－６区に中心をもちＤ－６区にかけて位置する１条の杭列である。調査区域の端部に沿って

検出され、南西端は調査区域外に近くその連なりは不明である。検出した遣構は４本の杭と１ケ

の杭跡からなる。南西から北東に連なり、その方位はＮ40度Ｅである。検出した全長は434cmで、
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370ｃｍ

第34図２号杭列出土杭（出土標高に同定）

一葱 一一一一②－

Ｍ2５
一⑬一一
Ｍ2６M2４

第33図２号杭列平面図

標高380cｍ

６ピット群

調査区域の一部にピットが点在する。位置的にはＣ－３区、Ｄ－２区、ＤｏＥ－６区に集中し

－２７－

3500ｍ

それぞれの間隔は南西より１１５．１１５．９７．１０７cmである。この内南西より４番目は遺物を止めな

い｡残存した杭根は総て栗材で１号杭列の杭よりは太い｡なお残存する杭頭の最高はＭ－２４の378

cmでありそれぞれの上下の標高は第34図及び掲載遺物一覧表に示した。この２号杭列は前項の３

号土坑。９号土坑に重複する。これらの杭頭は土坑の底部で検出されていることから杭列が土坑

に先行するものと考えられる。
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◎

７井戸

P,，’１４１３７１

１号井戸〔ＳＥ－１号〕（第36図、図版17一右上）

Ｂ－３区に位置する素掘りの井戸である。現状では上口が大きく崩れ、最大径78cm、小径72ｃｍ

を見る。底部は直径35cmの円形で平坦である。底面より20cm程の壁面は垂直に近いことから、初

期の形態を推定できよう。検出できた深さは58cmである。底面に近い覆土中より須恵質の坪１固

体分の破片が検出され、その上部にヒョウタン３固体分が検出された。須恵質の坪（第96図-

1223）の検出は流入物とも見られるが、あるいは８世紀以降の遺構の可能性は強い。南側にＬ字

状に３号溝があるが、井戸との関連は不明である。

、

lELiP6

第35図ＳＸ－ｌ号ピット遺構

ている。これらの関連はＳＸ－１号としたもの以外は全く不明である。

ＳＸ－１号遺構（第35図、図版17－左下）

ＤｏＥ－６区に跨って位置するピット群の一つで、環状ピット遺構である。ピットの上部径１０

～20cm、底部径５～15cm程の小型ピットが１ケを中心にして10ケのピットが楕円形に並ぶ。この

長軸の北東側にや狸離れてP12が所在するが、形態的にはピット状を示さず、無関連のものと考

えられ、この地点の間隔が開き出入口の様子をも窺われる。この長軸はＮ40度Ｅを示す。計測は

長軸1.6ｍ、短軸１ｍである。このピット遺構の目的は不明だが、あるいは小型建物であるのか

も知れない。

この他多数のピットの内11基から何等かの土器の出土を見た。これらの遺物数は少ないが、Ｐｉｔ

ｌ～11の番号を付した。これらはＣ･Ｄ－ｌ～３区に位置する（第６図参照)。
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９近現代の遺構（第38図）

Ｏｏ
Ｍ－２９Ｍ－３０

第37図撹舌L層採集杭と

板状木製品

！

Ａ

１
１

－２９－

中央部潰乱区域の南西地域に土取り後に造営されたと推測する幾種類かの遺構が検出した。こ

の位置はＣ－４区からＤ－４区にかけて広がる。これらの遺構は当遺跡の基本ベースより１０～２５

cmの底位置に展開するものである。

Ａしがらみ（図版18）

南から北西に向って逆Ｓ字状に曲線を画くしがらみで、２６本の不規則な杭を打ち杉枝を主用材

として編み込んでいる。しがらみの高さは上部を失ったかに想定されるが15cm前後であり、最大

の厚さは30cmで残存する長さは3.3ｍを測る。後述する藁座の地上保持のための構造物と考えら

Ｉ

O３０ｃｍ

ＡＡＩ.=418

８その他(第37図）

２号井戸〔ＳＥ－２号〕（第36図、図版１７－左下〕）

Ｃ－２区に位置する素掘りの井戸である。１号井戸同様に

上口が大きく崩れており最大径１ｍを計る。確認できた深さ

は45cmで、底部は直径35cmを測る円形である。壁面は底部よ

り約16度前後の傾斜をもって開いている。底部より土器片１１

点の出土を見た。

第36図ＳＥ－１号・２号井戸平断面図

(Ｉ

遺構の部類に入るものではないが、調査区域中央部の撹乱層より２本の杭と板片が検出された。

この撹乱区域は旧圃場整備による土取場として撹乱されたものであるが、この中に上記の遺物が

捨てられていた。第37図に示した如く杭は85～86cmで、クリ及びチャンチン材である。何等かの

杭列があったことが考えられる。この他チャンチン材のや堅長い120cmの杭２本を検出している。

これらは他に出土した多くの新しい杭類に比して古式と考えられるものだが、120cmの長さを保

つことからや畠不自然であり、ここでは除外した。
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第38図近現代の遣構

れる。

Ｂ章座

薬を円形に敷きつめた遺構であり、仮に藁座と称しておく。第38図中にB－１ｏＢ－２１Ｂ－
３で示した３基があり、直径１ｍ前後の円形を呈している。中心部がや喫窪んだ状態で、敷藁の

厚さは一定ではないが２～４cmである。このうちＢ－２はＢ－３によって切られている。これら

は何等かの荷負の台座と考えられるものであり、ここに蓄えられたものは想像の域を出ないが、

野菜又は薪木などが考えられる。

Ｃ台木

前記藁座Ｂ－３に一部が重複して板状の木片を並べた遺構Ｃがある。杉材を板目状に剥いだも

の４点と雑木の素材とから成る。これらは西側にやき傾向きを見るが荷負の台座として敷かれた

ものと考えられる。一辺が１ｍ程の方形を呈する。

Ｄ水口

第38図中にＤで示したものは水口と推測される遺構で、杭ａ．ｂに板を掛けて関としたもので

東側が高く西側が低い。水口と考える杭ａｏｂとの間隔は45cmで西側に見える板は本来は東側に

掛けられていたものが外れ落ちたものと推定される。なおや型西側に離れている板切れは水受け

とされたものが流された感じと受け止められる。なおａｏｂ共その材質は唐竹である。また第３８

図に示したしがらみ以外の杭の多くは竹であり水田当時の水路。水口などに関するものであった

と推測される。

－３０－



Ⅲ出土した遺物

１遺物の概要と分類

Ａ概要

出土した遺物は、土器、石製品の他、前章で報告した柱根、杭類があり、その他時代の異なる

ものとがある。この時代の異なる遺物は当遺跡と無関係のものと考えられる流入物である。遺物

の主体である土器は古式土師器に属するもので、その出土量は個体数と破片数を合せて総数31,

925点を数え、発掘調査面積の523㎡に比して非常に多いと言える。これらの出土状況は遺構外

の包含層出土のものが多いが、２号、３号建物tlt、１号溝、１号住居tltなどから多量に検出され

ており、また多くの士坑から土器捨場と思われる如く充満した状況で検出された（図版12～16参

照）。検出された土器の種類は壷・髪・鉢・増・高坪・杯・碗の他不明器種がある。この内t甘は

壷の範瞬に入るものであるが、ここではその他の壷類と比較出来ない程の多量に検出しているこ

とから器種として独立させた。なお遺物の内でt甘と高坪の多量さが注目される。それぞれの数量

に関しては、出土遺構と共に表４．出土遺物比率表に示した。石製品は14点で石垂・浮子・スリ

石・叩き石・砥石・スクレーパーがある。時代の異なる遺物としては、弥生土器・古代のロクロ

土師器・須恵器・中世陶器・キセルなど33点がある。以上の内主体である古式土師器は1,186点

を図示して掲載し、それらの詳細については掲載遺物一覧表に示した。写真図版に示したのはこ

れらの総てではない。なお、その他の遺物も同様である。

Ｂ分類（第39,40図）

器種による分類として増・壷・髪・鉢・碗‘i不・高坪の７種の他特異の器種数点に分けられる。

これらを部分的な形態や手法によって細分した。全体の器形を知り得るものは少ないため、部分

的な形態を以って細分したため多様化した。特に増は口縁部（頚部）のみの分類、高杯は杯部と

脚部との分類が必要となり多様化した。それぞれの特徴は下記に示した。なお部分的な細片の遺

物で分類しがたいものはそれぞれの部類内でＮの記号を以って示した。それぞれに関する特徴的

なものを模式図として第３９．４０図に示した。

増体部における器形の分類と口縁部（頚部における形態によって分けた。器形による分類で

は増Ａ～Ｅの５種、口縁部は増口縁部Ａ～Ｃの３種に分けた。

Ａ類丸底で偏平な体部を呈し、最大径を体部の中心部にもち、概して頚部が小さい形態のも

のである。大小の型に２分することができるが小型のものが多い。これらの代表的な形態に

496.243等がある。

Ｂ類円形の体部を呈するものである。器型は比較的大きいものが多く頚部の絞り込みも少な

い。口縁部を見るものはないが体部に最大径をもつものと想定される。２．３９１などがある。

－３１
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Ｃ類平底を呈する一群であり、数は少量である。体部は円形で頚部の絞り込みも少ない。口

縁部を知るものはないが、１８０に見られる如く体部と口縁部の径がほぼ均しいものが多いと想定

される。

Ｄ類口縁部を知るものはないが、腰部に最大径を見るものであり、いわゆる下脹みで体部を

見る限り偏平を呈する器形である。大・中。小の型に分類することができる。この内小型の部類
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第40図出十漬物の器種分類２

Iま頚部の径が大きいものが多い。

Ｅ類後述する増口縁部Ｃ類に見る如く頚部の絞り込みの少ない形態を呈し、口縁部に対する

体部が比較的小さいものを分類した。これらの形態には大小２通りに分けられるが、体部は概し

て偏平である。

口縁部Ａ類頚部の絞り込みが強く口縁部が大きく開きその比率が非常に大きいものである。

口縁部に向う立上りはいずれも内湾するものである。小型から大型まで見られ、口縁部ＡｏＢｏ

Ｃの三分類の内、量的に最も多い。

口縁部Ｂ類形態的にはＡ類に類似するものだが頚部の絞り込みが少なく、頚部と口縁部の比

率がや堅少ないものを集めた。大小の器型が見られるが量的にはＡ類の半数である。

口縁部Ｃ類主として短頚のものを集めた。おのずと口縁部の開きが小さく、立上りは直線状

に外反ぎみのものが多い。小型器は見られず量的にも少ない。

壷器形の全容を知るものは皆無に均しいが口縁部などから推定される器形によってＡ～Ｄの

４種に分類しそれらをさらに細分した。

壷Ａ類大きく外反する口縁部をもち体部は頚部を最大径とする半球状を呈すものと推定され

るものである。いわゆる「小型丸底壷」と呼称するものもある。ここでは壷Ａとした。１０６４が

唯一のものである。

壷Ｂ－ｒ～B-n類や凶偏平の球形の体部を呈するもので、外反する短頚の口縁部を見る。体

部の最大径と口縁部がほぎ同径である。この内小型のものをＩ類とした。Ⅱ類の口唇部はつまみ

出しが行われ、体部では肩張りの特徴が見られる。共に量的には少ない。

－３３－



壷Ｃ類二重口縁を呈するものをＣ類とし、それぞれの形態によってＩ～Ｖ類に細分した。

Ｃ‐I類口縁部が内湾ぎみに開くものである。口縁部の立上りは短かく、頚部の絞り込みも弱

い。

Ｃ_Ⅱ類内湾ぎみに開く長い口縁を持つもので、頚部の絞り込みも比較的強いものである。

Ｃ-,類や>､外反ぎみに開く口縁を呈しているもので立上りは短かい。

Ｃ－Ｉｖ類大きく外反する長い口縁部を呈する一群である。いずれも体部を知り得ないが頚部が

絞った形態を呈すものと推測される。

Ｃ－ｖ類口縁部が直立するもので量的には少ない。

Ｃ_Ⅵ類その他１４５．１４６など特異なものをⅥとした。いわゆる無分類のものであり、掲載遺

物一覧表（以下一覧表と言う）ではＮの記号をもって示した。

壷Ｄ類その他、単純にくの字に開く口縁をもつものをＤ類とし、Ｉ～Ⅲに細分した。いずれ

も量的には少ない。

Ｄ‐I類内湾する短かい口縁を有するもので３２２の大型のものや、５６４の小型のものとがある。

Ｄ_n類外反する口縁の先端部を僅かにつまみ上げたものを分類した。

Ｄ－，類その他の無分類のもので、一覧表ではＮの記号で示した。

要書類はくの字に外反する単純な口縁部を有するものでありここでは器形によってＡ～Ｅ

の５種に分類した。さらに底部又は口縁によって細分した。

髪Ａ類大型の一群で胴部が大きくふくらんだ形態のものをＡ類とした。これらの体部が球形

に近いものとや墜長めのものとがあるが、最大径を体部の中心部にもつ。ここでは底部の形態に

よってＩ～Ⅲに細分し、底部を欠くものをⅣとした。

Ａ－１類底部が尖ったもので、いわゆる尖底形のものである。４５が唯一のものである。

Ａ_n類丸底を呈するものを集めた。丸底を示す底部のみの破片は多いが、器形のＡ類に結び

つくものは不明で、Ⅱ類の数量はごく限られたものである。

Ａ_皿類平底を呈するものである。大型の体部に対して底部は小さい。

Ａ_Ⅳ類底部の欠失しているものをまとめた。

髪Ｂ類大型のものであるがＡ類の如く肩の張りが少ないいわゆる撫肩のものを集めた。器形

の全容を知るものはないが長い胴部をもつものと想定できる。口縁部の形によってＩ。Ⅱに細分
した。

Ｂ‐Ｉ類口縁部が大きく外反するもの。

Ｂ‐Ⅱ類口縁部の外反が少ないもの。

髪Ｃ類口縁部に最大径をもつ一群である。器形の全容を知るものはないが体部は胴部にあま

り脹みをもたない長形のものと想定され、口縁部は概ね大きく外反するものが多い。大型から小

型まである。なお１０６３は特大の唯一のものであり、や公特異なものである。

髪Ｄ類口縁部と胴部の最大径がほざ同径を呈するものを分類した。全容を知らないものも多

いが体部は円形に丸みを持つ形態のもので、底部は平底を有するものと想定される。大きさと□

3４－



縁部の形態からＩ。Ⅱに細分した。

Ｄ‐Ｉ類中型のものを集めた。<の字に外反する口縁部を有する。

Ｄ_n類小型のもので口縁部が短かい特徴を呈する。

髪Ｅ類小型のもので非常に短い口縁が頚部より僅かにつまみ出されたものである。体部は大

きく脹む形態である。

鉢器形などによってＡ～Ｇの７種に分類し、さらに底部や口縁部の形態によって細分した。

鉢Ａ類底部に孔をもつもので有孔鉢と称されるものであるが、一般には甑である。底部の形

態によってＩ．Ⅱに細分した。なお他の器種と異なった荒い砂粒を多量に混合させた特異の胎士

によるものである。

Ａ_Ｉ類尖底で逆三角形を呈する如く器壁も直線をもって開く。口縁外部に張士を施し、口唇

部をつまみ上げるものが多い。底部先端に１つの孔を穿つ。

Ａ_n類小さな平底を呈し、器壁の立上りは直線に開くものとや）･曲線を呈するものとがある。

口縁部に張士を施すものもあるがＩ類ほど顕著に現わしていない。孔は概ね１個であるが、８５の

様に複数の可能性が窺えるものもある。

Ａ-,類有孔鉢で底部の不明なものを集めた。

鉢Ｂ類器壁が内湾状に立上りほご半円形を呈するものである。底部を残すものはない。浅深

の器形によってＩ。Ⅱに細分した。

Ｂ－，類深い形態のもの。

Ｂ_Ⅱ類半円形の浅いもの。

鉢Ｃ類Ｂ類に類似する半円形の体部にくの字に開く口縁部を有するものを分類した７５４の如

く丸底と窺わせられるものもあるが、底部を残す575.764.772は平底を呈している。口縁の形

態でＩ。Ⅱに細分した。

Ｃ－，類短かい口縁部が僅かにつまみ出されたもの。

Ｃ_n類口縁部が大きく外反するもの。

鉢Ｄ類内湾する器壁が外開ぎみに延び、ゆるいくの字の口縁部を呈するものである。数量的

には少ない。

鉢Ｅ類大きく内湾するもので胴部に最大径をもつもので、いわゆる仏鮪鉢形を呈するもので

ある。

鉢Ｆ類口縁部外側に沈線文や強いおさえによって口縁部を表現させたものをＦとした。

鉢Ｇ類その他のものを分類した。一覧表ではＮの記号で示した。

碗、単純な平底を見るものと高台状に外壁を削り出すものとが見られる。口縁部は自然の立

上りで終了するものと、僅かに外側へつまみ出すものとがある。この口縁形態によってＡ・Ｂに

分類した。その他のものはＮで記した。

Ａ類内湾する器壁をそのま畠立上げたものである。深いものと浅いものとがある。

Ｂ類口縁部をつまみ出したものを分類した。
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杯概ね丸底を呈するものであるが、４５９．７８など平底のものもある。碗類と同様に口縁の形

態によってＡ～Ｃの３種に分けた。

Ａ類口縁を僅かにおさえたものも見られるが、器壁の延長線上にそのまきあるものを集めた。

器形的には深く内湾する５９４，４５０があるが、外開きのものが多い。

Ｂ類口縁部を外側につまみ出したものであり、したがって端部が外反ぎみの形態を呈するも

のである。

Ｃ類その他無分類のものをＣとし、一覧表ではＮの記号をもって示した。この内１６６は口唇

部が内側へ向くものであり、７８は幅広い面をもつ。

高堺杯部分と脚部分を接合させて成形することから全容を知るものは２４８．５７６．５７７の３点

に過ぎないので、杯部と脚部の２通りの分類を行う。それぞれ基本的な形態によって杯部はＡ・

Ｂの２分類を行ない、脚部もＡ・Ｂの２分類を行ない、さらにそれぞれの形状によって細分した。

坪部器壁の立上りに稜を有するものをＡ類とし、稜をもたないものをＢ類とした。

Ａ_I類腰部に稜をもち、口縁部に向かって外反する立上りをもつものを集めた。器高の深浅、

又は底辺の広狭などのものがある。

Ａ_Ⅱ類腰部に稜をもち器壁の立上りが直線をもって開くものである。

A-m類腰部に稜をもち、内湾ぎみに開く器壁をもつものである。数量的には少ない。

Ａ_Ⅳ類稜に特徴をもつものを集めた。これらは稜そのものを強調するもので、士紐をめぐら

すもの、段差をつけるものの他、稜の位置を口縁部近くにもつものなどがある。

A-v類ごく少数であるが非常に小型の一群と特異な深さを有するものがある。これらを稜を

もち、特異な形態のものとして分類した。

Ａ_Ⅵ類稜を有するが、器壁の立上りが不明なものを無分類として集めた。

Ｂ－，類内湾ぎみに立上る形態のものである。

Ｂ_Ⅱ類内湾ぎみに立上る器壁の口縁部を強く外側へ引き反らせたものを分けた。

Ｂ－ｍ類器壁が直線で朝顔形を呈するものを分類した。

Ｂ_Ⅳ類無分類のものをⅣとした。

高杯脚部開脚状のものと、や畠下開きの筒状で裾を大きく広げるいわゆる屈折脚をＡ・Ｂに

２分し、さらに細部の形態によって細分した。なお両者共、その内部に見られる成形痕は様々 で、

輪積、絞り込み、２次的刷毛目調整の３通りに分けることができるが、煩雑を招くのでここでは

無視した。脚部はいずれも箆によるミガキが顕著である。

Ａ－１類三角形に開くいわゆる開脚と称するもので裾部の付置が単純なものを分けた。

Ａ-,類開脚であるが裾部の付置が引き出された「はた反り形」を分けた。

Ａ_皿類付置部を欠失して分類できないものである。

Ｂ－１類や墜裾開きの筒状の脚で裾部を大きく広げる形態のものである。裾部造り出しに２通

り見られ、４４３の如くなだらかな裾開きと９７０の如き接続痕を残す急激な広がりのものとがある。

Ｂ_n類や＞下開きぎみであるが中脹れの筒状を呈するものを分けた。

－３６－



Ｂ_皿類筒部の細い一群である。

２ 遣 物

Ａ遺構内出土の遺物

Ｓ’－１号住居吐（第41～43図、図版19,20）

床面と炉吐内出士のごく少量の土器以外は覆士中の検出であるが、遺構廃絶後の投棄物と考え

られる。

増Ａ・Ｂ・Ｄ類、口縁部Ａ・Ｃ類がある。２，５は体部の全体を見ることが出来る。図示し

た11点を含めて細片64点の出土がある。

高杯Ａ_１．，．Ⅳ.v、Ｂ_n.Ⅲ類、脚部Ａｌ~､、Ｂ‐1.,類がある。１２はA-v類の内唯一の形態で逆

三角形に近い急角度の器壁をもち、口径22cmに対し深さ７cm、底部外径８．５ｃｍと特異なもので、

脚部の接続部に見られる形態も独特なものである。２４は床面の出土である。ｉ不部６３、脚部33点

の破片の他11個体を数えることができる。

鉢A-n、Ｂ_Ⅱ類がある。３７は底部の孔を見ないが胎士や調整の方法よりＡ_Ⅱ類と倣した。

髪Ａ_１．Ⅳ、Ｂ－Ｉ.Ⅱ、Ｄ‐,、がある。４０は口縁部・胴部・底部と必ずしも同一個体とは限らな

いもので、口縁部と底部は住居床面の出土であり、胴部は炉内の炭灰内よりの出土である。４１も

炉内の検出である。４３は尖底形態で全容を知ることができる唯一のものである。個体数を確認で

きるもの25個、口縁部39、底部12点、胴部破片７１２点が出土している。

壷Ｃ‐,.、.v類がある。６３，６４は共に大型であり胎土に多量の砂粒を加えたものでその他の壷

類とは型及び胎士の上で特異なものであり、生産地を異なるものと考えられる。なお６４はSＫ－

５号士坑出土の破片と接合している。壷類は４点のみで底部や胴部片などは髪と区分出来ず、髪

として集計している。

その他３９は不安定な底部片であるが鉢に部類する可能性をもつが器種を特定できない。なお

図示していないが坪の口縁部細片４個体分がある。また１１９６のスリ石がある。
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ＳＢ－１号建物杜（第44～47図、図版20～22）

多量の遺物の出土を見るが図版12に見られるごとく土器溜り的状況を呈して検出されたことか

ら遺構の廃絶後に投棄された土器と考えられる。

増Ｄ類２点が見られる他は分類できない◎４点を図示したが、総数30点を数える。

杯Ａ・Ｃ類がある。７８は全容を知り得る数少ないものであるが、狭い平底を呈し口縁部に幅

広い面をもつ特異なものである。

鉢Ａ_1.Ⅱ.m、Ｃ_Ⅳ、Ｅ、Ｆ類が見られる。８１は数少ないＥ類の中で口縁部が肉厚となる唯一

のものである。８５は有孔鉢の底部片であるが孔の位置が片寄って見られることから複数の孔を有

する可能性がある。８２は底部を欠失しているが有孔鉢である。内傾する狭い口唇帯に刷毛先によ

る羽状文をもつ。

高杯Ａ-,.Ⅱ、Ｂ－１．Ⅱ、脚部Ａ-1.n.皿、Ｂ-1.,.,類と多様である。この内８６の小型のもの、

91の深身のものが目立つ。最底個体数16、坪部破片88、脚部破片47点を数える。

要Ａ_Ⅱ.､、Ｂ‐1.,、Ｃ、Ｄ‐,.Ⅱ、Ｅ類と多様である。１４４は形態的には数点の内の１点であ

る。確定できる個体数は３２個、口縁部57、底部31,胴部破片1300点を数える。

壷Ｃ-,.Ⅱ.、.Ⅶ、Ｄ‐１．mがある。１４５は口径28cmを測る最大のものである。１４６は口縁部を

欠失しているが頚部に把手をつ。破片の残存率が12分の３と少ないので確率は少ないが、４箇所

に付く四耳壷と考えられる。

ＳＢ－２号建物杜（第48図）

調査区域の隅部に当り全掘していないので遺物も少ない。

増口縁部Ａ・Ｂの他は分類できないが162はＢ、１６３はＥ類の可能性が大きい。なお１６２は

最大径７cmの小型に対し１６１は推定胴径１６cm程の大型のものである。増の破片数37点が出土し

ている。

壷図示できたものは164の肩部破片のみであるが他に細片５点を数える。

鉢Ｅ類１点の図示であるが５個体を数える。

杯Ｃ類であり口唇部を内側へ押し返したもので、１点のみの出土である。

要Ａ－ｍ、Ｂ－１類である。１６８は一見丸底に見えるが直径２cmの狭い底部を造り出している。

169は底面内を削り高台状に造り出したもので、外壁も箆削りによって六面体を呈している。髪

は個体数を数えるもの２個の他、口縁２、底部片１点、胴部片64点がある。

高坪Ａ_Ⅳ、Ｂ‐1.,.m、脚部Ａ_皿、Ｂ－１.Ⅱ類がある。１７０は垂下る稜を付けたもの、１７２は脚

部であるが僅かに残る杯部が非常に急角度を呈するもので坪部A-v類である３７７に類似し稀少な

ものである。確実な個体数６点で、杯部片68、脚部片１３点がある。

－４１
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ＳＢ－３号建物杜（第49～５１図図版22,23）

土器の出土状況から遺構廃絶後の投棄とも考えられるものだが、個々の破損度が少ないものが

多い。また出十量も多い。

増ＡｏＣ類がある。１７９は底部の一部を欠くが全容を知り得る稀少のものであり、頚部がや畠

太い造りである。１８０も平底を呈する稀少なもので、箆削りによって底部を形成している。２４０

は頚部径９cm、２４１は口径１０cmを測る。増の破片総数24点がある。

碗Ｂ類の２点と無分類の１点が総てである。１８９は口縁部を欠失しているが端部に浅いＵ字

状の沈線をめぐらせている。Ｂ類の可能性が強い。

鉢ＦｏＧ類がある。１９０は口縁部に沈線文、１９１は隆線をもつ、１９２は無分類のＧとしたが、

や畠腰部に丸味をもつが貼土の技法や荒い胎土からＡ類の可能性が強い。

高杯Ａ_【、Ｂ-,、脚部Ａ_I.Ⅱ、Ｂ_Ⅱ､Ⅲ類がある。１９３は杯部と脚部を見られるものであり、

杯部Ａ_I、脚部も開脚であるＡ類を呈している。個体数１３個の他、坪部片85、脚部片42点がある。

害A-m.Ⅳ、Ｂ-,.m、Ｃ、Ｄ一Ｉ類が見られる。２１４．２１２は全容を知り得る。後者は器外面に

も輪積の貼土痕を残し、腰部は箆削りによる面取りが成され、内底面は刷毛によって六角状にナ

デ廻している。口縁帯に工具による押印文を施す。２０７は刷毛先による刺突痕があり、２１０は荒

い刷毛目痕が器肉に強く当った様子が残る。２１５は頚部にカキメ痕が見られる。図示した15点の

他口縁15、底部52、胴部片1025点を数える。
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壷Ｃ-,.,.,類がある。２２１は頚部に２峰の太い刻線がある。焼成後の刻みで薬研状に掘られ

ていふ
はそう

その他、鬼、コップ°形土器、坪が１点づつ見られる。１８４は口縁部を欠失しているが、ｔ甘のI同

部に孔を穿っ形態のもので鬼である。形態的には下脹みで増Ｄ類に相当する。器内底部の歪みに

よって重心に歪が生じている。恥はこの他993の細片１点が確認されている。１８５はコップ形土

器である。口唇部を欠失しているが口縁部を指先で潰している。胴部に棒状工具による叩き状の

調整を見る。口縁部を内湾させることから壷に部類するものであろう。１８６はやき深身のものだ

が杯とした。杯Ｂ類に分けられよう。

ＳＢ－４号建物杜（第５２図、図版23）

２２７のコップ形土器と２２８の高坪脚部Ａ_Ⅱ類の他、同脚部片１点と髪胴部片23点がある。２２７

は口縁部を箆で押し潰した花弁状の文様をもち、胴部も箆による調整が行われている。技法的に

は前述した185と同様であるが、形態的には異なり口を開けていることから小鉢に分類するもの

で、完形を保っている。

ＳＤ－１号溝（第53～５５図図版23～25）

細い溝内に廃棄された土器で量的に多い。

増ＡｏＢｏＤ類と口縁部Ｃ類とがある。２２９は器表面及び口縁部の内面共に箆磨きが施され

たものである。234,238は輪積の痕跡を全く残さないもので稀少である。前者は体部全面が箆

削りによって整形され、特に肩部は花弁状の面取りが行われ顕著である。また底部の重心が片寄っ

ている。後者は底部外面の大部分に貼土を行っている。２３１は刷毛先の刺突痕が見られる。２３６．

２３７の内部に見られる痕跡は口縁部を接続するための指痕である。個体数を確定できないが図示

したものを含めて６２点を数える。

高坪Ａ-,.Ⅵ、Ｂ－【.n、脚部Ａ－Ｉ~Ⅲ、Ｂ‐1.mがある。２４２．２４３は数少ない小型のもので共に

Ｂ－１類で器肉が厚く、器内或るいは外面にカキメ痕をもつ。２４６は稜線上部を箆削りしている。

248は全容を知り得、跡部のＡ_,、脚部もＡ－Ｉである。２５３．２５４は確たる名称を知らないがコ

マ或いはへソと呼んでいる部品である。坪部と脚部の接合に当って坪部の内側から脚の内部に打

ち込む鋲であり、上下共貼土でコマを押さえる。大方は２５３の如く先端が片方に寄って尖るもの
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が主であるが、中心に尖るものもある。２５４の下部が平坦なものは稀である。２５０と２５１は同一

個体の可能性が大きい。個体として数えられる確実な数９個の他、坪部片69、脚部片24点が検

出している。

壷２５９．２８２の２点がある。２５９はＢ類に属するが口縁部を欠失している。体部の形状から

推測してⅡ類に属するものであろう。２８２はＣ_Ｉ類である。口縁部を貼土によって稜を強調して

いる肉厚な器である。

鉢Ａ_ﾛ、Ｂ－１.Ⅱ類がある。２６２は有孔鉢特有の口縁部の貼土と指先による花弁文状の痕跡を

残す。非常に狭い底部を持つが、一見してＩ類に見られる。２６３はＡ類には稀少な刷毛目文が施

されている。

雲Ａ一m.Ⅳ、Ｂ－１.ﾛ、Ｃ類がある。２６４．２６６は特に球状の体部を呈する特異な部類に属する。

266の底部も特異である。２７１はＢ-,類中でも口縁の立上りが上向きであり、無分類の範時とす

べきかも知れない。１８個体の他口縁57、底部８、胴部片877点を数える。

第５４図ＳＤ－１号溝出十十器２
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289

ＳＤ－２号溝（第５６図）

増１７片の出土を見たが図示できるものは３点にすぎず、２８５のＡ類、２８３の口縁部Ａ類が見

られる。

鉢。害２８６は鉢で箆整形によるもの、２８７は髪底部で面取りによって８角形を呈している。

いずれも無分類である。髪はこの他に口縁部１、胴部片47点がある。

その他高坪脚部１点がある。

ＳＤ－３号溝図示できるものはないが、高杯２点、喪胴部片３点の出土がある。

ＳＤ－４号溝（第５７図図版25）

ごく少量の出土である。高杯２点、髪片45点である。高杯288は脚部Ｂ‐Ｉ類、髪289はＡ_Ⅳ

類である。

ＳＤ－５～７号溝ＳＤ－５号では高坪１点の出土である。ＳＤ－６号では髪片１５点が検出され

た。ＳＤ－７号では高杯２点の出土を見た。これらはいずれも図示していない。
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ＳＫ－１号土坑（第５８．５９図図版２６）

増Ｅ類、口縁部ＡｏＢ類がある。２９６はや世歪むものであり、２９７は無分類としたがＢ類に

属しよう。口縁Ａ類は４点あり口径８cmに揃いセット関係を想わす。これらを含めて４７点が検

出されている。

高坪Ａ-,、Ｂ－ｘ.m、脚部Ａ_Ⅱ.､、Ｂ_ﾛ､mがある。３０４は箆削り調整、３０６は腰部及び器内共

上方へ向って箆磨きが顕著である。２９９は繋のコマを中心に八葉花弁状に指圧痕が展開する。
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第59図ＳＫ－１号土坑出十十器２

３０８．３０５に見られる内壁の縦壁は絞り技法によるものと考えられる。確定できる個体数８個、

その他坪部片113、脚部片30点が検出している。

鉢Ａ_Ⅱ､､、Ｅが見られる３０９はＥ類とした仏自向鉢形で口縁部をつまみ出し、体部は箆磨きが

施されている。Ａ類のうち３１０は箆調整の休部と指押えによる口唇部が見られ、３１１は刷毛によ

る条痕をもつ有孔鉢である。３１２は底面にも刷毛による条痕が施されている。

雲Ａ_Ⅳ、Ｂ-,.ﾛ、Ｄ-,類がある。３１７は口径32cmと推定される大型である。個体数１１、口

縁部38、底部９、胴部片279点が出土した。

壷３２２のＤ_n類、３２３はＣ-,類に部類する。

ＳＫ－２号土坑（第60,61図図版26,27）

増Ｂ類の３２６の他は確定できないが、328.329共Ｂ類と推定されるｏ３２６ｏ３２８共内面を撫

上げている。図示した５点の他に７点の破片がある。

高杯Ａ-【.Ⅱ.Ⅵ、Ｂ-1.Ⅱ、脚部Ａ_､、Ｂ-,類がある。３３９は脚部A-mに分類したが、僅かに残

存する杯部もＡ類である。３３１は箆削り、３３５．３４０の箆磨きは顕著である。図示したものを含

めて個体数25個の他、坪部片103、脚部片56点が検出された。

鉢Ａ-1.m、B-nがある。３４４は内外共に指押さえによる花弁状文が見られ、３４５は内外共箆

調整による有孔鉢である。
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髪Ａ_Ⅳ、B-I、Ｄ_,.nが見られる。３６０は口縁。底部を欠くが球状で２６６に見られる小さ

な底部を有したものと推定される。３５７はＤ_Ⅱ類としたが、むしろ壷Ｂ－Ｉに属するものかも知

れない。これらを含めて個体数13個、口縁部37、底部１１、胴部片６１３点がある。

その他杯と壷がある。３４７は坪でＢ類に属する細片である。３４８は大型器で口唇部の立上り

がや掻少ないが一応C-v類に分類した。

ＳＫ－３号土坑（第62図図版27）

蛸Ａ、Ｄ類がある。３６３．３６４は下脹れのＤ類、３６６．３６７は細片だがＡ類に属するものと思

われる。図示した５点を含めて２２片を数える。

碗第62図はスペースの関係上３６９．３７０が離れた位置となる。３６９はＢ、３７０はＡに分けら

覇
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れる。後者は横位の箆磨きが施されている。

壷３６８のＢ-,類と３７５のC-n類のみの出土である。３６８は内底を棒状工具によってひねりを

加えている。３７５は受口状に延びる長い口縁に稜をつまみ出した稀少のもので、口縁内側も箆磨

きが施されている。

高杯３７２．３７３のＡ－Ⅵ類、３７１のＢ－，類、脚部Ａ_Ｉ類の374がある。３７１はごく僅かではあ

るが段差をもつ稜が見られ、器面は回転させたヨコナデが顕著である。確認個体数３個の他坪部

片３１、脚部片５点がある。
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髪図示できるものは３７６の１点のみでA-m類に部類する。腰部に大きな歪がある。この他口

縁部21、底部５，胴部片250点が検出された。

ＳＫ－４号土坑（第63図、図版27）

高杯Ａ_Ⅳ.v、B-n、脚部Ａ-,.m、Ｂ-,,などがある。３７７や畠外反ぎみの深い器壁をもつ碗形

の坪部で口径も12cmと小さいものである。３７９．３８１は共に杯部の稜にその特色をもつもので、

前者は大きく張り出す稜が垂下がるものである。無分類である３８４･３８６は杯部はＢ類、脚部は

Ａ類の開脚を呈し、３８５は坪部は大目に見てＢ類、脚部はＢ類を呈する。３８０は正三角形に近い

開脚を呈する。確認できた個体数は12個、その他坪部片25、脚部片4点である。

その他図示できるものは387の壷のみである。この他饗胴部片107点がある。いまこれらの

器種組成は破片数ではあるが高杯の２７．５％と異状に高い数値となる。

ＳＫ－５号土坑（第64,65図図版28）

増推測のものもあるがＡ類398、Ｂ類３９１．３９３．３９５の他３９７．３９８，，類３９２．３９４．３９６

の複数のものがあり、口縁部Ａ類３８８．３９０がある。これらは図示した如く大小様々である。技

法として３９３．３９５の指又は工具によるひねり上げと、３９６の絞り寄せによる肩部の成形が見ら

れる。これらを含めて６７点を見、組成率11.2％と大きい。

杯３９９．４００と杯Ａ類がある。前者は口唇部をつまみ出し、後者は面をもつ。
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碗Ｂ類の４０１が唯一である。

鉢４０２のＦ類、４０３のＤ類がある。

高琢Ａ_Ⅱ.Ⅳ、B-n.､、脚部Ａ－ｎ１、Ｂ_Ⅱ.､類がある。４０５の稜は水平状に張り出す張紐から成

る。

雲A-iv、Ｂ－，、Ｃ類がある。４１６はＢ-,類に属し、内壁上半に刻線が見られ、下半は箆調整

が見られる。４１７，４１８は細片であるが、前者がＡ_Ⅳ類、後者はＣ類の特徴を知ることができる。

419はＡ_Ⅳ、４２０はＣ類に部類する。７個体の他口縁部44、底部９、胴部片363点を数える。

壷Ｃ‐1.Ⅱ.Ⅳ、Ｄ-,類がある。４２１のＤ_Ⅱ類、４２２．４２４のＣ_Ⅳ類、４２３のＣ-,類、４２５の

Ｃ‐Ｉ類などそれぞれ稀少のものである。

ＳＫ－６号土坑（第６６図図版２８．２９）

増ＡｏＤ、口縁部ＡｏＢがある。４３４の口縁部Ａは435体部Ａと同一個体の可能性が大きい。

436は無分類に属したが437同様Ｄ類に分類すると思われる。共に器肉が薄い。これらを含めて

34点の出土がある。

高杯Ａ_,、Ｂ-,.m、脚部Ａ_,.､、Ｂ_Ⅱ皿がある。４４５・447はB-m類、無分類の４４６はＢ－，

類の可能性が大きい。杯部37、脚部14点がある。
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髪４４８のＢ－，，４４９のA-n、４５０のＣ類がある。４４９は内壁にＵ字状の沈線が全体に見られ

る。４５１は腰部の箆削りが顕著である。個体数３の他口縁部７，胴部片409点がある。

壷４５２のＣ‐Ｉ類が唯一のものである。

ＳＫ－７号土坑（第６７．６８図図版２９．３０）

増４５３のＥ類１点のみの図示である。胴部の箆削りに特色を見る。この他細片20点がある。

壷Ｂ－Ⅱ類が４点、Ｄ_Ⅱ類１点がある。４５４は細片のためや型変形であり堵Ｅに類似する。

杯。碗４５８の坪Ｂ、４５９の坪Ａ類、４６０の碗Ｂ類とがある◎

鉢Ａ-1.m、Ｅ類がある。４６１は口縁部を欠失しているが内反するものとしてＥ類とした。内

底に放射状の刷毛による条痕を有する。462～464は有孔鉢であろう。４６３の口縁部の貼土の指

ひねりは顕著である。４６４の内壁は刷毛調整後に貼土をしている。

高坪Ａ-m.Ⅳ.ｖ,Ⅶ、脚部Ｂ-,.Ⅱ.､の他Ａ類もある。４６６は分類上Ｂ類に属するものである。

いま口径ｌＬ７ｃｍと小型でありＶ類とした。稜に特色をもつⅣ類に４６８．４７０．４７４がある。４７０

は稜部で破損しているが468と共に段差を造り出す形態であり、４７４は基本的にはＢ類の湾曲す

る坪の腰部を僅かに削出すことに依って稜を表現した特異なものである。なお当資料は開脚であ

るＡ類の脚をもつ。４６７に施された刷毛目は顕著である。個体を確認できるもの24個、その他杯

部片67、脚部47点がある。

ＳＫ－７号土坑出十十器２
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要A-Iv、Ｃ類がある。無分類の488はＢ類に属するもので異状に大型である。個体数８、口

縁部36、底部７，胴部片686点を数える。

ＳＫ－８号土坑（第69～71図図版３０．３１）

増４９６のＡ類の他は無分類としたが、４９５は底部を欠失しているが縦長でＣ類に類似する。

図示した４点の他、細片２点が出土している。

碗５００はＡ類で完形である。箆調整によるが凸凹が多い。４９９．５０１はＢ類である。

鉢Ａ_,.Ⅱ、Ｄ、Ｃ‐Ｉ類がある。５０２は底部を欠失しているが胎土や口縁部の指押え文などか

らＡ類に属する。５０４はＡ_Ⅱ類で箆削りによる六面体の底部をもち、穿孔は中心からはずれた端

隅に位置する。５０５は細片であり孔部を見ないが一応有孔鉢と考えられる。５０６はＣ‐Ｉ類である。

器表面に箆磨きが施され光沢をもつ。

高杯Ａ-1.皿.Ⅵ、Ｂ-,.Ⅱ、脚部Ａ_Ⅱ、Ｂ-,.m類がある。５０７．５０８は接点はないが共に小型で

あることや箆磨きによる同一技法などから同一個体と倣される。杯部はＢ_､、脚部はＡ－，類であ

る。５１３の脚はＢ_Ⅱ類であるが裾部が反り上り接地しない唯一のものである。確認個体数９個で

杯部片95、脚部片35点を数える。

壷Ｃ－，.Ⅳ類に分けられる。この内530はや畠古式の譜系を引くものである。

要Ａ-,.Ⅳ、Ｂ1.,類がある。図示したものの他口縁部４１、底部16,胴部片574点がある。

ＳＫ－９号土坑（第72図）

増５４８．５４９は共に大型で、無分類のＮで標示しているがＢ類に属するものと考えられる。

なお前者は細片のため胴径に不安が残る。総数21点がある。

喪550はＢ－，類である。５５１は髪の底部で丸底の内にや》･楕円の平坦部が造り出されている。

口縁・底部片17,胴部片80点がある。

その他図示できないが高坪の杯部片12、脚部片４点がある。

ＳＫ－１０号士坑（第７３図図版32）

遺構の一部分のみの発掘で遺物は少ない。

増口縁部Ａ・Ｃ類の他は分類できない。

高杯Ａ_I、脚部Ｂ_n類の各１点を見る他、杯部６、脚部５点がある。

要B-n、Ｃ類５５７．５５８の他口縁部４、底部１，胴部片１１８点を数える。

その他５５９は壷Ｃ－１であり、５６１は有孔鉢と見られA-n類、５６２は碗である。
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第７４図８Ｋ－11号。１２号。１３号．１４号土坑出十十員器

（563＝11号564～569＝12号570＝13号５７１．５７２＝14号）

ＳＫ－１１～14号土坑（第７４図図版32）

ＳＫ－１１号５６３の高坪脚部Ｂ-画類の他坪部３点、饗i片23点がある。

ＳＫ－１２号５６４はD-n類の壷で、５６５は壷の肩部であるが無分類である。高坪はＢ－Ⅳ類２点

と脚部Ｂ類とＡ-,類の４点の他２点がある。その他端５点が検出されている。

ＳＫ－１３号図示できたのは５７０の要Ｂ_Ⅱ類の１点のみにすぎないが、増13点がある。

ＳＫ－１４号５７１は鉢Ｄ類である。５７２はミニチュア土器である。この他高杯片２、髪片２３点

がある。

ＳＫ－１６号土坑（第75図図版32）

高坪Ａ_【.Ⅱ、脚部Ｂ_mがある。５７６．５７７は全容を知り得るもので坪部は共にＡ_n類で脚部

は前者のA-n類、後者はＢ-,類に分かれる。５７８の脚部はＢ_Ⅱ類に属し、中間部に貫通はしてい

ないが穿孔が見られる。これらを含めて坪部38、脚部13点を数える。

害図示したものを含めて口縁部29、底部９、胴部片340点がある。５８３．５８４共にＢ‐Ｉ類、

585はＡ_Ⅳ類である。

その他５７３の増はＢ類と思われるが一応無分類とした。この他３点がある。５７４は坪Ｂ類、

575は鉢Ｃ-K類である。

ＳＫ－１９号土坑（第７６図図版３２．３３）

増５８９のＤ類、５９０はＡ類で大型の器である。総数１８点の出土がある。

坪５９４のＡ類の他、591～593のＢ類３点と、その他２点がある。

碗５９６は細片だが碗であろう。一応Ｂ類に分類した。
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第７７図ＳＫ－２０号土坑出十十器

高杯Ａ-,,Ｂ-1.Ⅱ、脚部Ｂ-,.mからなる。６００．６０２はＡ－１類、５９８はＢ－Ⅱ類、５９７は

Ｂ‐Ｉ類でＡ類の開脚をもつ。なお５９７は器内底部が剥離していることから器台として使用された

ことが推測される。個体数４点が確認され、杯部総数31脚部数20点が検出されている。

雲６０３はＡ_Ⅳ類、６０５は606と同一個体でA-m類に属するものである。個体数４点の他口

縁部１５、底部２、胴部片208点がある。

ＳＫ－２０号土坑（第７７図図版２３．２４）

端ＡｏＣ、口縁部ＡｏＣ類がある。６０９の体部は腰部の細片だが、残存率３／12で口縁部と

共に形態が推測されＡ類に分類することができる。６１１は平底を造り出すＣ類である。内底部を

棒状工具で放射状のひねりが施されている。口縁Ａ、Ｃを図示したが、総数43片の出土を見た。
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第78図ＳＫ－２１号．２２号。２４号。２５号。２６号土坑出十十器

(624～626＝21号６２７＝22号628～630＝24号６３１．６３２＝25号633～636＝26号）

0－

雲６１３のＢ－１類が図示できたがその他口縁°底部片20,胴部片131点であり、増の出土比

率から見ると少量である。

高杯Ａ-,.m、Ｂ_Ⅱ.､、脚部Ａ_､.､、Ｂ_Ⅱ.､類から成る。６２０．６２１は脚部の分類を行ったが、

杯部に対し前者はＢ類、後者はＡ類であることが分る。なお６２１は内底部の剥離から器台に転用

されたきらいがある。６２３はＡ－１類だが非常に深身の杯部を残す。個体数７点の他坪部片38、脚

部片１０点を数える。

ＳＫ－２１．２２．２４～26号土坑（第７８図図版３４．３５）

ＳＫ－２１号図示した高杯２点の他杯部６、脚部１点がある。６２４はＡ_Ⅶ、６２５は脚部Ａ_Ｉ類

である。髪底部１点を図示したが総数50点の細片が出土している。

ＳＫ－２２号図示できたものは６２７の増Ｃ類１点に留まった。腰部に箆調整が見られる。この

他髪片14点がある。

ＳＫ－２４号６２８の坪Ｂ類、６２９の鉢Ｅ類、６３０の無分類の髪の他21片がある。高坪も細片１９

点を検出した。

ＳＫ－２５号６３１の髪と６３２の高坪Ｂ_Ⅲ類を図示した。これを含めて高杯の坪部片８点、妻片

39点がある。

－７５
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ＳＫ－２６号６３３の増Ｃ類、６３４は壷で大きく口縁をつぼめる形態のもので唯一のものであり、

無分類である。６３５は高坪Ｂ－Ⅳ、６３６は脚部A-m類である。これらの他書片30点が出土している。

その他の遺構

多数のピット群の内９基から小量の土器が検出されている。表２に示した如くＰｉｔ６の高坪７

片の他は総て髪片に限られた。また、ＳＥ－２号井戸よりも髪片が出土している。

Ｂ遺構外出土の遺物

増（第79～81図図版３５．３６）

割付番号637～731の９５点を図示したが、総数1,143片の出土量がある。Ａ類８点、Ｂ類18点、

Ｄ類９点、Ｅ類６点、口縁部ではＡ類９点、Ｂ類14点、Ｃ類３点がある。この他体部と口縁部の

形態関係では６６２．６７３が体部Ｅに対しＣ類の口縁部をもち、６７０は同様にＡ対Ａ、６７４．６９０は

Ｂ対Ａ、６６５．６７５はＤ類特有のＣ類の口縁を呈する。

成形技法については輪積み技法と手びねり技法とに分けられる。大方が前者であるが後者では

６６６．６７５．６７９がある。２次的調整としては器内器外面とも刷毛目調整、箆削り、箆磨きの他器

内の指調整が見られる。なお内外部共成形痕を消し去って成形方の不明な７０６なども見られる。

また多くのものにスリップ即ち化粧土が施されている。

杯（第８１図図版36）

732～741の10点が総てである。Ａ類５点、Ｂ類５点であり、内湾するものが殆どであるが外

反する７３７もある。これらは残存率12分法の１～2.5に留まり、さらに底部を見るものもなく云々

しがたい。

碗（第８１．８２図図版３６．３７）

742～752の11点が総てである。Ｂ類とした２点の他はＡ類である。削り出された高台状の平

底を呈するものと平坦な平底とが見られる。概して器肉の厚いものが多い。

鉢（第８２．８３図図版３６．３７）

753～787の34点がある。Ａ_Ⅱ類２点、Ａ-,類２点、Ｂ‐Ｉ類２点、Ｃ－，類11点、Ｃ_Ⅱ類５点、

Ｄ類４点、Ｆ類２点がある。これらの内Ｃ類に属するものは碗類と区分ができないものも多い。

784は漆と思われるピッチによって接合点を修理されたものである。

器台（第８３図図版41-787）

７８７は器台と想定される細片である。大きく外反する受部であり開脚状の脚部は失っている。

底部が開放されていることから器台としたが唯一のものである。

高杯坪部2,221、脚部622片の多量の出土である。この内２０５点の788～992を図示した。

これらの内杯部ではＡ-,類12点、Ａ_Ⅱ類８点、Ａ-,類５点、A-Iv類24点、Ａ_Ⅵ類５点、Ｂ‐Ｉ類２

点、Ｂ_n類７点、B-m類６点、Ｂ_Ⅳ類５点の他Ａ・Ｂ類の分類ができないもの26点がある。脚部

ではＡ_Ｉ類８点、Ａ-,類10点、Ａ-,類24点、Ｂ－，類21点、Ｂ_Ⅱ類27点、Ｂ_画類12点、その他Ａ・

Ｂ類の分類ができないもの３点がある。杯部及び脚部の両形態が判明するものは少量にすぎず

793の両部がＡ１類のもの、８２４の杯部Ａ－１類、脚部Ｂ－，類、８９５は細部は不明だが両部がＡ類

7６－



に属するもの、９３１も同様杯部Ａ類、脚部Ｂ－，類と分かれる。

成形・調整技法は、刷毛目の上にスリップ（化粧士）し箆による磨きが行われるものが多く、脚

部はＡ・Ｂ類Iこか》･わらず、輪積のものとひねり上げによるものとからなり、内面の刷毛調整、

外面の箆磨きが顕著である。特異なものとして８０３．８０７の丹塗が見られ、前者は器内、後者は

器外面に施されている。９２５．９４０の脚の裾部にもその可能性が見られる。８３９は坪部細片であ

るが内部に漆状のピッチが付着し、９０８の脚部にもピッチの付着が見られる。８０６の内壁には籾

殻の抜け痕が着く。７９７．８４６の器内底部の剥離は器台として転用されたものと推測できる。

要（第９１～９４．９６図図版43～45）

総数15,945点の出土量を見、そのうち底部も含めて156点を図示した。Ａ-,.,類は見られず、

Ａ－，類２点、Ａ_Ⅳ類15点、Ｂ－，類21点、Ｂ_Ⅱ類1点、Ｃ類５点、Ｄ－，類17点、Ｄ_n類１点、Ｅ類

１点及び無分類のもの４点、底部89点である。器形全体を見れるものは僅かでＤ類の３点のみで

あり、従ってＡ類は細分のできないⅣ類が多い。成形に当っては紐作りによる輪積が行われ箆状

工具による撫でや面取りが行われている。さらに刷毛による条痕を施すものが大部分で、その上

に化粧士が掛けられたものも多い。口縁部の形態はくの字に折り曲げる単純なもののみであるが、

僅かに口唇部をつまみ出した１０５３．１０５４などの他、押えて面をもつ１０６１．１０６３がある。底部に

は壷底も混入するが区分できない。その他底部をもつもの６点を加えて平底75点、丸底20点であ

る。なお平底には高台状に削り出したものや揚底状を呈するものもある。また腰部の面取りによっ

て五角形を呈す１１５２や貼士によって調整された’１２２．１１３９．１１６１がある。

壷（第93～９５図図版４４．４５）

３２点の検出であり総てを図示した。Ａ_Ｉ類１点、Ｃ－，類５点、Ｃ_Ⅱ類８点、Ｃ－ｍ類８点、Ｃ_Ⅳ

類４点、C-v類１点、Ｃ_Ⅳ類１点、Ｄ－，類４点でＣ類が多い。Ａ類とした１０６４は唯一の形態を

呈するもので、体部共細片のものであるが半円球状の体部に大きく外反する口縁部をもつもので

ある。一部では有段鉢と呼称するむきもある。その他も多くが口縁部のみの細片だが、刷毛によ

る条痕を施すものと箆磨きが施されたものが多い。なお１０６４．１０６５は縮尺の都合上第９３図に入

れた。

その他の土器（第９０図図版43）

図版紙面の都合により順序が前後する。９９３は胆である。やき下脹れのもので増Ｄ類に類似す

る体部を呈すると想定される。胴部に注口具を挿す孔を穿つ。前述した１８４の２点を見るにすぎ

ない。

９９４はコップ形土器で手づくねの厚肉の器である。ミニチュア土器に近い５cm程の小型で、１

８５．２２７の３点のみの器種である。

９９５．９９６はミニチュア土器である。両者共完形である。

９９７は髪の胴部片であるが内壁に漆の被膜があるので髪類から分離した。漆の容器として用い

られたものと推定される。

998は器種不明である。器面が黒色で磨かれている。あるいは時代を異にするものかも知れない。

－７７－



石器その他（第97図図版45）

１１８７は焼土塊である。握った士を焼成したものである。１１８８は同様のものであるがミニチュ

ア土器を潰したものと思われる。１１８９は石垂である。平偏な楕円形の石の両端部を打欠いてい

る。魚網のおもりである。１１９０は刃物として使用されたスクレーパーである。1191～1197はス

リ石で食物の加工用具と倣されている。なおこの内１１９６は１号住居吐出土である。

1198.1199は形態を異にするがタタキ石、１２００．１２０１は砥石、１２０２は軽石の面取りのもので

浮子と考えられる。

柱・杭

Ｓ'－２号住居吐出±柱類（第１１図図版46）

残存した古柱根は長さ８５～32cm、太さ１６～14cmで材質は栗･楢・樫がある。いずれも丸太のま

まで加工の痕跡はない。第１１図に示した上段の４本と下段の３本と杭がセットになる。

ＳＢ－４号建物吐出士柱（第１８図図版46）残存する長さ３３cm、太さ１０cm程の栗材の丸

物である。

ＳＢ－５号建物吐出土の柱（第20図図版46）残存する柱根の長さ４８～２０cm、太さ１７～

１４cm程で加工の痕跡はない。材質はチャンチン・栗である。

１号杭列出土の杭（第32図図版46）

残存する長さは８１～１５cm、太さは８～３cm程を測るＭ１６．１７の丸材の他は割材である。材質

はＭ１７の樺の他は総て栗である。

２号杭列出土の杭（第34図図版46）

残存する長さ５０～34cm、太さ10～６cmを測る。Ｍ２７の割材の他は丸材である。材質は総て栗

である。

その他の杭等（第37図）撹乱層内より採集された杭と板状木材がある。杭は８５．８６cm、

太さ４cm程である。丸材で材質はチャンチン・栗である。板状木材は14×９cmで樫である。

－７８－
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第８８図遺構外出十十器1０（高坪の脚部）
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第92図遺構外出十十器1４（饗類）
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第95図遺構外出十十器1７（壷類）
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Ｃ時代の異なる遺物（第98図図版47）

前述した９９８の黒角十器や１２００．１２０１の砥石などは多分に時代の降るものとも考えられなく

もないが、明らかに時代の異なるものがある。

弥生土器1203～1206の４点がある。いずれも細片だが弥生中期の遺物である。

土師器1207～1218の12点は８～10世紀の土師器で俗にロクロ土師器と呼ばれるものである。

このうち、１２０８．１２０９は黒色土器で内面を黒色に処理されている碗類である。1216～1218は髪

である。

須恵器1219～1230の12点で、壷・坪蓋・杯・髪で９世紀頃の所産である。

中世陶器１２３１は中世須恵器で14世紀頃のものである。

黄瀬戸皿１２３２がそれであり、１５世紀頃のものと考えられる。

果実ヒョウタン２個体分が１号井戸から検出されている。１２２３の須恵器坪と併出したこと

から当遺跡の営まれた時点のものとは考えがたい。

キセルガンクビ２、吸口１点の出土がある。近世以降のものである。

表２

高坪の坪部と脚部の関連

NOL 杯部 脚部 備考

193 Ａ－Ｉ Ａ

248 Ａ－Ｉ Ａ－Ｉ

339 Ａ－Ｎ Ａ

384 Ｂ Ａ

385 Ｂ Ｂ

386 Ｂ Ａ

507 Ｂ－Ⅱ 508と同一個体

508 Ａ－Ⅱ

576 Ａ－Ⅱ Ａ－Ⅱ

577 Ａ－Ⅱ Ａ－Ⅱ

597 Ｂ－Ｉ Ａ Ａ－Ⅱ力

620 Ｂ Ａ－Ⅱ

621 Ａ Ｂ一Ⅱ

表３

増の口縁部と

体部の関連

NOL 口縁部 体部

662 Ｃ Ｅ

665 Ｃ ，

670 Ａ Ａ

673 Ｃ Ｅ

674 Ａ Ｂ

675 Ｃ ，

690 Ａ Ｂ

9９－



出土
位置
ＳＩ－ｌ

SＢ－ｌ

SＢ－２

SＢ－３

SＢ－４

SＤ－ｌ

SＤ－２

SＤ－３

SＤ－４

SＤ－５

SＤ－６

SＤ－７

SＫ－１

SＫ－２

SＫ－３

SＫ－４

SＫ－５

SＫ－６

ＳＫ－７

SＫ－８

SＫ－９

SＫ－ｌＯ

SＫ－ｌｌ

SＫ－ｌ２

SＫ－ｌ３

SＫ－ｌ４

SＫ－ｌ６

SＫ－ｌ７

SＫ－１８

SＫ－ｌ９

SＫ－２０

SＫ－２１

SＫ－２２

SＫ－２３

SＫ－２４

SＫ－２５

SＫ－２６

ＳＥ－２

Ｐ ｔｌ

Ｐ t２

Ｐ t３

Ｐ t４

Ｐ t５

Ｐ t６

Ｐ t７

ＰｉｔｌＯ

Ｐｉｔｌｌ

遺構外

合計

増％

6４ 6.6

3０ １．９

3７ 18.6

2４ １．９

6２ 5.5

1７ 25.0

4７ 8.7

1２ 1.4

2２ 6.4

6７ 11.2

3４ 6.7

2１ 2.3

６ 0.8

2１ 15.7

３ 2.1

５ 6.8

1３ 86.6

４ 0.9

1８ 5.9

4３ 1７．２

１ 6.3

１ 2.8

11435.7

16955.3

杯部
7４

1０４

6８

9８

１

7８

２

２

１

２

1２１

128

3４

3７

6５

3７

9１

9５

1２

７

１

４

１

3８

1０

3１

4５

８

1９

８

３

３

2221

3449

高 坪

開脚 折脚 計
1１ 2２ １０７

2０ 2７ 1５１

５ ８ 8１

１２ 3０ 140

１ ２

９ 1５ 1０２

1 １

２

２

１

２

1１ 1９ 1５１

８ 4８ 184

１ ４ 3９

３ １ ４１

５ 2６ 9６

６ ８ 5１

９ 3８ 138

1２ 2３ １３０

１ ３ １６

1 ５ 1３

３ ４

１ 1 ６

１ ２

４ ９ 5１

１０

４ ４

２ １８ 5１

６ ４ 5５

1 ９

２ ２

1９

８

１ ４

２ ２ ７

214 408 2843

347 729 4525

表４出土遺物比率表

％

翌

個体 口綴］底部

園

胴部片 計 ％
壷％ 鉢％ 碗％ 坪％

特殊

不明％
合計

11.0 2５ 3９ 1２ 712 788 81.0 ４ 0.4 ４ 0.4 ４ 0.4 ２ 0.2 973

９３ 3２ 5７ 3１ 1300 1420 8７ ７ ８ 0.5 ７ 0.4 ４ 0.2 1620

4０ ７ ２ ２ 1 6４ 6９ 3４ ７ ６ 3.0 ５ 2.5 1 0.5 199

1０ ９ １５ 5２ １６ 1025 1108 8６ ３ ３ 0.2 ３ 0.2 ３ 0.2 １ 0.1 ２ 0.21284

７７ 2３ 2３ 8８ ５ １ 3.8 2６

９０ 1８ 5７ ８ 877 960 8４ ８ ２ 0.2 ４ 0.4 1 0.1 １１３１

１５ １ １ 4７ 4９ 7２ ０ １ 1.5 6８

4０ ０ ３ ３ 6０ ０ ５

４３ １ １ １ 4２ 4５ 9５ ７ 4７

lOO０ １

２ １３ 1５ 100.0 1５

100.0 ２

2７ ９ 11 3８ ９ 279 337 62.1 ２ 0.4 ４ 0.7 １ 0.2 542

2１ ９ 1３ 3７ １１ 613 674 7７ １ 1 ０1 ３ 0.3 １ 0.1 875

１１ ４ １ 2１ ５ 250 277 8０ ７ ２ ０６ ２ 0.6 １ 0.3 343

2７ ５ 107 1０７ 7１ ８ １ ０７ 149

１６ １ ７ 4４ ９ 363 423 7１ １ ５ ０８ ２ 0.3 １ 0.2 ２ 0.3 596

1０ １ ３ ７ 409 419 8３ ２ １ ００ 505

1５ １ ８ 3６ ７ 686 737 8１ ０ ５ ０５ ６ 0.7 1 0.1 ２ 0.2 １ 0.1 911

1６ ４ 11 4１ 1６ 574 642 8０ ７ ６ ０８ ７ 0.9 ３ 0.4 794

11９ １ 1０ ６ 8０ 9７ 7２ ４ 134

９０ ３ ４ 1 118 126 8６ ８ １ ０．７ １ 0.7 １ 0.7 145

１４ ８ １ １ 2１ 2３ 8５ ２ 2７

８２ 6０ 6０ 8２ ３ ２ 2.7 7３

１ １ ６７ １４

7.4 2３ 2３ 8５ ２ 1 3.7 １ 3.7 2７

11７ ３ 2９ ９ 340 381 8６ ８ １ 0.2 １ 0.2 １ 0.2 439

１１ ９ ２ ２ 7０ 7４ 8８ １ 8４

８７ 4２ 4２ 9１ ３ 4６

1６ ８ ４ 1５ ２ 208 229 7５ ４ １ 0.3 ５ １．６ 304

2２ ０ １ 1２ ８ 1３１ １５２ 6０ ８ 250

1５ ３ １ ５ 4４ 5０ 8４ ７ 5９

1４ 1４ 8７ ４ １ 6.3 1６

3.4 5６ 5６ 9６ ６ 5８

45.2 ３ ３ １５ 2１ 5０ ０ １ 2.4 １ 2.4 4２

17.0 ２ １ 3６ 3９ 8３ ０ 4７

１１．１ 3０ 3０ 8３ ３ １ 2.8 3６

1１ 11 100０ 1１

1０ 1０ １００ ０ 1０

８ ８ 1００ ０ ８

５ ５ lOO０ ５

６ ６ lOO０ ６

３ ３ 1００ ０ ３

100.0 ７

６ ６ 100.0 ６

３ ３ 1００ ０ ３

１６ １６ lOO０ 1６

14.2 9４ 862 334 14655 15945 7９ ８ 3２ 0.23４ 0.2 1１ 0.0 1０ 0.0 ６ 0.020024

14.1 255 1376 498 23398 25527 8０ １ 8３ ０．３ 8４ 0.32４ 0.13ノ 0.1 1５ 0.031986

－１００－



図示した遺物を割付l順に一覧表に示し、個々の遺物について挿図番号、割付番号（通し番号）、

出土場所、器種と分類記号、計測として器高・口径・底径・最大計を記した。カッコ内の数値は

推定数である。残存円周率は12分法を用い数値のみを記した。造りは成形或いは整形に見られる

主な特徴を記した。スリップとは化粧土のことで、きめこまかい粘土を泥状にして器面を覆うも

のであり、○印をもって有無を示した。胎士は粘土に混入された砂粒の状況を現した。焼付は良・

中・不の３通りに分けた。なお造りにおける用語で、ハケメは刷毛による条痕、ナデは撫で、ヨ

コナデは横撫、ヒネリ又はヒネリアゲは捻り揚げ、輪積は別称紐造りである。へラ又はヘラケズ

リは箆・箆削り、ミガキは磨きである。

表５掲載遺物一覧表

－１０１－

Ⅳ掲載遺物一覧表

挿図
ＮＯＬ
割付
NOL
遺物
NOL

出土

位置
器種

計測（、）

器高口径底径 駄恩

：＃

|]I解
0/12

造り

器表 器内

ｽﾘｯ0編

表 内
胎土

Ｌ鈴剖上

ノワ厄ﾉ4八

色

器表 器内
備考

4１ １

２

３

４

５

６

７

８

９

1０

1１

1２

1３

1４

1５

1６

１７

1８

1９

2０

2１

2２

2３

９

1

３

10

２

４

1１

５

６

８

７

252

269

266

265

267

268

270

271

251

264

263

258

1号住居 財口縁部Ａ

増Ａ

増Ｎ

口縁部Ｃ

増Ｂ

財Ｎ

増Ｎ

増Ｎ

蛸，

増Ｎ

増Ｎ

高即A－Ｖ

高啄A－Ｉ

高tM-Ⅳ

高ｂＭ－Ⅵ

高坪Ｎ

高杯Ｎ

高畑一Ⅲ

高豚B-m

高lW<B-m

高邸Ａ－Ⅳ

高豚Ｂ－Ⅱ

脚部A－ｍ

(113）

9０

(99）

220

183

200

160

182

190

130

143

118

9４

134

(100）

４

1０

２

2.5

６

２

1.5

３

２

９

２

５

５

3.5

1２

1２

1０

４

1.5

1０

2.5

1.5

1

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ナデ･ヘラケズリ

ガキ
、

ミ

ヘラミガキ

ミガキ

ミガキ

へ弓調理ハケメ
棒状・工具凋整

ハケメ・ミガキ

カキメ

ヘラ縦ミガキ

ヨコナデ

ヨコナデ輪積

ヨコナデ輪積

絞り寄せ

ハケメ

ヨコナデ輪積

輪積

絞り寄せ

棒状･工具調整

ミガキ

ミガキ

ハケメ

スリツプ

ミガキ

風化

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒少

石英微粒

微砂粒少々

微砂粒多

微砂粒多

微砂粒少々

砂粒多

石英・雲母多

良

石英・雲母粒

砂粒多

石英微粒少々

石英微粒多

石英微粒少々

石英微粒多

良

良

石英・長石粗粒

良

石英微粒少々

石英微粒少々

石英微粒多

談･長石WWi少々

不

良

良

不

良

良

中

中

不

良

良

良

良

中

中

良

良

不

良

良

良

中

白茶

明茶

明茶･焦茶

薄茶

明茶

茶

薄茶

茶

薄茶

薄茶

黄白

薄茶

茶

褐

薄茶

茶

茶

茶

茶

黄土

茶

褐

薄茶

茶

陪灰

焦茶

褐

薄茶

口縁

身

頚・肩

口縁

身

頚・肩

腰

肩・胴

腰

底

底

杯・脚

坪

坪

坪

坪底

杯底

坪・絞り寄せ器面アパタ

坪

杯

杯

坪

脚

4２ 2４

2５

2６

2７

2８

254

259

253

262

273

1号住居床脚部Ａ－Ⅱ

脚部Ａ－Ⅱ

脚部A－Ｉ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B－Ｉ

110

150

122

６

３

1２

1２

６

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ヘラ縦ミガキ

ヘラ縦ミガキ

絞り寄せ

ミガキ

絞り寄せ・姶積

ナデ

○

○

○
’
○
’
一
一

良

石英･長石粗粒多

石英･長翻粒少々

石英微粒多

長石微粒少々

中

中

良

中

不

明茶

赤茶

茶

茶

茶

薄茶

脚・朱塗

脚

脚

脚

脚
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挿図
NOL
割付
NOL
遺物
NOL

出土

位置
器種
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器高口径底径 鳥解

農＃
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造り

器表 器内

ｽﾘｯ0熊

表 内
胎土 ﾊツﾛﾉ4入

色

器表 器内
備考

4２ 2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

272

257

255

256

261

260

204

802

803

801

205

1号住居

床

脚部B－Ｉ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

脚部Ｎ

脚部Ｎ

鉢Ｂ－Ⅱ

鉢Ａ－Ⅱ

鉢Ａ－Ⅱ

鉢Ａ－Ⅱ

不明

(100） 135

126

１０６

5５

4０

3５

8７

140

1２

1２

４

４

２

５

９

1２

１

1２

1２

ヘラ縦ミガキ

ヘラ縦ミガキ

ヘラ縦ミガキ

ミガキ・ハケメ

ミガキ

ミ ガキ、

ハケメ

磨耗

ヘラケズリ‘ハケメ

磨 耗

ハケメ

ナデ・ハケメ

ハケメ・輪積

輪積絞り

ハケメ

ヘラ横ミガキ

ミガキ

ハケメ

風化

ハケメ

ミガキ

○

○

○

○

○

○

中

良

石英微粒少々

石英微粒少々

良

長石粗粒少々

微砂粒多

石英･長石鮒多

石英･長副粒多

石英･長副粒多

石英荒粒多

中

良

良

良

中

中

中

不

良

不

良

茶

茶

茶

茶

茶

暗褐

明茶

茶

茶

茶

茶

茶

脚

脚

脚

脚

脚

脚

磨耗・孔径1４

孔径９

4３ 4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

6８

6９

7０

1018

1014

1037

1020

1013

1028

1019

1006

1004

1007

1008

1０１２

1009

1００５

1021

1015

1030

1０１７

1023

1011

1016

1024

1022

1003

1002

1027

1００１

1032

1031

1033

1036

1号伽細

1号怖納

1号住居

カメＢ－Ｈ

カメＢ－Ｕ

カメＡ－Ⅳ

カメＡ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

園島．’ＲＴ

ノ』ノ、１Ｖ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－ｌ

カメＤ－Ｉ

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ一Ｖ

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ－Ｈ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

(182）

240

150

180

170

185

220

180

(１

160

160

180

180

180

140

ｎハハ

ムＵＵ

150

120

140

140

140

160

170

150

9０

9０

8５

丸庇

6２

8０

6０

5７

丸底

160

190

215

202

150

120

110

160

６

７

６

１２

２

1２

６

２

2.5

２

１

1.5

１

ｎ
Ｊ

1.5

３

４

３

４

１

５

1.5

２

３

３

４

２

３

６

1２

３

ハケメ

ハケメ

ハケメ・貼土

ハケメ

ハケメ・貼土

ハケメ

ハケメ

沈線

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

貼土・ナデ

ムー
メ

●、

ノ

ケ メノ、

ハケメ・貼土

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・貼土

ハケメ

ハケメ・指調整

貼土・ヨコナデ

ヨコナデ

ケメノ、

貼土・ハケ

ミガキ

へラ調整

ハケメ・ヘラ淵整

ハケメ

ケメノ、

ハケメ

ハケメ

ハケメ・輪積

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ケメノ、

ヨコナテ

貼土・ナデ

'、ケメ

ケメノ、

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

貼土

ヨコナデ

ヨコナデ

ナデ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

粗砂粒

砂粒多

石英・長石粒多

粗砂粒多

砂
』．

多

談，長醐砂粒多

石英荒粒多

石英微粒少々

砂粒多

石英･長石粗粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

微砂粒少々

荒砂粒多

石英粒多

石英･長醐粒多

微砂粒

砿･長石荒粒多

微砂粒多

石英・長石粗粒

微砂粒少々

細砂粒多

石英・長石粗粒多

石英・粗粒多

石英粒多

棚砂粒多

粗砂粒多

長石,石獅粒多

石英粗粒多

石英微粒

石英･長石粗粒多

良

良

良

良

良

良

中

良

良

良

良

中

中

良

中

''１

良

中

良

良

良

良

不

中

良

巾

中

良

不

良

良

茶

暗茶

茶

明茶

ｲj
pqq 茶

茶

陪茶

焦茶

茶

黄白

茶

薄茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

焦茶

茶

茶

茶

茶

白茶

明茶

薄茶

茶

茶

茶

焦茶

焦茶・灰

焦茶

口縁・頚

口縁・胴

完形

口縁・肩

口縁・肩

頚・胴

口縁

口縁・炭化物付着

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

頚・肩

頚・肩

腰・底

口縁～胴、風化

口縁～胴、風化

口縁

口縁～胴

口縁～胴

口縁～胴

口縁

口縁

口縁

、縁、風化

風化

4４ 7１

7２

7３

7４

7５

7６

7７

7８

7９

8０

1２

1４

1３

1５

854

852

853

851

808

804

1号鋤祉tｔｌＤ

財Ｎ

端，

財Ｎ

坪Ａ

坪Ａ

坪Ａ

邸Ｎ

鉢Ｆ

鉢Ｃ一Ⅳ

3８

3２

3５

3５

110

100

120

120

110

175

jlL底

jlUiif

ﾒ雁

3７

145 1０

３

1.5

２

２

５

４

６

２

２

ナ デ

ハケメ

ヨコナデ

風化

ケメノ、

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

ナデ

ヨコナデ

篭楕･綾りハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

ハケメ

’
’
一
一
一
○
’
一
○
’
’
○

○

○．

○

○

微砂粒少々

石英粒多

石英＃ 〔多

粗砂粒多

長石粗粒多

石英･長石粗粒多

石英・長石粗粒多

石英･長石伽多

石英微粒多大

石英･長石荒粒多

良

中

良

不

中

良

良

中

良

良

明茶

薄茶

茶

黄茶

明茶

茶

茶

明茶

薄茶

茶

鋪～腰

一
眉

小形鉢
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挿図
NOL
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位置
器種
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器高口径底径 鰍恩
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色

器表 器内
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4４ 8１

8２

8３

8４

8５

8６
｡●

8７

8８

8９

9０

9１

9２

805

806

807

810

809

310

276

277

282

312

311

281

1号建物hｌ

鉢Ｅ

鉢Ａ一Ⅲ

鉢Ａ－Ⅱ

鉢Ａ－Ｉ

鉢Ａ一Ⅱ

高ijI；B－Ｉ

高琢Ａ－Ⅱ

高師A－Ｉ

高卵A－Ｉ

高啄B－Ｉ

高郎A－ｌ

高那B－Ｉ

145

180

120

210

200

180

182

150

１７１

4５

2０

8０

175

180

1.5

３

５

６

２

２

4.5

2.5

1.5

1.5

４

1.5

ハケメ

ヘラケズリ、ハケメ

へラ調整

ヘラケズリ

ミガ、キ

ヘラミガキ

ヘラケズリ

ハケメ

ヘラミガキ

ヘラケズリ

ミガキ

ヘラナデ、ハケメ

ハケメ

カキメ

ミガキ

ヘラミガキ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ミガ．キ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒

砿‘既他鮒鍬

験・長石伽少々

長石粗荒多

微砂粒

粗砂粒多

良

石英微粒少々

良

中

良

石英微粒少〃

良

良

良

不

良

良

良

良

不

不

Ｉｌ
１
Ｉ

中

茶

焦茶

茶

茶

茶

茶

赤褐

茶

薄茶

黄土･黒

赤褐

茶

褐

有孔鉢、口唇羽状ハケメ綾

孔径９

孔径８

孔径６、多孔力

坪

坪

坪

坪、風化

坪、器内磨耗

坪

坪

4５ 9３

9４

9５

9６

9７

9８

9９

100

lOl

1０２

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

278

280

283

279

284

286

301

306

307

309

308

285

290

300

288

287

303

304

302

305

289

1号建物ｉｔ高豚B－Ｉ

高啄B-U

高ｌＷＢ－Ｕ

高坪Ｎ

脚部A-U

脚部Ａ－ｌ

脚部Ａ－Ⅲ

脚部Ａ－Ⅲ

脚部A－m

脚部A－ｍ

鯛ＩＢ－Ｉ

卿Ｂ－Ｉ

蝋Ｂ－Ｉ

鯛Ｂ－Ｕ

脚部Ｂ－Ｉ

脚部８－Ⅱ

鯛Ｂ－Ｉ

鯛Ｂ－Ｕ

M1部Ｂ－Ｉ

鯛Ｂ－Ｕ

脚部Ｂ－ｍ

216

180

170

133

118

124

118

－

－

－

２ ヘラミガキ

1.5ミガキ

1.5ミガキ

３

７ ヘラミガキ

1２ ケメノ、

1２ ナ デ

３ ミガキ

1２

６

６

1２ ヘラナデ

1２ へラ凋整

1２ ハケメ‘ヘラ調整

1０ ナ テ

1２ ミガキ・ナデ

６ ハケメ

６ へラ淵稚

６ ヘラ縦ミガキ

1２ ヘラ縦ミガキ

1２ ハケメ

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・輪積

ハケメ

ハケメ

ナデ

ハケメ

ハケメ，ヘラ調整

輪績絞り

ハケメ

輪横・絞り

輪積

ナ デ

絞り寄せ

輪積絞り

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長石粗粒少々

良

中

長石・石英棚粒多

良

長石･夢捌妙々

長石大粒脱

託･薮･峨修

扇･酸･Ｉ戯立多

良

良

良

長石大棚混

良

良、砂哲

長石・石英制鯵

石英・長石粒多

長石組粒多

微砂粒

石英細粒少々

良

良

良

Ｊｆ
１
Ｉ

不

良

良

不

中

不

不

中

良

不

良

不

良

不

不

良

中

良

褐

茶

茶

赤

茶・黒

茶

薄茶

薄茶

黄土

薄茶

薄茶

茶

明茶

茶

薄茶

茶

赤

茶

薄茶

褐

黒茶

里
g9q 褐

薄茶

赤茶

坪

坪

坪、器表磨耗

坪、器表内磨耗

脚

脚

脚

脚、磨耗

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚

脚・磨耗

脚

脚

脚

脚

4６ 114

115

116

117

118

1１９

120

121

122

123

124

125

126

127

１２８

129

130

131

1０４２

1053

1043

1０５２

1062

1070

1０６１

1059

1055

1064

1057

1058

1060

1056

1０６３

1065

1076

1０７４

1号建物jltカメＡ一m

カメＡ－Ｕ

カメＡ一Ⅲ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－ｌ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＣ

カメＣ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

240

(225）

(220）

184

180

180

190

217

200

200

180

180

160

160

１９０

170

155

150

5０

丸底

(60）

8０

6０

218

1２

４

1２

４

２

１

２

1.2

２

1.5

1.5

２

３

３

２

1

６

１２

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヘラカキ

へラカキ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ケメノ、

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

カキメ

ハケメ

ミガキ・ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

石英・長石粗粒

粗砂粒多

粗砂粒多

祖砂粒多

微砂粒

微砂粒

粗砂粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

石英粗粒

粗砂粒多

微砂粒多

荒 砂多

微砂粒多

微砂粒多

石英粒多

粗砂粒多

微砂粒少々

良

良

良

良

良

良

良

良

中

良

不

良

中

中

良

良

良

良

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

明茶

茶

焦茶

黄茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

明茶

》
ｂ
ニ
ク

黒

黒

完

完

完

口縁～肩

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁、器内磨耗

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

底

底

4７ 13210541号鋤jllカメＡ－Ⅲ (254） 210 6０ (247） ７ ハケメ ハケメ 微砂粒少々 良 焦茶 完
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挿図
NOL
割付
NOL
遺物
NcL

出土

位置
器種

計測（、）

器高口径底径 最焔

：＃
円解
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造り

器表 器内

ｽﾘｯ0熊

表 内
胎土

坐蛙一い

ﾊﾜﾛ型ﾉﾐ

色

器表 器内
備考

4７ 133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

1044

1045

1０７１

1068

1066

1０５１

1０４６

1073

1０７２

1０６７

1047

1０４９

206

1０４８

1０４０

1０５０

1０４１

1038

1039

1069

1077

1075

1116

1078

1０７９

1080

1号建伽 カメＢ一Ⅱ

カメＢ－Ⅱ

カメＢ－Ⅱ

カメＢ一Ⅱ

カメＣ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＣ

カメＣ

カメＣ

カメＥ

壷Ｃ－Ⅵ

壷Ｃ－Ⅵ

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ－Ⅱ

壷、一Ⅲ

壷、－１

カメＡ一Ⅲ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

160

210

200

160

160

140

120

150

125

140

105

9２

280

140

150

130

120

130

100

6０

6０

2８

3５

3５

ﾒL底

130

163

２

1.5

1

2.5

2.5

2.5

4.5

1.5

３

1.5

1０

３

１

３

２

5.5

３

２

２

１

５

1２

1２

６

1２

1２

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・カキメ

ヨコナデ

ハケメ・ヘラミガキ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ・ミガキ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

指調整

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

石英･長石荒粒多

石英･長石粗粒多

粗砂粒少々

微砂粒

微砂粒

石英･雲母微粒多

石英・長石粒

荒砂粒多

砂大粒多

微砂粒

石英･長石荒粒多

長石粗粒多

粗砂粒多

石英荒粒多

長石・石英粒

微砂粒多

石英微粒

粗砂粒多

粗砂粒多

微砂粒少々

石英粗粒多

微砂粒少々

粗砂粒多

石英荒粒多

微砂粒

石英粗粒多

良

不

不

不

不

中

不

不

不

不

良

良

良

良

良

良

良

良

不

不

良

良

中

良

中

中

明茶

薄茶

明茶

薄茶

薄茶

薄茶

黄茶

茶

茶

明茶

黄茶

焦茶

茶

茶

茶

焦茶

茶

茶

茶

薄茶

茶

明茶

茶

白茶

焦茶

茶

灰茶

灰茶

口縁～肩

口縁～肩、磨耗

口縁

ロ縁～肩、風化

口縁～肩

口縁～肩、器表磨耗

口縁～胴

口縁～胴

口縁～肩、磨耗

口縁～肩

口縁～肩

口縁～胴

口縁

頚・肩・把手付

口縁

口縁

口縁

口縁、器表磨耗

口縁、磨耗

口縁

炭化物付着

器内磨耗

4８ 159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

1７１

172

173

174

175

176

177

178

1７

2０

1６

1８

1９

207

220

854

1081

1０８２

811

315

318

317

319

323

320

322

321

316

2号建物ｉｔ財ﾛ縁部Ａ

財口縁部Ｂ

tｌ１Ｎ

tlEIN

財Ｎ

壷Ｎ

鉢Ｅ

杯Ｎ

カメＢ－Ｉ

カメＡ一m

カメＡ－m

高即Ａ－Ⅳ

脚部B－Ｉ

脚部B一Ⅱ

高豚Ｂ－Ⅱ

脚部Ａ－Ⅲ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

ＩＩＩ部B－Ⅲ

脚部Ａ－Ⅲ

8０

9０

110

115

160

176

170

166

170

180

3０

8０

120

205

２

２

２

２

２

２

２

１

２

1２

1２

１２

１２

1２

１

８

1.5

1.5

４

６

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

輪積

ハケメ

ハケメ・ミガキ

ナ デ

ヨコナデ

ハケメ・ヘラ調整

ヘラケズリ

ミガキ・ハケメ

ヘラケズリ

ヘラケズリ
ヘラミガキ

ミガキ

ナデ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

輪積

輪積

ハケメ

ヨコナデ

へラ調整

ヨコナデ

ハケメ

輪積・絞り

ミガキ

絞り寄せ

ガキ
、

、

、

ミ ガキ

絞り、指調整

’
’
’
’
’
’
’
一
一
一
一
○
一
一
一
一
一
一
○
一
○
’

○

○

○

○

微砂粒多

粗砂粒多

微砂粒

微砂粒多

石英粒少々

験･長副粒少々

石英微粒多

石英微粒少々

石英微粒多

微砂粒

粗砂粒多

微砂粒多

良

長石粗粒少々

微砂粒多

良

長石･砂微粒少々

粗砂粒

良

石英粗粒多

中

良

良

中

良

良

中

良

良

良

良

中

良

良

中

中

中

中

中

良

陪茶

茶

薄茶

焦茶

茶

黒

薄茶

黒

明茶

茶

焦茶

薄茶

茶

茶

黄白

黄土

茶

暗灰

茶

黄白

焦茶

茶

茶

明茶

茶

口縁

口縁

頚・肩

胴

胴～底、底部黒色

頚、大形増

１１縁～胴、小形鉢

口縁

口縁

肩～底、器面一部黒色

稜杯

脚

坪底～脚

坪

脚

杯、口縁

坪、口縁

稜杯

脚

4９ 179

180

181

182

183

184

2１

208

2４

2２

2３

201

3号建物ijl〈財Ａ

tｔｌＣ

増Ｎ

増Ｎ

財Ｎ

胆

135 106 丸底

4０

ﾒU底

130

128

120

120

112

1２

１２

１

2５

１

1２

ナデ・ハケメ

へラ調整

ヨコナデ

ヨコナデ

指調整

ヒネリ上げ

輪積

J、 ラナデ

ハケメ

姶積・へラ調整

○

○

微砂粒少々

石英粗粒多

良

微砂粒多

長石粒

微砂粒

良

中

良

中

良

良

明茶

白茶

焦茶

茶

焦茶

焦茶

灰

茶

茶

完

底部へラ削り出し

肩部細片

胴～腰

胴～腰

歪み



ー

蝿
脆
割付
NＱ
遺物
ＮＯＬ

出土

位置
器種

計測（、）

器高口径底径 品焔

ｉｆ＃
円解
0/1２

造り

器表 器内

ｽﾘｯ0熊

表 内
胎土

型唾一い

心JEJ2ﾉＬ

色

器表 器内
備考

4９ 185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

１９５

196

197

209

856

210

211

212

213

214

812

326

328

327

331

332

3号建物ｉｔ コップ形

坪Ｂ

碗Ｂ

碗Ｂ

碗Ｎ

鉢Ｆ

鉢Ｆ

鉢Ｎ

高坪A－Ｉ

高iｊＭ－Ｉ

高坪B－Ｉ

脚部A－Ｉ

脚部Ａ－Ｉ

6２ 135

120

120

170

160

170

198

190

丸底

156

140

7７

135

120

120

170

160

６

1２

3.5

３

２

２

1

２

1２

３

1２

５

２

へラ・指・調整

へラ調整

ハヶメ

ハケメ・沈線

ハケメ・沈線

ハケメ・凸帯

貼土

ミガキ

ハケメ・ナデ

ガキ
、

、

、

ヘラミガキ・ナデ

ミガキ

へラ調整

ハケメ

ヨコナデ

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ・指ヒネリ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ハケメ・ナデ

ハケメ・輪積

○

○

○

石英微粒多

石英微･長石粗粒多

石英･長石粗粒多

石英･長石粗粒多

微砂粒少々

石英･長石粗粒多

粗砂粒多

石英･長石荒粒多

良

良

粗砂粒多

長石粗粒少々

良

良

良

良

中

良

良

良

良

良

中

中

良

良

明茶

薄茶

焦茶

茶

茶

茶

茶

白茶

茶

黄土

茶

茶

茶

薄茶

黄土

一
元

口縁～腰

口縁～腰

胴～腰、器表ミガキ

口縁

口縁

腰、有孔鉢

稜杯・脚

稜杯

坪・焼成ムラ

脚

脚

5０ 198

１９９

200

201

202

203

204

205

329

330

333

334

337

336

335

338

3号建物靴脚部A－Ｉ

脚部B－Ｉ

I鏑IＡ－Ｕ

脚部Ａ－Ｉ

脚部B-n

脚部B－ｍ

脚部B一Ⅱ

脚部Ｎ

178

150

153

140

５

2.5

1.5

1

５

1２

1２

３

ミガキ

ヘラミガキ・ハケメ

ハケメ・ミガキ

縦ミガキ

縦ミガキ

ミガ キ

縦ミガキ

ハケメ・ミガキ

ミガキ・ハケメ

ハケメ・ナデ

ハケメ

ミガキ

輪積・絞り

ハケメ

○

○

○

微砂粒少々

良

良

良

良

良

良

良

良

良

不

良

良

良

良

不

褐

褐

黄白

茶

茶

茶

黄白

茶

黒 稜杯

坪

脚

脚

脚

脚

脚

脚・器表磨耗

5１ 206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

1084

1094

1０９３

1０９２

1０９１

1０９０

1０８５

1０８６

1０８３

1０９５

1０９８

1097

1100

1099

1０９６

1０８７

1０８９

1088

１１０１

1103

1102

3号建物杜 カメＡ－ｎ

カメＡ－Ⅳ

カメＡ－ＩＶ

カメＢ－ｌ

カメＢ－１

カメＢ－ｌ

カメＤ－Ｉ

カメＮ

カメＡ－m

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｕ

カメＡ－ハ

カメＢ一Ⅱ

カメＣ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－ｌ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

140

254

180

220

220

200

170

180

194

260

180

170

150

137

130

200

180

140

2０

4６

5４

6０

3５

205

152

192

235

７

１

1.5

1.5

２

２

1２

５

1２

1.5

1.5

１

1.5

1.5

２

２

１

２

1０

1

1２

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ・ヨコナテ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ヘラケズリ・ハケメ

'、ケメ

ハケメ

カキメ・ハケメ

ハケメ・ナデ

ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

沈線

ヨコナデ

面取り

面取り

ハケメ・ミガキ

ハケメ・刺突

ヨコナデ

ハケメ擦消し

ケメノ、

ヨコナデ・輪積

ハケメ・ナデ

ハケメ・貼土

ケメノ、

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

'、ケメ

ヨコナデ

ハケメ

○

○

砂粒少々

石英荒粒多

長石・石英粗粒多

長石・石英粗粒多

石英粗粒多

微砂粒多大

粗砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒多

微砂粒少々

石英粗粒多

荒砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒多

微砂粒

石英粒多

石英粒少々

石英粒少々

微砂粒

石英粗粒多

石英粗粒多

中

良

良

良

良

良

良

良

良

良

良

中

良

中

中

良

良

良

良

良

中

茶

焦茶

茶

明茶

明茶

薄茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

明茶

灰

陪茶

茶

明茶

茶

薄茶

茶

白茶

一部黒

薄茶・灰

茶

灰茶

茶

黒

明灰

明茶

口縁～腰

口縁

口縁

口縁

口縁～肩

口縁～肩炭化物付着

完

胴～腰

完

口縁

口縁～肩

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁（複合）・刻印

口縁（複合）

口縁（複合）

5２ 227

228

215

339

4号建物hｔ コップ形

脚部Ａ－Ⅱ

5５ 7５ 5５

141

7８ 1２

1２

へラ調整

ヘラ縦ミガキ

指コネ上げ

ハケメ・ヘラ調整

粗砂粒多

良

良

良

明茶

黄白 薄赤

壱
犯

脚

5３ 229

230

231

232

233

234

235

236

2８

3１

3２

3３

3５

2５

2７

3４

１号溝財口縁部Ｎ

財口縁部Ｃ

財口縁部Ｃ

増Ｎ

増Ｎ

増Ａ

増，

増Ｎ

120

120

110

8８

9０

1２

1.5

1.5

１

２

1２

３

1.5

ヘラミガキ

ヨコナデ

ハケ刺突

ヨコナデ

ハケ・ヨコナデ

ヘラケズリ・ハケメ

ヨコナデ

ヨコナテ

姶積へラミガキ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ナデ

輪積

指圧調整

石英・雲母多

砂粒多

微砂粒

石英粒多

砂粒多

砂粒多

石英微粒多

砂粒多

良

中

中

中

中

中

中

良

明茶

茶

黄白

薄茶

薄茶

明茶

明茶

茶

薄茶

暗灰

口縁～胴

口縁

口縁
一

眉

肩

頚～底、底部削り出し

肩～腰

頚～肩
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色

器表 器内
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5３ 237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

2９

2６

3０

190

191

354

353

351

350

347

343

342

349

－１

3４１

－２
3４１

352

355

356

345

346

１号溝増Ｎ

増Ｂ

増Ｂ

増Ｎ

tｔｉＮ

増Ｂ－Ｉ

財Ｂ－Ｉ

高啄B－Ｉ

高那Ｂ－Ⅱ

高ｌｊＭ－Ⅵ

脚部A-U

脚部A－ｌ

高卸A－Ｉ

脚部A－m

脚部A－Ｉ

III部Ａ－Ｉ

高坪コマ

高豚コマ

脚部B－Ｉ

III部B－Ｉ

123

(100）

132

188

141

168 142

157

153

9３

４

1２

１２

２

２

2.5

1.3

２

２

４

1２

６

２

３

2.7

1.5

1２

1２

５

2.5

ヨコナデ

Ｊ、 ラナデ

ナデ

カキメ

ミガキ

ミガキ

ヘラケズリ・ミガキ

ミガキ

ガキ
、

ミ

J、 ラミガキ

ヘラミガキ

ハケメ・ナデ

縦ミガキ

縦ミガキ

指圧調整

Ｊ、 ラナデ

指調整

ミガキ・カキメ

ミガキ

ミガキ

ガキ
、

亀

ガキ
、
、

、

ハケメ・ナデ

ハケメ・ミガキ

輪 積

輪積

ハケメ・ミガキ

ハケメ・絞り

ナデ

○

○

○

○

○

○

荒砂粒混

石英・雲母粒多

石英粒多

荒砂粒多

石英粗粒多

微砂粒多

微砂粒少々

微粒少々

石英微粒少々

石英粗粒少々

粗砂粒多

長石粗粒少々

石英･長石粗粒多

微砂粒

微砂粒

長石‘Ｅ剛粒少々

良

微砂粒

中

不

良

不

中

中

良

中

良

中

良

中

中

良

良

良

良

良

薄茶

茶

薄茶

焦茶

茶

茶

赤茶

褐

明茶

茶

茶

赤茶

茶

褐

褐

明茶

茶

茶

陪灰

焦茶

茶

赤茶

肩

胴～底

腰～底

頚～肩

口縁

坪

坪

坪

杯

坪底、器内磨耗

脚

完、脚内絞り（脚部Ａ－Ｉ）

稜杯磨耗

坪底～脚

脚底、Nu250と同一個体力

脚底

繋コマ

繋コマ

脚

脚

5４ 257

258

259

260

261

262

263

348

344

216

218

217

814

813

１号溝高坪A－Ｉ

脚部B－Ｉ

壷Ｂ

鉢Ｂ－Ⅱ

鉢Ｂ－Ｉ

鉢Ａ－Ⅱ

鉢Ａ－Ｕ

120

105

1１５

180

165

175

126

3０

6５

128

1噸
△ｑハノ

183

175

175

3.3

1２

７

３

1.5

1２

1２

ヘラケズリ・ミガキ

へラ調整

ミガキ

貼土・指圧調整

ハケメ・ヘラケズリ

ﾊｹﾒ‘ｉガキ’帥

ヘラナデ

ヨコナデ

指圧調整

ハケメ

○

○
’
’
’
’
’
’
○

粗砂粒多

石英微砂粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

粗大砂粒多

石英粗粒

１１
↑
Ｉ

良

不

良

中

中

良

黄土

茶

薄茶

明茶

茶

白茶

茶

黒褐 稜杯底、磨耗

脚

頚～腰、壷力

口縁～腰

口縁～腰

完、歪み孔径９

完、孔径７

5５ 264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

1115

1113

1１１４

1135

1133

1132

1134

1138

1422

1110

1104

1１１２

1106

1１０７

1１０５

1１０８

1１１１

1１０９

1131

１号溝 カメＡ－ＩＶ

カメＡ－ｎ

カメＡ一m

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－ｌ

カメＢ－Ｕ

カメＮ

カメＮ

カメＢ一Ⅱ

カメＡ－ハ

カメＡ一m

カメＡ－m

カメＢ－Ⅱ

カメＮ

カメＣ

カメＢ－Ｕ

壷Ｃ－Ｉ

185

180

220

210

180

180

100

140

220

175

200

180

200

5０

5５

4０

4０

4０

272

263

168

158

225

205

６

2.5

1２

１

２

2.5

２

３

３

1２

４

３

８

1２

９

９

２

５

４

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ・ハケメ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ガキ
、

、

、

へ ラ凋整

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

貼 土

ナデ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデoハケメ

輪 債

ミガキ

ハケメ

ハケメ・ナデ

ハケメ・ナデ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

○

○

○

○

○

石英・長石粗粒多

石英粗粒多

粗砂粒多

石英・長石粒多

石英･長石粗粒多

石英微粒

石英・長石粒多

石英・長石粒多

良

粗砂粒多

石英組粒多

粗大砂粒

粗砂粒多

荒砂粒多

微砂粒

砂粒多

粗砂粒

粗砂粒多

石英･長石iHi粒多

不

良

中

良

良

良

良

良

良

良

良

良

中

良

良

良

良

良

中

明茶

明茶

茶

明茶

茶

焦茶・黒

薄茶

焦茶

褐

茶

茶

茶

焦茶

茶・黒

黒

焦茶

明茶

茶

茶

明灰

茶

茶

明茶

茶

茶・黒

口縁～腰、器内磨耗

口縁

肩～底

口縁、工具痕

ｎ縁

口縁

口縁～肩

腰

底

Ｕ縁～胴

口縁～肩

胴～腰、腰部磨耗

肩～底、底部風化

U縁~胴､器面全面炭化物付着

腰～底

口縁

口縁～肩

口縁

5６ 283

284

285

286

287

3７

3８

3６

219

1139

２号溝財口縁部Ａ

増Ｎ

増Ａ

鉢Ｎ

カメＮ

9０

4０

130

2.5

1.5

1.5

３

１２

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ・ヘラ調整

ヘラケズリ

ヨコナデ

ハケメ・輪積

ヨコナデ

ﾉ、ケメ

’
’
○
’
○
一

微砂粒

微砂粒

砂粒多

石英微粒多

石英粗粒多

良

中

不

良

良

薄茶

薄茶

赤茶

明茶

茶

明茶

口縁

肩

胴～腰

腰～底

底、８面体

5７ 288 361４号溝脚部B－Ｉ １２ ミガキ ヘラ縦ナデ 長石粗粒多 中 黄土 坪底～脚
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5７ 289

290

1117

1140

４号溝 カメＡ一Ⅳ

カメＮ

150

6０

４

６

ハケメ

指調整

輪積・ハケメ 石英粒多

石英・長石粗多

中

中

茶

茶

口縁～肩

腰～底

5８ 291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

179

4１

3９

4０

183

4２

4３

368

374

367

375

373

369

376

372

366

370

371

817

816

815

821

1号土坑附口縁部Ａ

財ﾛ縁部Ａ

財口縁部Ａ

財口縁部Ａ

増Ｎ

端Ｂ

tＭＮ

高ljl《B－Ｉ

脚Ａ一Ⅲ

高踊A－Ｉ

脚部Ａ－Ⅱ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

高啄Ｂ－ｍ

脚部Ｂ－Ⅲ

高恥－１

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B-n

鉢Ｅ

鉢Ａ－Ⅲ

鉢Ａ一Ⅲ

鉢Ａ－Ⅱ

8０

8０

8０

8０

100

140

175

174

170

180

140

120

122

6０

8５

180

２

1.5

１

２

2.5

５

２

１

1２

１

2.3

７

４

３

1２

1２

1２

1２

６

１

２

６

ハケメ・ヨコナデ

ヨコナデ

ハゲメ‘ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ミガキ

ヘラナデ

ミガキ

ハケメ･ミガキ

ミガキ

ミガ．キ

ミガキ

ヘラケズリ・ハケメ

ヘラミガキ

ミガ．キ

ヘラ縦ミガキ

ﾍﾗ鍵へﾗﾐガｷ

へラ調整

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハゲメ・ヨコナデ

ハゲメ・ヨコナデ

ケメノ、

絞り、指調整

ハケメ・輪積

ハケメ・指調整

ミガ．キ

積輪

輪械・絞り

指調整・ミガキ

ミガキ

絞り寄せ

J、 ラミガキ

絞り寄せ

絞り寄せ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ・ナデ

ヨコナデ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒少々

石英微粒少々

微砂粒少々

石英粗粒少々

石英・長石粗粒

粗砂粒多

石英粗粒多

良

良

良

良

良

粗砂粒多

石英微粒多

不

微砂粒多

石英微粒多

良

石英長石粗粒

石英長石粗粒

微砂粒少々

微砂粒少々

不

良

良

良

良

良

良

11’

良

１４
１
１

不

中

不

中

中

良

中

中

良

良

良

良

薄茶

薄茶

暗灰

茶

焦茶

薄茶

茶

茶

褐

赤茶

赤

赤茶

灰

茶

灰

褐

黄上

茶

薄茶

ﾐ茶

焦茶

茶

灰

焦茶

焦茶

黄土

薄茶

口縁

口縁

口縁～頚

口縁～頚

口縁

頚～腰、歪み

腰

坪口縁

坪底～脚

稜坪

1脚

脚

脚、器表磨耗

坪口縁

坪底～脚

稜坪、腰～底

脚

脚

口縁～胴

口縁

口縁

底、孔径６

5９ 3i３

314

315

316

317

318

319

320

321

322

323

324

325

1120

1143

1142

1１４１

1146

1１１９

1118

1122

1144

1121

1145

1167

1168

1号土坑 カメＡ－Ⅳ

カメＡ－ハ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＤ－Ｕ

カメＤ－Ｉ

カメＢ－Ｕ

カメＮ

壷Ｄ－Ｕ

壷Ｃ一Ⅲ

カメＮ

カメＮ

220

220

160

170

(320）

9０

100

170

180

160

150

8５

5０

270

9２

100

９

1.5

２

３

１

２

1.5

1.5

２

５

３

２

３

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメoヨコナデ

ハケメ

ハゲメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ

ハケメ

ケメノ､

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ケメノ、

ハケメ

○

○

石英餅血,長石粗粒

石難髄､長石粗粒

石英・長石粗粒

微砂粒

石 英 粒

石英微粒

粗砂粒

石英・長石剛立多

石英粒多

砂粒ナシ

長石・石英粗粒

石英粗粒

石英微粒

不

良

不

良

良

良

良

良

中

不

中

良

良

明茶

賠茶

茶

焦茶

茶

茶

鳶茶

陪茶

白茶

赤茶

薄茶

茶

赤茶

灰

黄茶

茶

薄茶

薄焦茶

口縁～胴

口縁

口縁～肩

口縁～肩

口縁

口縁～胴

口縁～胴

口縁～肩

口縁

口縁～肩

口縁、複合

底

6０ 326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

4４

4５

4７

4６

4８

384

389

391

382

386

383

387

390

381

388

2号土坑財Ｂ

財Ｎ

財Ｎ

財Ｂ

増Ｎ

高ｌｔＭ－Ⅵ

脚部A－Ｕ

高iｊＭ－Ｈ

高啄B－Ｉ

脚部Ｂ－Ⅱ

高坪Ｂ－Ⅱ

脚部B-U

脚部Ｎ

脚部A一Ⅲ

高坪Ｎ

190

172

180

130

106

140

9０

100

1２

３

1.5

７

１

５

１

４

６

６

６

１２

２

６

３

ナ デ

ヨコナデ

ナデ

ハケメ

ヘラケズリ

ヘラケズリ

カキメ・ナデ

ハケメ・ミガキ

ハケメ・ナデ

ヘラミガ．キ

ナデ・ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ヘラミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

ﾉ、ケメ

ご ガキ、

ミガキ

ナデ

輪蔽・絞り

ナデ・ミガキ

指調整

ガキ
、

ミ

ハケメ

ハケメ・ミガキ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

砂粒多

微砂粒少々

石英微粒少々

粗砂粒多

微砂粒少々

粗砂粒少々

微砂粒多

微砂粒多

粗砂粒少々

微砂粒多

長石粗粒多

良

良

石英微粒少々

石英微粒少々

巾

良

中

中

中

中

中

良

不

良

不

良

良

良

良

明茶

焦茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶・黒

褐

明茶

茶

黄土

黒褐

茶

焦茶

黒・茶

明茶

肩～底

肩

腰

胴～底

底、細片

稜坪

脚

坪口縁

坪

脚

坪、全体アバタ

坪底～脚

脚裾

坪底～脚、一部磨耗

坪底
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細
血
割付
NOL
遺物
NOL

出土

位置
器種

計測（、）

器高口径底径 最焔

if＃
ｍ田宅

１Ｊ問十

0/1２

造り

器表 器内

ｽﾘｯ0編

表 内
胎土 ノワロノ当八

色

器表 器内
備考

6０ 341

342

343

344

345

346

347

385

393

392

818

819

820

857

2号土坑脚部Ｂ－Ⅱ

高坪A－Ｉ

高iｊＭ－Ｉ

鉢Ａ－Ｉ

鉢Ａ一Ⅲ

鉢Ｂ－Ⅱ

杯Ｂ

110

200

200

160

110

120

尖底

1２

４

３

1２

６

１

1.5

ミガキ

ハケメ・ナデ

ガキ
、

ミ

ハケメ・指圧

ヘラ調整・ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ヨコナデ・輪積

ミガキ

ミガキ

ﾊｹﾒ･ｶｷﾒ･紐

ヘラ調整・ハケメ

ハケメ

○ 良

微砂粒多

長石粗粒少々

長石荒粒多

粗砂粒

小石混り

微砂粒少々

良

中

中

良

良

良

不

茶・黒

黄土

茶

黄茶

茶

焦茶

黄白

赤茶

黒

脚

稜杯、砂質

稜杯

完、孔径７

有孔鉢力

口縁～胴

口縁

6１ 348

349

350

351

352

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

1125

1149

1150

1147

1148

1130

1１７１

1128

1170

1123

1124

1172

1126

1127

1169

2号土坑壷Ｃ－Ｖ

カメＡ－Ⅳ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－ｌ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＤ－Ⅱ

カメＤ－Ｉ

カメＮ

カメＡ－Ⅳ

カメＮ

カメＮ

185

240

200

240

260

9０

135

4０

3０

6５

6５

4０

8５

8５

9０

138

200

４

２

２

３

２

１２

１２

1２

２

５

４

２

９

1２

３

ハゲメ・ヨコナデ

ナ デ

ハケメ

ケメノ、

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

カキメ

ハケメ

へラ調整

ハケメ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

○

○

○

○

○

○

石英・長石粒

石英荒粒多

石英粒多

長石荒粒多

石英･長石荒粒多

長石粗粒多

石英粗粒多

砂粒少々

石英長石・微粒

微砂粒少

石英微砂

石英微粒多

石英･長石粗粒多

荒砂粒多

石英・長石粗粒

良

不

良

中

良

良

良

良

良

不

良

不

良

中

良

明茶

黄茶

茶

白茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

陪茶

茶

明茶

焦茶

Ｈ
ｄ９ｑ 茶

焦茶

焦茶

赤茶

焦茶

明茶

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

腰～底、丸底ぎみ

底

底

口縁～胴

底

肩～腰、一部磨耗

底

底

6２ 363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

5０

4９

5２

5１

5３

221

222

858

397

395

394

396

1151

1152

3号土坑財，

財，

財Ｎ

財Ａ

地Ａ

壷Ｂ－Ｉ

碗Ｂ

碗Ａ

高iｊＭ－ｍ

高ｉＭ－Ⅵ

高ｊｊＭ－Ⅵ

脚部A－Ｉ

壷Ｃ－Ⅱ

カメＡ一ｍ

(58）

257

8５

130

120

180

140

152

6０

9０

9０

8５

7０

9０

212

４

２

２

２

１

２

２

２

２

1２

３

３

５

１２

へラ淵糖

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヘラミガキ

ヨコナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ヘラ淵整・ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヘラナデ

指押 ﾉ毛

ナ デ

ヨコナデ

ﾖｺﾅデ･頂ﾋネリ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ハケメ

ヘラミガキ

ハケメ・ヨコナデ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

粗砂粒

粗砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒多

微砂粒

石英粗粒

石英粗粒

石英･長磯粒少々

粗砂粒多

長石･面醗粒少々

中

石英・長石粒多

粗砂粒多

良

良

中

中

良

良

ｌｆ
ｆ
ｌ

良

中

不

中

良

中

不

焦茶

黄茶

茶

黄茶

茶

薄茶

茶

明茶

茶

褐

茶

茶

黄白

明茶

明茶

明茶

焦茶

黄土

黒

肩～腰

頚～胴

胴～腰

胴～腰

胴、細片

ｕ縁～底

1-]縁～胴

口縁～腰

稜坪、腰～底

稜杯、底

稜bl､、腰～底

脚裾

口縁～肩、複合

完、底部に炭化物付着

6３ 377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

387

402

407

401

406

405

408

410

404

409

403

1237

4号土坑高iｊＭ－Ｖ

脚部B－Ｉ

高那Ａ－Ⅳ

脚部A－Ｉ

高豚Ａ－Ⅳ

脚部Ａ－Ⅲ

高豚Ｂ－Ⅱ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

壷Ｃ－Ｉ

120

196

130

113

156

３

６

５

1０

６

８

1.5

４

１２

６

３

ミガキ

縦ミガキ・ナデ

ミガキ

ハケメ・ヘラ調整

表面剥離

ミガキ

ミガキ・ハケ調整

ヘラ調整・ミガキ

ヨコナデ

ミガキ

絞り・へラ押え

輪積・ハケメ

ナデ

輪積・絞り

ミガキ

ミガキ・ハケメ

ヨコナデ

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒多

良

粗砂粒多

長石粒少々

長石粗大粒少々

微砂粒

石英粗粒多

微砂粒多

微砂粒少々

石英･長石粗粒多

石英･長石荒粒多

不

中

不

ｌｌ
ｌ
ｌ

巾

良

中

中

中

良

中

赤茶・黒

黄土

茶・黒

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

白茶

黄土

黄白

坪、口縁～腰、磨耗

脚

稜坤、磨耗

脚

稜杯底、貼付稜

脚

坪、口縁～腰、磨耗

杯腰～脚頭

繋き部

坪腰～脚頭

口縁、複合

6４ 388

389

390

391

392

5８

5６

5９

5７

5５

5号土坑財口縁部Ａ

増Ａ

財ﾛ縁部Ａ

増Ｂ

増，

130

110

ﾒU底

4０

135

130

9２

２

１２

２

６

1２

ハケメ・沈線

スリツプ

ヨコナデ

ナデ上げ

スリツプ

ヨコナデ

輪積

ヨコナデ

輪積

輪積

○

○

○

○

○

粗砂粒多

粗砂粒多

微砂粒多

粗砂粒多

良

中

不

中

不

明茶

明茶

明茶

明茶

明茶

焦茶

口縁

頚～底

口縁

頚～底

頚～底
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挿図
ＮＱ
割付
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鋤
脆
出土
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造り

器表 器内

ｽﾘｯ0熊

表 内
胎土

ｰご←Ｐ

"ロ4八

色

器表 器内
備考

6４ 393

394

395

396

397

398

399

400

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

5４

6０

6１

6２

6３

6４

862

861

859

822

823

412

418

421

420

422

411

419

413

417

415

414

416

5号土坑増Ａ

増，

増Ｂ

増，

増Ｂ

増Ｂ

坪Ａ

坪Ａ

碗Ｂ

鉢Ｆ

鉢，

高ｉｊＭ－Ⅱ

高ｌｊＭ－Ⅳ

高ｌｊＭ－Ｕ

訓Ｂ－Ｕ

i調(B－m

高啄Ｂ－Ⅱ

高坪Ｎ

脚部A－m

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部B-U

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B-U

9６

100

120

150

180

162

180

178

180

200

力底

6０

9０

8４

7０

7３

8４

1１

５

４

３

２

２

２

２

1.5

５

２

３

４

２

1.5

２

５

３

1２

３

６

1２

４

ハケメ

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヘラミガキ・ハケメ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ハケメ・ミガキ

磨 耗

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

縦ミガキ

ミガキ

磨耗

磨耗

縦ミガキ

指ヒネリ

ナデ

ヒネリ上げ

絞り寄せ

輪積

ヨコナデ

輪積

ヨコナデ

スリツプ

スリツプ

輪積

ミガキ

ハケメ

磨耗

ナデ

ミガキ

ガキ
、

ミ

磨 耗

輪積

絞り寄せ

絞り寄せ

絞り寄せ・指押え

ヨコナデ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

石英粗粒多

粗砂粒

粗砂粒

粗砂粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

粗砂粒

石英･長石粗粒多

石英微粒

石英･長石荒粒多

石英･長石荒粒多

微砂粒少々

良

良

石英･長石微粒多

石英微粒少々

微砂粒少々

粗砂粒多

微砂粒少々

粗砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒少々

微砂粒多

中

中

良

良

良

良

良

中

良

中

不

中

良

不

不

良

良

不

中

不

不

不

中

明茶

茶

薄茶

薄茶

茶・黒

明茶

薄茶

茶

明茶

薄茶

黄茶

茶

黄土

赤

茶

黒

茶

茶

薄茶

茶

黄土

茶

茶

灰

灰茶

焦茶

明茶

頚～底

頚～腰

頚～腰

頚～胴

底

胴～腰

口縁

口縁．

口縁～腰

完

口縁～腰

稜坪

稜坪、腰、貼付稜

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

杯底、繋

坪底、繋

脚

脚

脚

脚

6５ 416

417

418

419

420

421

422

423

424

425

426

427

428

429

430

431

1179

1157

1159

1156

1155

1158

1161

1160

1154

1173

1166

1164

1165

1163

1162

1153

5号土坑 カメＢ－Ｉ

カメＡ－ｎ

カメＣ

カメＡ－ＩＶ

カメＣ

壷Ｄ－Ⅱ

壷Ｃ－ｎ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－ＩＶ

壷Ｃ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

160

190

200

195

130

190

160

113

100

185

4０

5５

4０

5０

6５

160 ６

３

２

３

２

1.5

1.5

３

1.5

1１

９

４

２

４

1２

２

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ナデ

ナデ

へラ調整

へラ面取り

へラ調整

ハケメ

へラ調整

ヨコナデ･ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ナデ・ミガキ

ヨコナデ

ヨコナデ

輪積

ハケメ

輪積

○

○

○

○

○ ○

石英・長石粗粒多

石英･長石粗粒多

石英粒

石英･長石粗粒多

石英・長石粒

石英粒多

石英粒

石英粒

石英微粒

石英粗粒多

荒砂粒

石英・長石粗粒多

石英粗粒多

長石・石英粗粒

石英粗粒多

石英微粒

良

良

良

良

良

良

中

良

良

良

良

良

良

良

良

良

焦茶

茶

明茶

陪茶

暗茶・灰

黄白

茶

茶

明茶

茶

黄白

茶

灰茶

茶

茶

茶

茶

一部灰

薄茶

黒

灰

口縁～腰

口縁

口縁

口縁～肩

口縁～胴

口縁

口縁

口縁

口縁、刻印

口縁、複合

一部黒

一部黒

腰～底

鉢底力

放射状のハケメ

肩 、 精製

6６ 432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

6５

6６

6８

6９

6７

7０

432

426

427

429

430

431

428

6号土坑財ﾛ縁部Ｂ

財口縁部Ａ

財口縁部Ａ

増Ｅ

増Ｎ

増，

高豚B－ｍ

高坪B－Ｉ

高lｊＭ－Ｉ

I鯛IＡ－Ｉ

脚部A－m

I網IB-U

脚部B-U

9０

9０

120

190

176

165

120

140

152

(140）

150

1.5

３

５

３

３

２

１

３

２

１０

４

1２

４

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヘラヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

磨耗

ガキ
、

ミ

ハケメ・磨耗

縦ミガキ

磨耗

ミガキ

ミガキ

ヨコナデ

ヨコナデ

輪積・指押え

輸積・ヨコナデ

輪積・指押え

ミガキ

ミガキ

ハケメ・ナデ

姶積、絞り、ナデ

蝋胃･ハケメ・ナデ

絞り寄せ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

石英粒多

微砂粒多

石英･長石粗粒多

石英・長石粗粒多

石英粗粒多

石英･長石粗粒多

石英微粒多

石英微粒少々

微砂粒多

微砂粒多

微砂粒多

微砂粒少々

粗砂粒少々

良

良

良

良

良

良

中

良

不

良

不

中

良

茶

茶

焦茶

焦茶

焦茶

茶

褐黄土

茶

茶

茶

赤

茶

褐

一部灰

薄茶

黒

口縁

口縁

□縁、NQ435と同一力

肩～腰、NcL434と同一力

頚～肩

肩～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

稜坪、口縁～腰

脚

繋～脚

脚

杯底～脚頭
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出土
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器高口径底径 §焔

§＃
円騨
0/1２

造り

器表 器内
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表 内
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色

器表 器内
備考

6６ 445

446

447

448

449

450

451

452

434

435

433

1176

1175

1174

1177

1178

6号土坑脚部B一Ⅲ

脚部Ｎ

１６部B－ｍ

カメＢ－Ｉ

カメＡ一Ⅱ

カメＣ

カメＮ

壷Ｃ－Ｖ

242 180

140

160

170

ﾒU底

7０

195

154

160

４

３

1２

6～
１２

６

２

２

３

ミガキ

磨耗

ヘラミガキ

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ

ヨコナデ･ハケメ

ヘラケズリ・ミガキ

ヨコナデ・ハケメ

ハケメ

スリツプ

絞り寄せ

ハケメ・ヨコナデ

工具圧痕

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

○

○

○

○

粗砂粒少々

長石微粒多

良

石英粗粒多

石英･長石粗粒多

石英粗粒多

石英微粒

石英他荒粒多

良

不

良

良

中

良

良

良

薄茶

赤茶

薄茶

茶

薄茶

焦茶

黒

茶

茶

灰茶

脚、大形コマ

脚裾

脚

完、胴部炭化物付着

口縁～腰

口縁～胴

腰～底

口縁

6７ 453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

7１

１１８７

1186

1184

1185

863

224

223

180

825

823

824

442

439

437

448

449

453

452

444

443

438

450

436

446

454

447

441

451

445

7号土坑増Ｅ

壷Ｅ

壷Ｂ－Ⅱ

壷Ｂ－Ⅱ

壷Ｂ－Ⅱ

坪Ｂ

杯Ａ

碗Ｂ

鉢Ｅ

鉢Ａ－ｍ

鉢Ａ－Ｉ

鉢Ａ－Ⅲ

器台

高fＭ－Ｖ

高坪Ａ－Ⅱ

高郎Ａ－Ⅳ

高卵Ａ－Ⅵ

高ｉｊＭ－Ⅳ

高坪Ｎ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部Ｎ

認Ａ－Ｉ

高恥一Ⅵ

高豚Ａ－Ⅱ

III部B－Ⅱ

脚部Ｎ

III部Ｂ－Ｉ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｎ

III部B－１

8５

120

150

160

100

5０

7９

8９

9５

135

130

180

170

160

117

178

210

190

4０

3３

5７

1８

115

125

9５

105

120

150

160

100

135

130

152

170

160

１２

２

３

３

２

４

7～

1２

7～

1２

４

1.5

４

２

６

８

1２

２

１２

１２

４

1２

2.5

４

６

６

１２

３

８

1２

２

1０

ﾖｺﾅﾃ･ヘラケズリ

ケメノ、

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ・貼土

ハケメ・ミガキ

ハケメ

指ヒネリ

ヘラミガキ

スリツプ

へラ調整

ハケメ

ミガキ

ヘラミガキ

ミガキ

貼土・磨耗

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ミガキ

ヘラミガキ

ミガキ

へラ調整

ハケメ・ミガキ

ハケメ・ミガキ

J、 ラミガキ

ヘラミガキ

ヨコナデ

ナデ

ヘラナデ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ヨコナデ

へラ調整

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ・指押え

ハケメ・貼土

スリツプ

ミガキ・ハケメ

ミガキ・ハケメ

スリツプ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

絞り寄せ

ミガキ

ミガキ

ガキ
、

、

、

ミ ガキ

輪積、指押え

ハケメ

輪積・絞り

ナデ

ミガキ

絞り寄せ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒少々

微砂粒少々

石英微粒

石英微粒

微砂粒

石英粒多

微砂粒少々

石英微粒多

粗砂粒多

微砂粒

長石･石英荒粒多

石英・長石粒

良

粗砂粒多

良

長石微粒多

石英･長石微粒多

石英微粒多

微砂粒多

良

石英微粒

石英粗粒多

M州･石鯛妙ケ

微砂粒少々

粗砂粒多

石英粗粒多

中

良

石英微粒多

微砂粒多

良

良

良

良

良

良

不

中

良

良

良

良

不

良

良

不

良

良

中

中

良

良

良

良

良

中

良

中

良

中

茶

焦茶

薄茶

茶・黒

明茶

明茶

赤茶

明茶

焦茶

明茶

明茶

茶

黄土･黒

茶

黄土

茶

黄土

茶

茶

茶・黒

茶

茶

赤茶

茶

明茶

茶

薄茶

茶

黄白

薄茶

灰

灰茶

赤茶

赤

褐

完、歪み

頚～胴

口縁～胴

口縁～腰

口縁～腰

口縁～腰

完

完

胴～底

口縁細片

完、孔径７

口縁～胴

受～脚、２ケ所穿孔

脚裾欠

稜杯

稜杯腰

杯底

稜杯底

杯底

脚

脚裾

稜坪、脚裾欠

坪底

坪、口縁～腰

脚

脚裾

脚

脚

繋

脚

6８ 483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

1180

1181

1182

1195

1194

1193

1183

１１９１

1188

1192

１１９０

1189

7号土坑 カメＡ一Ⅳ

カメＡ－Ⅳ

カメＡ－Ⅳ

カメＣ

壷Ｄ一Ⅱ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

165

175

210

120

140

3０

4８

丸底

7４

4５

220

240

120

260

７

８

1.5

２

２

２

２

１２

1２

1２

６

１２

ヘラミガキ

ヨコナデoハケメ

ハケメ

ハケメ

ナデ

ハケメ

ヘラケズリ・ハケメ

へラ調整

ハケメ・指押え

ミガキ

ナデ

カキメ

輪積ナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

へラ調整

ミガキ

ハケメ

貼土

指押 え

○

微砂粒多

談･長石粗粒少〃

石英微粒少々

微砂粒

粗砂粒

石英･長石粗粒多

石英･長石粗粒多

石英微粒

石英粗粒

粗砂粒多

石英･長石荒粒多

粗砂粒多

中

良

中

良

中

良

良

中

中

良

良

中

薄茶

焦茶

薄茶

焦茶

白茶

茶

灰茶

茶

焦茶

薄茶

黄白

茶

灰

薄茶

口縁～腰

口縁～肩

口縁～胴、但し胴部省略

口縁～胴

口縁、複合

頚～肩

胴

腰～底

腰～底、へラ調整

底

底

腰～底

6９ 495

496

7２

7３

8号土坑増Ｎ

増Ａ

115 120

136

1２

６

ナ デ

ヘラケズリ

ナデ・輪積

輪積・ハケメ

○
’
○

石英微粒多

微砂粒多

良

良

茶

薄茶

口縁～胴

頚～底



挿図
ＮｃＬ

6９

7０

7１

7２

割付
NOL

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

遺物
NＱ

7４

193

226

225

･227

828

826

829

830

827

462

469

459

457

460

456

466

464

468

463

471

465

467

458

470

473

461

472

474

1197

1196

1198

1199

1201

1200

1207

1202

1214

1215

1216

1217

1213

1212

1211

1208

1206

1210

1209

1204

1205

1203

7６

出土

位置

8号土坑

８号土坑

８号土坑

9号土坑

器種
計測（、）

器高口径底径

増Ｎ

増Ｎ

碗Ｂ 140

碗Ａ 7０ 133 5５

碗Ｂ 130

鉢Ａ－Ⅲ 160

鉢Ａ－Ⅱ 118 170 5０

鉢Ａ－Ⅱ 3０

鉢Ａ－Ｉ ﾒ1底

鉢Ｃ－Ｉ 255

高坪Ｂ－Ⅲ 151

I鯛IＡ－Ｉ 102

高豚A-m 188

高坪B－Ｉ 190

訓Ｂ－Ｉ 196

高iｊＭ－Ｉ 186

鯛IB-Ⅱ 170

高杯Ｎ

脚部Ｂ－Ⅱ 115

高ｉｊＭ－Ⅵ

脚部B－m

脚部B－m 131

脚部Ｂ－m

高邸B－Ｉ 158

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｎ 120

高坪Ｎ 187

脚部B－Ｉ

脚部Ｎ 140

壷Ｃ－Ⅳ 120

壷Ｃ一Ⅳ 140

壷Ｃ－Ⅳ 130

壷Ｃ－Ｉ １５０

壷Ｃ－ｌ 150

壷Ｃ－Ｉ 200

カメＡ－Ⅳ 115

カメＡ－Ⅳ 134

カメＮ 3７

カメＮ 7２

カメＮ 5５

カメＮ 5５

カメＮ 3８

カメＡ一m268 200 4０

カメＡ一Ⅳ 195

カメＡ一Ⅳ 190

カメＢ－Ｉ 195

カメＢ－Ⅱ 175

カメＢ－Ｕ 170

カメＢ－Ｉ 200

カメＢ－Ｉ 200

カメＢ－Ⅱ 170

増Ｂ

&焔

133

130

160

170

255

250

220

226

250

206

(155）

；i＃
ｍ囲む

ｌ』周干０

０/1２

2.5

２

1

1２

1.5

２

１２

1２

１

２

１

８

５

４

４

５

1.5

1２

1２

２

1２

２

６

３

1２

２

1.5

1０

２

２

１

２

２

３

２

８

３

1２

1２

３

６

1２

2～

1２

1２

５

２

1２

５

３

2.5

３

２

造り

器表

ヘラナデ

ヘラミガキ

ハケメ・指調整

ハケメ

面取

面取

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ナデ・ハケメ

ナデ・ヘラミガキ

縦ミガキ・ナデ

磨耗

ミガキ

へラ調整

ミガキ

ヘラ調整ナデ

ミガキ

磨耗

ミガキ

磨耗

ミガキ・磨耗

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ハケメ･ヨフナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハヶメ

ヨコナデ

ヨコナデ･指調整

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

へラ調整

ハケメ・貼土

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

器内

輪積

輪積

ヨコナデ

ヘラミガキ

輪積・ナデ

ハケメ

ハケメ

ヘラミガキ

ミガキ

ハケメ・絞り

ガキ
、

ミ

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ミガキ・絞り

剥離

絞り寄せ

ミガキ

ハケメ・ナデ

ミガキ

ミガキ

絞り寄せ

磨耗

ミガキ

磨耗

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ･指押え

1１１

ｽﾘｯ0熊

表 内
胎土

Ｌ生き－２口

〃ロも八

微砂粒少々 不

微砂粒少々 良

砂粒無し 中

石英･長石粗粒多 良

微砂粒 良

長石荒粒多 良

石英･長石粗粒多 中

石英微粒 中

粗砂粒多 良

微砂粒少々 良

石英微粒少々 良

良 良

○ 良 良

石英他粗粒多 中

微砂粒多 不

石英他微粒多 良

○ 中 良

石英微粒少々 不

良 中

○ ○ 長石粗大粒･微lij粒 中

○ 長石･石英粒少々 良

微砂粒少々 良

石英微粒少々 良

談･長醗粒少々 中

○ 良 不

良 中

良 良

○ 長石粗粒 不

○ ○ 粗砂粒多 良

微砂粒少々 良

微砂粒少々 良

微砂粒少々 良

石英･長石粗粒多 良

○ ○ 石英･長石粗粒多 不

石英粗粒多 良

石英・長石粗粒多 良

石英荒粒多 不

微砂粒少々 良

石英・長石粗粒多 良

微砂粒少々 良

石英粗粒多 良

石英・長石粒 中

粗砂粒多 中

石英・長石粗粒 中

○ 石英・長石粗粒多 中

石英粒多 中

○ 長石粗大粒多 中

粗砂粒 良

石英粒 良

微砂粒 良

○ 石英粒多 中

石英･長石粗粒多 良

色

器表 器内

焦茶

茶

黄茶

茶 茶・黒

焦茶

焦茶 薄茶

白茶 明茶

茶 灰

薄茶

茶

茶

茶

褐・黒 褐

茶 黒

黄土

茶 赤黒

茶

茶

褐

茶

茶

暗褐

茶

陪褐

薄紅

茶

黒

黄土 赤

茶

茶

灰 暗灰

焦茶

黄白

薄茶

明茶

薄茶

赤茶

明茶

茶

明茶

黄茶

薄茶 焦茶

茶

茶・黒

茶

焦茶

薄茶

茶・黒

茶

茶

茶

茶

備考

頚～肩

頚～肩

口縁～胴

完

口縁～胴、精製

口縁～胴

完、孔径７

底、孔径６

底、有孔鉢力

口縁～胴、精製

坪、口縁～腰

脚

杯、口縁～腰

坪、口縁～腰、磨耗

坪、口縁～腰、磨耗

坪

脚

坪底

脚

杯腰

脚、裾欠

脚、裾

繋

杯、口縁～腰

脚、裾欠

脚、裾

坪、口縁

脚、裾欠

脚、裾

口縁、精製

口縁、精製

口縁、精製

口縁

口縁～肩、磨耗

口縁

口縁～肩

口縁～肩、砂質

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

完、炭化物付着

口縁～腰部

口縁～肩、一部磨耗

口縁～胴、－部磨耗

口縁～腰、一部磨耗

口縁～腰

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩
一

肩
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挿図
Ｎｑ
割付
Nｑ

鋤
血
出土

位置
器種

計測（、）

需司石園辰ﾖ雨

Ｉｉ＃
円解
0/1２

造り

器表 器内

ｽﾘｯの熊

表 内
胎土

L㎡＝－９己

ノワ画ﾉ4Ａ

色

器表 器内
備考

7２ 549

550

551

7５

1218

1219

9号土坑増Ｎ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

240

丸底

(166） １

２

1２

ハケメ・ヘラナデ

ヨコナデ・ハケメ

へラ調整

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

○ 微砂粒

石英・長石粗粒

粗砂粒多

良

良

中

薄茶

暗灰

茶

肩 、 細片

口縁～肩、肉厚

底、平坦部削り出し

7３ 552

553

554

555

556

557

558

559

560

561

562

7７

7８

7９

476

477

1493

1221

1220

1222

831

228

10号土坑財口緑部Ａ

増Ｃ

増Ｎ

高lｊＭ－Ｉ

細ＩＢ－Ｉ

カメＢ－Ｕ

カメＣ

壷Ｃ－Ｉ

カメＮ

鉢Ａ－Ⅱ

碗Ｎ

115

110

182

150

140

170

2０

4０

6０

110

３

２

３

1０

３

２

１

２

1２

６

３

ヨコナデ

ナデ

ハケメ・ヘラ調整

ミガキ

J、 ラミガキ

ヨコナデ

ハケメ

ヘラカキ

面取り

面取り

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ・貼土

ナデ

ミガキ

輪積

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

○
一
一
一
○
’
’
○
一
’
’
一
一

石英･長石粗粒多

粗砂粒

粗砂粒多

粗砂粒多

良

石英粗粒多

微砂粒

微砂粒

石英粗粒

石英・長石粗粒

長石・石英粗粒

中

中

中

良

良

中

良

良

良

良

良

茶

茶

薄茶・黒

茶

黒

赤茶

薄茶

黄白

茶

茶

陪灰

焦茶

暗茶

薄茶

口縁～肩

口縁

胴

杯

脚、裾欠

口縁～肩

口縁～肩

口縁

底

腰

腰～底

7４ 563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

481

1229

1230

484

487

485

486

1223

832

229

11号土坑

12号土坑

13号土坑

14号土坑

脚部Ｂ－m

壷Ｄ－Ⅱ

壷Ｎ

高坪Ｂ－Ⅳ

脚部Ｎ

高啄Ｂ－Ⅳ

脚部A-U

カメＢ－Ｉ

鉢Ｎ

ﾐニチュア 2７

160

150

4０

114

115

2５ 4３

1２

２

２

８

８

1

２

２

２

６

へラ調整

ナデ

ケメノ、

磨 耗

ナデ・ミガキ

磨 耗

ナデ

ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ナ デ

輪硫

磨耗

ミガキ

ハケメ・ミガキ

ハケメ・ナデ

ハケメ

磨耗

’
一
一
一
一
一
○
一
一
○
’

微砂粒多

石英微粒多

石英微粒多

粗砂粒多

石英粗砂少々

粗砂粒多

石英・長石徹粒多

石英・長石粒

石英荒粒

微砂粒

不

良

良

中

中

中

良

良

中

良

黄土

黄白

薄茶

茶

赤茶

赤茶

赤茶

茶

白茶

明茶

黄土

茶

脚、裾欠

口縁～肩

肩 、 ビリー１ケ混入

腰～底、器台に使用力

脚裾

坪、腰～底

脚底

口縁～肩

口縁

口縁～底

7５ 573

574

575

576

577

578

579

580

581

582

583

584

585

586

587

588

8０

864

833

493

492

497

491

496

494

495

1225

1224

１２３１

1226

1228

1227

16号土坑財Ｎ

杯Ｂ

鉢Ｃ－Ｉ

脚部Ａ－Ⅱ

脚部A-U

脚部B-U

高杯Ａ－Ｉ

脚Ｂ－Ⅱ

高lW<Ａ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

カメＢ－ｌ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

4０

8５

122

134

100

165

170

163

180

160

160

3０

3４

122

114

130

5０

丸底

5５

135

100

170

163

1.5

１

７

８

1２

1２

５

1２

1２

1０

３

２

1

1２

７

７

ナ デ

ヨコナデ

へラ調整

ハケメ・ミガキ･ナデ

ハケメ・ヘラミガキ

ハケメ

ミガキ

ヨヘラミガ

磨耗

ヘラミガキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ･ハケメ・ナデ

ミガキ･ハケメ・ナデ

ミガキ

輪積

磨耗

ミ ガキ、

ハケメ・貼土

ナデ

ヘラケズリ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

○

○

○

石英微粒

微砂粒

石英・長石粗粒多

長石・他粗粒多

良

微砂粒多

微砂粒多

石英微粒少々

粗砂粒多

微砂粒多

石英粗粒多

石英･長石粗粒多

粗砂粒多

石英・長石粒

石英・長石粒

荒砂粒

中

良

良

【1１

中

不

中

良

不

良

良

中

良

中

中

中

薄茶

明茶

茶

褐

黒褐

白黄

茶

茶

茶

茶

茶

茶

陪茶

薄茶

明茶

明茶

暗褐

黒

茶

黒

灰

灰

灰

頚～胴

口縁～腰、口径不確定

口縁～底、腰部断

完（脚部Ａ－Ｉ）

完（脚部Ｂ－Ⅱ）

脚、裾欠、穿孔途中

稜杯、口縁～腰

脚、裾欠

杯、底欠

脚

口縁～両

口縁～両、炭化物付着

頚～肩、砂質

腰～底

底

腰～底

7６ 589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

600

8２

8１

867

868

866

865

232

230

501

502

505

504

19号土坑端，

端Ａ

坪Ｂ

坪Ｂ

杯Ｂ

杯Ａ

杯Ｎ

碗Ｂ

高坪B－Ｉ

高耶一Ⅱ

Ｍ１部Ｂ－Ⅱ

高坪A－Ｉ

3５

(50）

180

110

110

115

125

110

184

ｿIU底

8０

160

110

110

115

128

110

２

1１

５～

１２

１

２

1２

２

２

８

1２

1２

３

ヨコナデ

ヘラミガキ・ナデ

ﾖｺﾅデ･ヘラ調整

ハケメ

へラ調整

ハケメ

ヨコナデ

ミガキ

ヘラ調整・ミガキ

ミガキ・ハケメ

ミガキ

輪積

輪積・ハケメ

ヨコナデ

ヘヲ調整

ハケメ

ヨコナデ

絞り・ミガキ

ミガキ・ハケメ

ハケメ

ミガキ

○

○

○ ○

石英・長石粒多

石英・長石粒多

石英粗粒多

石英粒

石英粒多

石英粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

良

石英微粒多

良

石英・他微粒多

中

良

良

良

良

中

不

良

不

中

中

中

茶

明茶

尊茶

専茶

専茶

黄白

薄茶

白茶

薄茶

薄茶

黄白

茶

灰茶 頚～腰

頚～腰

一

元２

口縁～腰、細片

口縁～腰

口縁～腰

腰

口縁～胴

脚裾欠、坪内底剥離

坪

脚、裾欠

杯、内部磨耗
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色
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7６ 601

602

603

604

605

606

607

608

506

503

1236

1235

1234

1234

1233

1232

19号土坑脚部Ｂ－Ⅲ

高iｊＭ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

240
1

245

170

160

180 6５

7０

5５

240

５

４

1.5

3.5

４

１２

５

1２

ミガキ

ミガキ・磨耗

ヨコナデ

ハケメ,ヨコナデ

ナデ・砂目

へラ調整

ハケメ

ミガキ・磨耗

ヨコナデ

ヨコナデ

ナデ・砂目

へラ調整

ハケメ

○

○

験‘長砺粒少々

石英機･他粗粒多

石英・長石粗粒

石英粗粒

長石・石英荒粒多

石英微粒多

石英・長石粒多

中

不

良

良

中

良

良

茶

茶

茶

焦茶

茶

茶

茶

黒

薄茶

黒

薄焦茶

脚、裾欠

坪、底欠

口縁

口縁

肩欠、同一個体

腰～底、内面炭化物

腰～底

7７ 609

610

611

612

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

8６

8４

8３

184

1238

1239

515

516

514

519

518

511

512

517

513

20号土坑蛸Ａ

淵ﾛ縁部Ａ

財Ｃ

附口縁部Ｃ

カメＢ－ｌ

カメＮ

訓Ａ－Ｕ

高ijl〈Ａ－Ｕ

高郎B一m

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部A一m

脚部Ａ－Ｉ

脚部Ｂ－Ｉ

高郎A－Ｉ

高那A－ｌ

(100） 8５

9０

125

170

181

176

195

171

191

ﾒI底

7５

114

－

９０

－

－

－

－

－

－

ー －

３

２

1２

1.5

４

３

４

３

５

1２

１２

６

1２

３

５

ナ デ

ケメノ、

へラ調整

貼土

輪横

へラ調整

磨耗

ミガキ

ミガキ・ハケ痕

ミガキ・ハケ痕

へラ調整

ヘラミガキ

ハケメ・ミガキ

ヘラケズリ・ミガキ

ヘラミガキ

輪梢・ハケメ

ヨコナデ

／、 ラカキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ミガキ・ハケメ

スリヅプ

ミガキ

ミガ．キ

○

○

○ ○

○

石英粒

石英・雲母微粒

微砂粒少々

石
eＯ－

』是 粒

石英粗粒多

石英・長石粒

石英微粒多

石英微粒少々

粗砂粒多

良

石英微粒多

微砂粒少々

粗砂粒多

良

長石粗粒多

良

良

良

良

１１
↑
Ｉ

良

ｌ
ｌ
ｔ
ｌ

中

中

良

１１
↑
Ｉ

中

不

良

不

陪茶

薄茶

薄茶

明茶

明茶

灰

黄白

陪褐

褐

茶

薄茶

茶

赤茶

賠褐

茶

黄土

口縁・腰～底

口縁

鎖～底

口縁

ロ縁～肩

腰～底

稜坪

稜坪、器表調整不良

稜坪、器内剥離

脚、娠欠

繋

口縁欠

口縁・脚裾欠

坪、内底剥離

坪、磨耗

7８ 624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636

521

522

1240

231

869

834

1241

1242

526

8７

202

527

528

21号土坑

号土坑

24号土坑

25号土坑

26号土坑

高ｂＭ－Ⅵ

脚部Ａ－Ｉ

カメＮ

端Ｃ

坪Ｂ

鉢Ｅ

カメＮ

カメＮ

高邸B－Ｕ

財Ｃ

壷Ｎ

弓邸Ｂ－Ⅳ

脚部A－ｍ

(50）

4７

125

110

164

3４

4５

3５

7５

4０

3０

4６

123

125

140

9０

7４

３

３

６

５～

1２

４

３

1２

1０

３

９

６

３

５

磨 耗

ハケメ

、ラ調整

ヘラ調整・ミガキ

ヘラミガキ

ハケメ

ケメノ、

ミガキ・ハケ痕

ヘラケズリ・ハケメ

ヘラミガキ

磨耗

へラカキ

ミガキ

スリツプ

ヘラミガキ

積輪

ハケメ

ミガ キ

積輪

テビネリ

磨耗

輪積

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長石粗粒少々

良

石英・長石粗粒

石英・長石粗粒多

石 英 粗粒

石英・長石粒多

微砂粒少々

石 英 粗粒

石英微粒少々

微砂粒少々

石英･長石粗粒多

石英他徴粒多

微砂粒多

不

良

良

良

中

中

不

中

良

良

良

不

不

亦茶

焦茶

明茶

白茶

茶

明茶

Zｆ 茶

(（
ｐ･I 茶

茶

明茶

茶

黄土

茶

茶

薄茶

陪灰

焦茶

坪、口縁欠

脚

底

頚欠

口縁～腰

口縁～胴

腰～底

底

坪、口縁～胴

頚～底

完、砂質

坪、腰～底

脚、裾欠

7９ 637

638

639

640

641

642

643

644

645

646

647

648

649

650

651

652

117

156

149

109

124

1０６

170

185

171

174

148

１７３

107

150

123

9３

Ｂ－３

Ｃ－５

Ｃ－３

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｃ－６

Ｂ－１

Ｃ－７

Ｄ－６

Ｃ－３

Ｄ－２

Ｂ－３

Ｃ－３

Ｂ－４

Ｂ－ｌ

財口縁部Ａ

肘口縁部Ａ

財ﾛ縁部Ｂ

財口鯛ＩＡ

口縁部iiiA

肘口縁部Ａ

附口縁部Ｂ

財ﾛ縁部Ａ

財口縁部Ｂ

財口縁部Ｂ

財口縁部Ｂ

財口縁部Ｂ

附口縁部Ｃ

肘口縁部Ａ

財口縁部Ｂ

伽緑部Ｂ

6０

8０

8０

8０

9０

8５

9６

9０

9０

9０

9０

9０

100

110

120

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2.5

２

２

1.5

１

8.5

１

５

2.5

3.5

1.5

３

2.5

2.5

1.5

３

磨 耗

沈線

沈線

ハケメ

ハケメ

ヘラミガキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヘラ謁整・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ・ハケメ

磨 耗

ヨコナデ

ヨコナデ

輪積・ハケメ

ナデ

ヨコナデ・ハケメ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

粗砂粒少々

粗砂粒少々

石英粗粒多

石英粗粒多

微砂粒多

石英散・長石粗粒

石英微粒少々

石英粒

微砂粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

破・認･厩粒多

石
÷Ｏも＝

央 粗粒

石英・長石微粒

石英粗粒多

微砂粒

不

良

中

良

不

良

中

中

良

良

良

中

中

良

良

良

薄茶

薄茶

茶

薄茶

赤茶

陪茶

茶

明茶

茶

焦茶

茶

茶

明茶

薄茶

茶

薄茶

口縁

口縁

口縁、器表磨耗

口縁、器表磨耗

口縁

口縁

口縁

口縁

ロ縁、磨耗

口縁

口縁

ロ縁、磨耗

口縁

ロ縁～頚

口縁

口縁、粗砂１粒
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7９ 653

654

655

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

666

667

668

669

670

671

672

673

674

122

177

142

141

152

186

151

169

182

136

125

172

104

143

1０１

145

121

9０

103

１４６

1０５

188

Ｂ－４

Ｅ－５

Ｂ－７

Ｂ－６

Ｃ－３

Ｃ－８

Ｃ－３

Ｃ－６

Ｂ－２

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｃ－７

Ｂ－３

Ｂ－７

Ｂ－２

Ｂ－８

Ｂ－４

Ｂ－ｌ

Ｂ－３

Ｃ－２

Ｂ－３

Ｂ－６

附口緑部Ａ

財口縁部Ａ

財ﾛ縁部Ｂ

財口縁部Ｃ

財口縁部Ｂ

財口縁部Ｂ

財口縁部Ｂ

附口縁部Ｃ

加縁部Ｂ

増Ｅ

増Ｎ

増Ｎ

増，

tlEIB

増，

財､縁部Ｂ

増Ｂ

増Ａ

tｔｌＢ

増Ｎ

財口縁部Ｅ

tｔｉＢ

110

105

110

100

115

130

140

150

135

9０

8０

130

130

1８

丸底

9２

8５

7６

7５

9８

106～

112

100

155

(127）

1.5

4.5

１

２

2.5

３

２

１

５

２

３

３

２

７

３

2.5

７

1２

５

2.5

3.5

２

ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ

稜

ハケメ・ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

ミガキ

ヨコナデ･指調整

ハケメ・ナデ

ナ デ

ハケメ・ミガキ

磨 耗

ミガキ・ヘラ調整

へラ調整

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ

ヘラ調整・ミガキ

ヨコナデ

ミガキ・ヨコナデ

ハケメ・ヘラ調整

ヨコナデ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ・ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ミガキ

ヨコナデ

輪積

輪積

へラ痕

指押 え

ヒネリアゲ

輪積・貼土

ヨコナデ･指調整

輪積・指圧痕

ハケメ・絞り

輪積

輪積

ミガキ・指調整

ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

石英粗粒多

微砂粒多

微砂粒少々

石英微粒多

砿･長醗粒少々

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

粗大砂粒混

粗砂粒多

石英微粒

石英微粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒少々

石英粗粒多

石英微粒少々

石英微粒

石英･長石粗粒多

良

良

不

中

良

中

中

中

中

中

良

良

中

良

良

良

良

良

良

中

良

良

黄茶

茶

茶

薄茶

焦茶

薄茶

焦茶

茶

茶

茶

薄茶

茶

薄茶

焦茶

薄茶

茶

薄茶・黒

明茶

茶

薄茶

明茶

灰茶

焦茶

焦茶

暗灰・黒

薄茶

口縁

口縁

口縁

口縁、器表磨耗

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁

口縁～腰

頚～肩、器内炭化物付着

頚～肩

頚～胴

肩～底

肩～腰

口縁～肩

肩～腰、小石混入

頚～腰、歪み

頚～底

肩

口縁～胴

口縁・胴～腰、肉薄

8０ 675

676

677

678

679

680

681

682

683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

699

700

701

702

703

704

8９

135

120

175

133

110

168

1０８

126

154

9５

166

9４

9６

127

8８

147

128

153

130

187

138

1００

129

111

9９

176

140

157

112

Ｂ－ｌ

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｄ－６

Ｂ－４

Ｂ－３

６
７

Ｃ
Ｃ

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｃ－３

Ｂ－２

Ｃ－６

Ｂ－２

Ｂ－２

Ｂ－４

Ｂ－ｌ

Ｃ－２

Ｂ－４

Ｃ－３

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－５

Ｂ－２

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｂ－２

Ｄ－６

Ｂ－６

Ｃ－５

Ｂ－３

財，

増Ａ

耐Ａ

tｔｌＮ

増，

増，

端Ｅ

増Ｎ

tlEIA

財Ｎ

tｔｌＮ

増Ｎ

増Ｎ

増Ｂ

財Ｂ

財Ｂ

財Ｎ

増Ｎ

増Ｎ

増Ｂ

増Ｎ

増Ｅ

増Ｎ

増Ｂ

増Ａ

増Ｎ

増，

増Ａ

増Ｂ

増Ｂ

丸底

2４

丸底

2４

丸底

ﾒU底

8６

9１

9８

9０

102

110

120

120

130

128

145

140

140

135

9０

7０

100

110

9０

102

1２

1２

1２

２

２

2.5

５

４

５

３

３

３

2.5

1.5

３

11

２

３

1.5

1.5

２

２

2.5

２

２

２

3.5

3.5

2.5

ナ デ

へラ調整

ハケメ・ヘラ調整

ハケメ

ハケメ・ヘラ調整

ヨコナデ

ミガキ

ナデ・ミガキ

ハケメ

磨耗

ヨコナデ

ナデ

ハケメ

ナデ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

ナデ

ミガキ

ハケメ

ナデ

ナデ・ヘラ調整

ミガキ

ヘラヨコナデ

磨 耗

ﾊｹﾒ・ナデ･ミガキ

面取・ハケメ

ヨコナデ

ヒネリアゲ

輪積

輪積

ナデ

ﾋﾈﾘｱｹ･ヘラ鍵

ハケメ・輪積

輪積・絞り

輪積・絞り

輪積・絞り

絞り寄せ

ハケメ・工具調整

絞り寄せ

輪積・工具調整

輪積・工具調整

姶積･指カキアケ

輪積

輪積・絞り

輪積・指オサエ

絞り寄せ

輪積

ナデ

輪積

輪積

輪積

輪積

指ヒネリアケ

輪積・ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

微砂粒多

粗砂粒多

石英微粒

微砂粒少々

石英粒少々

雲母・石英微粒

石英･長石粗粒多

石英粒多

石英粒少々

微砂粒多

石英微粒

微砂粒

石英微粒多

石英粗粒

石英・長石粒

石英・雲母微粒

石英微粒少々

石英・長石粗粒

微砂粒

石英粗粒

石英・長石粒

石英･長石粗粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒多

石英微粒多

石英微粒少々

雲母・石英微粒

不

良

中

良

良

良

良

良

良

中

良

良

良

不

中

良

良

良

良

良

良

不

良

良

良

良

良

中

良

良

薄茶

明茶

明茶

茶

茶

茶

茶

茶

薄茶

白茶

薄茶

暗灰

薄茶

薄茶

明茶

明茶

薄茶

明茶

明茶

黒褐

明茶

薄茶

薄茶

明茶

茶

灰

白茶

薄茶

茶・黒

茶

焦茶

薄焦茶

焦茶

薄茶

焦茶

黒

明茶

灰

灰茶

黒

焦茶

頚～底

頚～底、内部見えず

頚～底、内部見えず

頚～肩

胴～底、底部や私平坦

肩～胴

頚～腰

肩

肩～胴

肩 、 器表炭化物付着

頚

肩

頚～肩

肩～胴

頚～胴

頚～底

肩

肩
一

肩

胴～腰
一

眉

胴

胴～腰、稜有り

胴～腰

腰

胴腰

肩～胴

胴～腰

胴～底

肩～胴



－１１５－

蒲便

NＯ

鮒
血
遺物
Nｑ

出土

位置
器種

計測（、）

器高 口径底径 駄怪

：＃
円解
0/1２

造り

器表 器内

ｽﾘｯ0編

表 内
胎土

ｕｒ－Ｐ

ノツ西紀八

色

器表 器内
備考

8０ 705

706

134

165

Ｂ－４

Ｃ－６

増Ｎ

増Ｂ

2５

3０ 100

７

1２

ナ デ

ナデ

指オサエ

ナデ

微砂粒多

微砂粒少々

不

良

薄茶

明茶

腰～底

腰～底

8１ 707

708

709

710

711

712

713

714

715

716

717

718

719

720

721

722

723

724

725

726

727

728

729

730

731

732

733

734

735

736

737

738

739

740

741

742

743

744

131

167

158

159

178

9８

137

9７

160

164

139

１８１

163

132

155

161

114

118

162

9１

9２

115

113

119

102

872

878

250

877

874

876

870

871

873

875

244

247

846

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｅ－６

Ｂ－２

Ｂ－５

Ｂ－２

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｂ－４

Ｃ－３

Ｃ－６

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｃ－ｌ

Ｂ－ｌ

Ｂ－ｌ

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－２

Ｂ－７

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－８

Ｂ－８

Ｂ－７

Ｂ－７

Ｂ－８

Ｂ－８

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｃ－７

増Ｎ

増Ｎ

増Ｎ

増Ｎ

増Ａ

増，

増，

増Ｎ

端Ｅ

増Ｎ

増Ａ

財Ｂ

増Ｎ

増Ｂ

増Ｂ

増Ｎ

増Ｂ

増Ｎ

財Ｅ

財Ｂ

増，

tlEIN

増Ｎ

tｔｉＢ

増Ｎ

坪Ａ

坪Ｂ

杯Ｂ

坪Ｂ

杯Ｂ

杯Ｂ

坪Ａ

坪Ａ

坪Ａ

坪Ａ

碗Ａ

碗Ａ

碗Ａ

5４

110

110

120

122

130

130

135

130

150

150

105

140

160

如匡

丸底

丸底

ﾒ1底

3０

145

115

130

１３６

135

150

103

133

122

9２

7５

7１

140

165

１

１

２

３

1.5

２

２

３

2.5

1.5

1.5

３

１

２

２

２

３

３

1.5

３

2.5

５

1２

４

５

１

１

2.5

１

１

１

1.5

1.5

１

１

５

5～１２

３

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヘラミガキ

ヨコナデ

ヘラ調整・ミガキ

貼土

へラ調整

へラ調整

ハケメ・ミガキ

ヨコナデ

ナデ

ヘラミガキ

ハケメ・ヨコナデ

磨 耗

ヘラミガキ

ガキ
、

ミ

へラ調整

磨耗

ヘラミガキ

ハケメ

ハケメ

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ

へラ調整

ミガキ

輪積

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナテ

ナデ

輪積・指押え

ナデアゲ

ヘラナデ

輪積

輪積

ヨコナデ

輪積・指押え

ハケメ

輪積・ハケメ

輪積・ナデ

指カキアケ

磨耗

ナデ

ハケメ

指押 ﾉ孔

輪 積

磨耗

へラ調整

指ヒネリアケ

ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

輪積

へラ凋整

磨耗

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

石英粒少々

微砂粒

石英･長石粗粒多

粗砂粒少々

粗砂粒多

石英粒多

石英微粒多

粗砂粒

微砂粒少々

微砂粒多

石英粗粒多

石英・長石Wl粒多

石英粗粒多

石英粗粒多

微砂粒少々

石英･長石粗粒多

粗大砂粒多

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒多

粗砂粒多

粗砂粒多

石英粗粒多

石英微粒少々

石英微粒多

石英微粒多

石英･長石粗粒多

長石粒多

石英・長石粒多

石英微粒

石英微粒多

石英・長石粗粒

石英微粒少々

石英・長石粗粒

石英微粒多

石英･長石徹粒多

石英粗粒少々

中

良

良

中

良

良

良

良

不

良

良

良

中

中

中

良

不

中

良

不

中

不

良

良

良

良

良

良

不

不

中

良

良

中

良

良

良

中

薄茶

明茶

茶

薄茶

茶

茶

薄茶

黄白

茶

灰

白茶

茶

茶

薄茶

焦茶

茶

茶

焦茶

焦茶

専茶

専茶

専茶

茶

茶

茶

明茶

茶

薄茶

黄茶

焦茶

明茶

明茶

明茶

明茶

白茶

明茶

茶

茶

焦茶

灰茶

陪灰

薄茶

茶

黒

薄茶

焦茶・黒

肩

頚～肩

肩

胴

胴

胴

胴

胴～腰

胴～腰

腰、硬質

胴

胴～腰

腰、細片

胴～腰

胴～腰

腰

胴～腰

腰

胴～腰

胴～腰

胴～腰

底

底

底

底

口縁～腰

口縁～腰

口縁～腰

口縁～腰

口縁～腰

口縁

口縁

口縁

口縁～胴

口縁

口縁～腰

口縁～底

口縁～腰

8２ 745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

922

246

849

243

906

912

918

235

842

239

241

913

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｃ－８

Ｂ－４

Ｃ－７

Ｅ－６

Ｂ－３

Ｂ－２

Ｃ－５

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－８

碗Ａ

碗Ａ

碗Ａ

碗Ａ

碗Ａ

碗Ａ

碗Ｂ

碗Ｂ

鉢Ｃ－Ｉ

鉢Ｃ－Ｉ

鉢Ｃ－Ｉ

鉢，

(51）

5６

7５

(83）

120

115

100

105

9６

130

100

110

130

130

１２０

140

4５

3２

5０

120

lOO

100

110

130

130

120

140

２

1２

３

５

６

２

1.5

7～1２

１

３

1.5

１

ﾉ、ケメ

ハケメ

ハケメｏヨコナデ

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

ミガキ・ヘラ調整

ナデ

ハケメ

沈線

ハケメ・ヨコナデ

ハケメ

ヨコナデ

輪積

ハケメ・ミガキ

ミガキ

へラ調整

ミガキ

へラ調整

ヘラヨコナデ

○

○

○

一
○
’
’
’
’
’
’
’
○
｜
｜
’

石英粗粒多

石英微粒

良

石英粒多

良

石英微粒少々

長石･石英荒粒多

石英粒

長石粗粒多

石英・長石粒多

砂粒少々

石英微粒多

中

良

中

中

良

不

良

中

中

中

良

良

明茶

焦茶

茶

明茶

明茶

薄茶

明茶

薄茶

赤茶

明茶

明茶

黒

暗灰

口縁～腰

口縁～底、口唇先端欠

口縁～胴

口縁～胴

全、高台

口縁～胴

口縁～胴

全

口縁～腰、磨耗

口縁～腰

口縁～腰

口縁～胴



挿図
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8２

8３

8４

割付
NcL

757

758

759

760

761

762

763

764

765

766

767

768

769

770

771

772

773

774

775

776

777

778

779

780

781

782

783

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

794

795

796

797

798

799

800

801

802

803

804

805

806

807

808

遺物
NＱ

903

836

910

909

901

237

904

238

236

242

240

914

917

879

841

847

840

845

3000

837

245

248

850

844

835

839

838

919

234

905

723

566

623

636

538

565

742

533

699

537

535

536

701

542

589

702

541

545

624

567

564

683

出土

位置

Ｃ－３

Ｂ－３

Ｅ－５

Ｃ－８

Ｃ－５

Ｂ－２

Ｃ－３

Ｂ－４

Ｂ－２

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｂ－５

Ｂ－３

Ｃ－３

Ｃ－８

Ｃ－２

Ｃ－６

Ｂ－３

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｂ－６

Ｂ－８

Ｃ－６

Ｂ－２

Ｂ－６

Ｂ－５

Ｃ－３

Ｂ－ｌ

Ｃ－３

Ｂ－ｌ

Ｂ－５

Ｃ－７

Ｃ－８

Ｂ－３

Ｂ－５

Ａ－８

Ｂ－２

Ｄ－５

Ｂ－３

Ｂ－２

Ｂ－２

Ｄ－７

Ｂ－４

Ｂ－１

Ｄ－５

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｃ－７

Ｂ－６

Ｂ－５

Ｃ－５

器種
計測（、）

器高口径底径 鰍怪

鉢Ｃ－Ｉ 120 120

鉢Ｆ 133 134

鉢Ｃ－Ｉ 110 110

鉢Ｃ－Ｉ 110 llO

鉢Ｃ－Ｉ 116 116

鉢Ｃ－Ｉ 140 140

鉢Ｃ－Ｉ 9４

鉢Ｃ－Ｉ 7５ 110 3０ 110

鉢Ｃ一Ⅱ 130 130

鉢， 140 140

鉢Ｃ一Ⅱ 125 125

鉢Ｃ－ｎ 120 120

鉢Ｃ－Ⅱ 100 100

鉢， 8０ 8０

鉢Ｆ 140 140

鉢Ｃ－Ｉ 6３

鉢Ｎ

鉢Ｎ 4５

鉢Ｎ 170

鉢Ｃ－Ｉ 155 155

鉢Ｂ－Ｉ 155 158

鉢， (59） 160 160

鉢Ｆ 120 120

鉢Ｂ－Ｉ 155 160

鉢Ａ－Ⅲ 156 156

鉢Ａ－Ⅱ 9５ 195 3４ 195

鉢Ａ－Ⅲ 200 200

鉢Ｎ

鉢Ｎ

鉢Ａ－Ⅱ 4５

器台

高ｉＭ－Ⅲ 120

高bl〈B－Ｕ 132

高豚B－Ｉ 131

高那Ａ－Ⅳ 172

副〈A－ＩＶ 190

脚部A－Ｉ 118

脚部Ｂ－Ｉ

高坪Ａ－Ⅳ 155

高tＭ－Ｉ 150

高bＭ－Ｉ 165

高那Ａ－Ｉ 176

高郎Ａ－Ｉ 180

高郎A－ｌ 190

高ltjM-H 180

高坪A－Ｉ 177

高豚A－Ｉ 183

高bＭ－Ｉ

高ｔＭ－Ⅳ 190

高豚A-m 200

高豚Ａ－Ⅳ 192

高ljM-m 190

ｉｆ＃
ｍ田中

1Ｊ間ヤ

0/1２

1

1.5

1.5

１

１

２

１

1～1２

２

１

2.5

１

３

１

1.5

６

２

２

１

３

１

２

１

３

３

1２

１

２

1５

３

２

1.5

２

２

１

１

６

1２

３

３

８

１

１

1.5

３

８

３

1２

１

２

２

1.5

造り ｽﾘｯ0熊

器表

ハケメ・磨耗

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ハケメ

ヨコナデ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ハケメ・ヘラ調整

ず、 ラナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ナデ

ハケメ

ハケメ・ミガキ

ダ、 ラミガキ

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

ヨコナデ・ハケメ

ミガ．キ

ハケメ・指調整

ハケメ

ﾊｹﾒ･牡'ヘラ鯉

へラ調整

ﾍﾗ錘･ﾍﾗﾐガｷ

ミガキ

ガキ
、

、

、

淵 整乱雑

ハケメ

砂目

稜

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ハケメ・ヘラミガキ

ミガキ

ミガキ

ハケメ・ミガキ

ガキ
、

、

、

ミ ガキ

磨耗

磨耗

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ミガキ・丹塗

ミガキ

器内

ミガキ

へラ調整

ミガキ

ミガキ

ナデ

ヨコナデ

ミガキ

へラ調整

輪積

指押 え

ヨコナデ

ミガキ

ミガキ

ナデ・指押え

ミガキ

ハケメ

ヨコナデ・ミガキ

ミガキ

ナデ・ミガキ

ハケメ

ハケメ

ヨコナテ

ハケメ

ミガキ

磨耗

ハケメ・磨耗

ハケメ

磨耗

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ダ、 ラミガキ

剥離

ミガキ

ミガキ

／、 ラミガキ

ミガキ

磨耗

ミガキ・丹塗

ガキ
、

ミ

不調整

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ミガキ

表

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－１１６－

内

○

○

○

○

○

○

○

○

胎土
A副ｒ剖晶

ノツ画蝿入

色

器表 器内
備考

石英微粒多 中 茶 ロ縁～腰、碗力

砂粒少々 良 明茶 口縁～腰

良 不 明茶 黄白 口縁～腰、磨耗

中 中 茶 口縁～胴

良 中 薄茶 口縁～胴

石英微粒 良 茶 口縁～胴

微砂粒少々 中 褐 明茶 口縁～胴

石英粗粒 良 明茶 全、底部焼成後削り出し

石英粗粒 良 陪灰 薄茶 口縁～腰

石英粗粒 中 明茶 口縁～腰

石英微粒 良 明茶 口縁～腰

長石・石英粒 良 明茶 口縁～腰

微砂粒少々 中 明茶 口縁～腰

石英微粒 良 明茶 口縁～胴

石英微粒多 中 茶 明茶 口縁～胴

粗砂粒多 良 茶褐 腰～底

良 良 薄茶 黒 腰

石英･長石Wl粒多 不 黄白 底

砿'既‘調脈 中 黄土 黄土 Ｕ縁～胴

微砂粒多 良 明茶 口縁～腰

石英粒 良 明茶 口縁～腰

石英･長石粗粒多 良 茶 賠茶 口縁～腰

良 不 茶 ｕ縁、口縁帯

石英微粒多 良 薄茶 ロ縁～腰、高坪力

長石粗粒多 中 茶 ロ縁～腰、有孔鉢力

長石粗大粒多 良 薄茶 焦茶 完、孔径４，有孔鉢

長石・石英粒 良 薄茶 ロ縁～頚、有孔鉢力

石英粒 中 焦茶 茶 腰、ピッチによる修理痕

石英微粒 良 黒 薄茶 腰

良 中 茶 黒褐 底、竹.孔鉢、孔径1４

石英微粒少々 赤茶 薄茶 頚

良 中 茶 稜坪

長石微粒少々 不 茶 坪、１１縁～腰

砿･長硫#妙々 中 茶 坪、１１縁～腰

微砂粒多 不 暗灰 黄土 坪、 縁～腰、口縁帯

長石粗粒多 中 茶 稜坪、口縁～胴

石英微粒多 中 茶 邸腰～脚裾

良 中 茶 坪底～脚裾、端部欠

良 良 薄茶 稜坪、口縁～腰

粗砂粒多 良 薄茶 杯、口縁～腰

粗砂粒多 不 赤 坪、１１縁～底、繋部欠

粗砂粒多 中 黒褐 坪、口縁～底

石英･長石粗粒多 中 赤茶 坪、口縁～底

砂粒多 良 明茶 陪灰 坪、口縁～底、繋部欠

微砂粒少々 良 茶 杯、１１縁～底

長石微粒多 不 赤茶 坪、口縁～底

石英微粒多 中 茶 赤褐 坪、口縁～底、繋部欠

微砂粒多 不 薄茶 稜坪、腰～底、磨耗

微砂粒少々 良 薄茶 稜坪、口縁～腰、

良 良 茶 坪、口縁～底、籾殻痕

石英微粒多 良 茶 黒・茶 稜坪、口縁～底、繋部欠

験･長酬li州i多 良 茶 赤茶 稜杯、口縁～底、繋部欠
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器種
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造り

器表 内器
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表 内
胎土

Ｌ設定苛凸

ノワＥＨ入

色

器表 器内
備考

8４ 809

810

811

812

813

814

750

706

741

587

679

680

Ｂ－８

Ｄ－６

Ｅ－６

Ｂ－５

Ｃ－５

Ｃ－６

高ｉｊＭ－Ⅳ

高ｉｊＭ－Ⅳ

高啄Ａ－Ⅳ

高豚Ａ－Ⅱ

高啄Ａ－Ⅱ

高ｌｊＭ－Ⅱ

190

182

190

３

７

２

３

６

６

ミガキ

プ、 ラミガキ

稜

磨耗

ハケメ・ヘラケズリ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ガキ
、

ミ

ハケメ・ミガキ

○ ○

石英粗大粒混

良

石英微粒少々

微砂粒多

石英粗砂粒多

粗砂粒少々

不

良

良

良

良

中

赤茶

赤茶

茶

赤茶

茶

薄茶 黒・茶

稜坪、口縁～底

稜坪、口縁～底

榊、口漫~底､器面アパタ

坪、口縁～腰、器内アバタ

坪、口縁～底、内磨耗

坪、口縁～底、繁部欠

8５ 815

816

817

818

819

820

821

822

823

824

825

826

827

828

829

830

831

832

833

834

835

836

837

838

839

840

841

842

843

844

845

846

847

848

849

850

617

714

744

625

601

711

627

637

650

678

751

719

720

721

718

608

644

736

642

649

747

648

639

710

689

691

705

621

584

585

748

603

606

600

746

613

Ｂ－３

Ｄ－６

Ｅ－５

Ｃ－５

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｃ－３

Ｃ－６

Ｃ－８

Ｃ－３

Ｂ－８

Ｄ－ｌ

６
６

Ｂ
Ｃ

Ｃ－７

Ｄ－３

Ｂ－５

Ｃ－８

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｃ－８

Ｅ－６

Ｃ－７

Ｃ－５

Ｄ－５

Ｃ－４

Ｃ－３

Ｄ－７

Ｃ－ｌ

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－６

Ｂ－７

Ｂ－４

Ｅ－５

Ｂ－６

高bＭ－ｍ

高lW〈A－Ｉ

高fＭ－Ｉ

高恥－１

高啄B-m

高琢A－Ｉ

高啄Ａ－Ⅱ

高ｌｂＭ－ＩＶ

高ｌｊＭ－Ⅵ

高即A－Ｉ

高邸Ａ－ＩＶ

高ｉ７ｌ〈Ａ－Ⅳ

高啄Ａ－ハ

高lｊＭ－ＩＶ

訓A－ｌＶ

高ｂＭ－ｎ

高郷A－ＩＶ

高|M〈Ａ一Ⅳ

高邸Ａ－ＩＶ

高那Ａ－ハ

高tﾉＡ－ハ

高啄A－ｌＶ

高那Ａ－ＶＩ

高郎Ａ－Ⅵ

高啄Ａ－Ｗ

脚部A－m

脚部８－１

鵬IＡ－ｍ

洲Ａ－ｍ

脚部A－m

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高那Ｂ－ハ

高啄Ｂ－Ⅳ

－

心

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

●

－

－

－

－

－

－

－

－

－

186

190

190

180

186

195

190

197

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５

２

１

1.5

1.5

２

１

３

1.5

９

１

１

４

２

1.5

１

４

２

６

３

２

３

２

２

1２

７

６

1２

1２

３

２

６

４

２

１

ミガ キ

ミガキ

ミガキ・磨耗

ミガキ

磨耗

ミガキ

ミガキ

へラ調整

ミガキ

ヘラミガキ

ミガキ

沈線

沈線・ミガキ

ミガキ

磨耗

警耗

ミガキ

ミガキ

ミガ キ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

'、ケメ・ミガキ

ガ
、

ミ キ

、

ミ ガ キ

ジ、 ラミガキ

磨耗

ミガキ

ケメノ、

磨 耗

ケメノ、

ガ．キ
、

ミ

ヘラケズリ

へラ調整

ミガキ

ガキ
、

ミ

ミガキ・ヨコナデ

ミガキ

磨耗

磨耗

ガキ
、

、

、

ミガキ・磨耗

ミガキ

ミガ．キ

磨耗

ミカ キ

磨耗

磨耗

ミガキ

磨耗

ミガキ・アバタ

剥 離

剥離

ナデ

剥離

剥離

ミガキ

ウルシ塗り

磨耗

交り寄せ

ケメノ、

剥離アバタ

剥離

磨耗

ミガキ

ヘラミガキ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

醸・長硫粒少々

良

良

石英微粒少々

石英粗粒多

長石粗粒多

石英微粒多

良

良

長石･石剃#妙々

良

良

良

良

石英・長石徹粒

良

石英粗粒少々

良

微砂粒多

石英粗粒多

石英微粒少々

粗砂粒多

石英・長石微粒多

良

良

良

良

長石細粒多

良

良

石英・長石棚粒多

石英微粒多

良

石英微粒多

石英微粒多

良

中

中

不

良

中

中

良

不

良

良

良

中

中

不

良

良

不

中

良

中

良

不

良

良

良

良

良

不

良

良

中

不

不

不

中

不

薄茶

薄茶

黄白

赤

赤･黒･茶

明茶

黒

茶

薄茶

赤茶

薄茶

赤

赤

赤

黄白

茶

茶

明茶

茶

茶

黄土

赤茶

茶

茶

黒

暗褐

褐

薄茶

茶

茶

茶

茶

明茶

茶

褐

茶

薄茶

茶

黒暗

薄茶

黄土

杯、口縁～底

坪、口縁～腰

坪、口縁～底、繁部欠

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、胴～腰

坪、腰～底、繁部欠

坪～脚

稜坪、腰～底、繁部欠

稜坪、腰～底、薬部欠

稜坪、腰～胴、繋部欠

稜坪、腰～底、繋部欠

稜坪、腰～底、薬部欠

稜坪、腰～底

稜坪、腰～底、繋部欠

稜坪、腰～底、薬部欠

稜坪、腰～底

稜杯、腰～底

稜坪、腰～底、繁部欠

稜杯、腰～底、繁部欠

稜坪、腰～底、繁部欠

稜坪、腰～底

坪、腰細片

脚、繁

脚、繋

脚、繁

脚、繁

脚、繁

坪、底

坪、腰～底

坪、腰～底

坪、腰～底

杯、腰～底

坪、腰～底

8６ 851

852

853

854

855

856

857

858

859

860

643

707

696

700

604

546

632

598

596

590

Ｃ－６

Ｄ－６

Ｄ－３

Ｄ－７

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｃ－６

Ｂ－３

Ｂ－６

Ｂ－５

高邸Ａ－Ⅵ

高啄Ｂ－Ⅳ

高啄B-m

高邸Ｂ－Ⅲ

高味B-m

高坪Ｂ－Ⅳ

高lｊＭ－Ｉ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

180

183

163

180

206

200

190

２

1２

４

８

２

６

１

１

１．５

1.5

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ハケメ・ミガキ

磨 耗

磨耗

ミガキ

ミガキ

ミガキ・アバタ

ミガキ

ミガキ・アパタ

ミガキ

磨耗

磨耗

ミガキ

○

○

○

○

○

○

良

粗砂粒多

微砂粒多

石英微粒多

長石粗粒少々

石英粗粒多

中

微石粗粒少々

石英微粒多

良

良

不

不

中

中

中

不

中

良

良

茶

赤茶

茶

暗褐

茶褐

赤茶

茶

薄茶

薄茶

茶

赤

茶

ム フ

黒混

稜ｔＪＫ腰～底、薬部欠

坪、腰～底

坪、口縁～底、繋部欠

坪、口縁～底

坪、口縁～腰

坪、腰～底

坪、口縁～胴

坪、口縁～胴

杯、口縁～胴

坪、口縁～胴
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器高口径底径 駄恩

：＃
円解
0/1２

造り

器表 器内
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色

器表 器内
備考

8６ 861

862

863

864

865

866

867

868

869

870

871

872

873

592

634

599

713

635

631

716

712

715

602

633

605

628

Ｂ－５

Ｃ－８

Ｂ－５

Ｄ－ｌ

Ｃ－３

Ｃ－７

Ｄ－７

Ｄ－６

Ｄ－２

Ｂ－３

Ｃ－６

Ｂ－５

Ｃ－７

高ljM-m

高坪B－Ｉ

高豚Ｂ－Ⅲ

高坪B－Ｉ

高啄B-m

高杯Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高杯Ｎ

高ｌｊＭ－Ⅱ

高耶一Ⅱ

180

180

190

170

170

180

188

170

168

185

190

180

186

1.5

1.5

１

1.5

１

２

１

２

２

２

１

1.5

２

磨 耗

ハケメ

ガキ
、

ミ

ハケメ・ミガキ

ハケメ・ナデ

ガキ
、

ミ

ミガキ

ハケメ・ミガキ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ハケメ

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

ミガキ

磨耗

ハケメ

ミガキ・磨耗

'、ケメ

ミガキ

ミガキ・ナデ

ミガキ

ヴ、 ラミガキ

剥離

磨耗

一
○
’
○
’
○
一
’
○
’
○
’
’
○
一
○
一
一
一

○

○

○

○

○

粗砂粒多

石英微砂粒多

中

長石粗粒多

良

微砂粒多

微砂粒多

石英微粒多

石英微粒多

良

良

長石粗粒少々

長石･石英粗粒多

不

中

良

良

良

中

中

良

良

中

良

不

中

赤茶

明茶

褐

褐

陪褐

黄土

薄茶

褐

薄茶

茶

黒褐

黒

茶

赤茶

赤

杯、口縁～腰

杯、口縁～腰

坪、口縁～腰

杯、口縁～腰

坪、口縁～胴

坪、口縁～胴

坪、口縁～腰

杯、口縁～腰

坪、口縁～胴

坪、口縁～胴、口縁黒色

杯、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

8７ 874

875

876

877

878

879

880

881

882

883

884

885

886

887

888

889

890

891

892

893

894

895

896

897

898

899

900

901

902

903

904

905

906

717

588

745

630

595

597

738

646

594

647

722

640

547

708

752

651

645

629

652

737

614

591

697

611

569

622

725

685

531

626

568

609

688

Ｄ－ｌ

Ｂ－２

Ｅ－６

Ｃ－８

Ｂ－５

Ｂ－２

Ｄ－５

Ｃ－７

Ｂ－３

Ｃ－７

Ｄ－８

Ｃ－３

Ｂ－３

Ｄ－８

Ｂ－５

Ｃ－２

Ｃ－７

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－ｌ

Ｂ－７

Ｂ－３

Ｄ－３

Ｂ－６

Ｂ－６

Ｃ－２

Ｄ－７

Ｃ－５

Ｂ－２

Ｃ－７

Ｂ－６

Ｂ－６

Ｃ－４

高坪Ｎ

高那Ｂ－Ｈ

高杯Ｂ－Ｈ

高MＢ－Ｉ

高坪B－Ｕ

高豚Ｂ－Ⅳ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高杯Ｎ

高邸Ｎ

高坪Ｎ

高杯Ｎ

高那Ｂ－Ⅳ

高坪Ｎ

高郷Ｎ

高ｌｂＭ－Ⅵ

高杯Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

高坪Ｎ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－ｍ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－ＨＩ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－ｍ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ一Ⅲ

脚Ａ－Ⅲ

170

181

190

200

184

110

1

１

１

1.5

１

４

２

１

６

２

１

２

２

３

1２

３

１

７

1

１

８

２

３

８

３

６

６

1２

４

４

４

６

1２

ミガキ

へラ調整

ﾖｺﾅデ･ヘラミガキ

ミガ キ

ヘラミガキ

磨耗

ハケメ

ミガ．キ

ハケメ・ミガキ

ミガキ

ガキ
、

、

、

ミ ガキ

へラ調整

磨耗

ミガ、キ

磨耗

へラ凋整

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

へラ凋整

ナデ

ヘラケズリ・ミガキ

ヘラミガキ・ハケメ

ハケメ，ヘラ調整

ミガキ

ハケメ・ヘラミガキ

ミガキ

ミガキ

J、 ラケズリ

ナデ

ミガキ

ナデ・磨耗

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ・磨耗

ミガキ

剥離

ミガキ・アバタ

剥 離

磨耗

剥離

絞り寄せ

ミガキ

磨耗

磨耗

ヨコナデ・ハケメ

輪 積

磨耗

ガキ
、

、

、

輪 積

指押 え

へラ調整

ミガキ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長石微粒多

微砂粒少々

談･長石I鮒少々

石英微粒多

微砂粒多

微砂粒多

粗砂粒多

良

良

微砂粒多

石英微粒少々

良

粗大砂粒多

石英･長石粗粒多

石英微粒少々

良

石英微粒

長石粗粒多

良

長石粗粒多

良

微砂粒少々

長石大粒混

良

長石･石英粗粒多

中

石英粗粒多

石英微粒多

砿･長石;M妙々

良

石英微粒少々

石英微粒少々

良

良

良

良

中

良

良

良

良

良

不

良

良

良

中

不

不

中

中

良

１十
１
１

不

不

良

不

不

良

良

良

良

良

良

良

良

明茶

褐

褐

茶

茶

薄茶

赤茶

茶

茶

薄茶

茶

茶

灰

赤

茶

明茶

茶

茶

褐

赤茶

赤茶

赤茶

茶

赤

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

茶

褐

黒・茶

茶

薄茶

黒

坪、口縁

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、口縁～腰

坪、腰～底

杯、底

坪、底

坪、底

坪、底

杯、底、繋部欠

坪、腰～底

杯、腰～底

坪、底

坪・脚、繋

坪・脚、繋

杯・脚、繋

坪・脚、繋

坪・底、繋部欠

繋

坪・脚、繋

坪・脚、繋

繋～脚

繁～脚

繋～脚

杯底～脚

繋・脚

坪底～脚

坪底～脚

杯底～脚

坪底～脚

坪底～脚

坪底～脚

8８ 907

908

909

910

911

912

583

549

704

687

727

729

Ｂ－６

Ｂ－２

Ｄ－７

Ｃ－５

Ｄ－６

Ｄ－５

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－ｍ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ一Ⅲ

101

６

６

１２

1２

８

３

ミガキ

ガキ
、

ミ

ヘラミガキ

ヘラミガキ

J、 ラケズリ

ミガキ

絞り寄せ

ハケメ

ハケメ

ケハメ

ハケメ

○

○

○

微砂粒多

石英・長石微粒多

長石粗粒多

長石粗粒多

石英微粒少々

石英微粒少々

中

良

良

不

良

良

茶

茶

茶

明茶

褐

茶

明茶

繋～脚

繋～脚、ウルシ痕

脚、頚～裾

繋～脚、磨耗

繋～脚

繋～脚
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色
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8８ 913

914

915

916

917

918

9r９

920

921

922

923

924

925

926

927

928

929

930

931

743

540

657

740

543

550

698

582

563

586

610

570

539

544

548

574

551

660

684

Ｂ－６

Ｂ－３

Ｃ－７

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｂ－２

Ｄ－２

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｂ－６

Ｂ－６

Ｂ－６

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－６

Ｂ－２

Ｃ－６

Ｃ－６

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ一Ⅲ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－ｌ

脚Ａ－Ｉ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ａ－Ⅲ

脚Ａ－Ⅱ

脚Ｂ－Ｉ

(132）

135

136

124

112

103

140

125

141

141

130

153

１３４

130

２

３

３

1.5

３

1２

６

３

２

1２

２

１．５

１

１

２

１

６

２

６

ヘラミガキ

ミガキ

磨耗

ヘラミガキ

ミガキ

カキメ・ミガキ

ダ、 ラミガキ

ガキ
、

亀

ハケメ・ヘラミガキ

磨 耗

ミガキ

ハケメ・スリケシ

稜・ハケメ

ミガキ

ミガキ

ヘラケズリ

ミガキ

ガキ
、

ミ

ハケメ・ミガキ

粗調整

ミガキ

磨耗

ハケメ

絞り寄せ

絞り・ナデ

絞り･ﾊｹﾒ・ﾐガｷ

ナデ

絞り・ハケメ

輪積

ナデ

ケメノ、

ハケメ

輪積

ハケメ・スリケシ

ナ デ

絞り寄せ

ミガキ

絞り寄せ

○

○

○

○

○

○

○

石英･長石粗粒多

石英微粒多

粗砂粒多

微砂粒少々

中

良

良

良

石英微粒多

石英粗粒多

石英･長石粗粒多

微砂粒多

良

良

良

中

良

良

良

良

良

不

中

中

良

良

良

良

不

良

良

良

巾

不

不

中

良

良

明茶

褐

赤

薄茶

黒・茶

明茶

茶

茶

茶

赤茶

茶

薄茶

専茶

聯茶

黒

赤茶

薄茶

黒・茶

薄茶

灰

薄茶

脚裾

脚裾

脚裾

脚裾

繋～脚裾

繋～脚裾

繋～脚裾

繋～脚腰、裾欠

繋～脚腰、裾欠

繋～脚腰、裾欠

脚、腰～裾

繋～脚裾

脚、腰～裾、丹塗力

繋～脚裾

脚、頚～裾

脚、頚～裾

脚、裾欠

脚、腰～裾

坪底～脚

8９ 932

933

934

935

936

937

938

939

940

941

942

943

944

945

946

947

948

949

950

951

952

953

954

955

956

957

958

578

667

730

726

690

732

579

575

703

573

576

686

534

734

561

556

749

612

677

674

571

532

728

666

572

559

573

Ｂ－６

Ｃ－５

Ｄ－５

Ｄ－２

Ｃ－３

Ｄ－６

Ｂ－６

Ｂ－４

Ｄ－７

Ｂ－６

Ｂ－７

Ｃ－３

Ｂ－２

Ｄ－６

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｅ－６

Ｂ－６

Ｃ－７

５
５

Ｃ
Ｄ

Ｂ－６

Ｂ－２

Ｄ－５

Ｃ－６

Ｂ－６

Ｂ－２

Ｂ－４

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－ｎ

脚Ｂ－Ｉ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ一Ⅱ

脚Ｂ－Ｉ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ｉ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

脚Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B-n

脚部B-U

脚部B－Ｉ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部８－１

脚部B－Ｉ

III部B－１

脚部８－Ⅱ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

140

120

122

110

106

115

1２

６

１２

６

1２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

1２

３

２

1０

1２

８

４

1２

７

５

1２

1２

1２

1２

６

４

ハケメ・ミガキ

ゴ、 フ ミガキ

ハケメ・ミガキ

ガキ・調整不

ミガキ・磨耗

磨耗

磨耗

ヘラ縦ミガキ

ヘラケズリ

ヘラミガキ

磨耗

ヘラミガキ

ヘラミガキ・ハケメ

ヘラケズリ

ミガキ

カキメ・ミガキ

ヘラミガキ

磨耗

磨耗

ミガ．キ

ミガキ

ヘラケズリ

ヘラミガキ

磨耗

ヘラケズリ

ミガキ

絞り寄せ

絞り寄せ

絞り寄せ

ナデ

接合

輪積・絞り

ナデ

輪･鋤・ハケメ

絞り寄せ

積輪

絞り・ハケメ

絞り寄せ

絞り寄せ

凄合

絞り寄せ

接合

輪積・絞り

絞り寄せ

ナデ

ナデ

輪積・絞り

接合

絞り寄せ

ナデ

輪積・絞り

○

○

○

○

○

○

微砂粒少々

長石粗粒

良

粗砂粒少々

良

微砂粒多

微砂粒

長石･石英粗粒多

石英微粒多

微砂粒多

良

良

長石微粒多

石英微粒多

微砂粒少々

石英微粒多

良

良

微砂粒

良

微砂粒多

粗砂粒少々

良

良

粗砂粒多

粗砂粒多

談･長石１M粒少々

良

良

良

中

中

良

良

良

良

中

不

不

良

良

中

良

良

不

中

中

中

中

良

良

中

不

良

薄茶

茶

茶

薄茶

褐

茶

薄茶

茶

薄茶

薄茶

赤茶

黄白

茶

褐

陪褐

茶

茶

赤

赤

茶

黄白

薄茶

茶

茶

薄茶

茶

茶

黒

黒褐

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、繋部欠、丹塗力

脚

脚

脚

脚

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、繋部欠

脚、繋部欠

脚、繋部欠

脚、繋部欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

9０ 959

960

961

962

963

964

581

580

553

557

577

555

Ｂ－６

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｂ－５

Ｂ－４

ＩＩＩ部B－Ⅲ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅲ

鯛IＢ－Ｉ

1,部B-U

６

1２

1２

1２

1２

1２

磨 耗

ミガキ・ハケメ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

絞り寄せ

輪積・絞り

絞り寄せ

輪積・絞り

輪積・絞り

ナデ・ハケメ

○

○

○

粗砂粒少々

良

良

良

良

微砂粒少々

中

良

良

良

中

中

茶

茶

茶

茶

茶

薄茶

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠

脚、裾欠



挿図割付遺物
NOL NOL NOL

9０ 965 724

966 675

967 673

968 552

969 676

970 554

971 733

972 672

973 731

974 670

975 671

976 739

977 618

978 558

979 560

980 668

981 562

982 735

983 669

984 653

985 616

986 658

987 615

988 661

989 654

990 655

991 662

992 656

993 925

994 916

995 924

996 923

997 921

9981493

9１ 9991360

1０００ 1483

1００１ １４８１

1００２ 1381

1００３ 1402

1００４ 1420

1００５ 1461

1００６ 1321

10071382

1００８ 1482

10091401

1０１０ 1386

1０１１ １４５６

１０１２ 1357

10131337

10141383

10151459

10161478

出土

位置

Ｄ－７

Ｃ－５

Ｃ－７

Ｂ－２

Ｃ－１

Ｂ－ｌ

Ｄ－７

Ｃ－４

Ｄ－２

Ｃ－３

Ｃ－５

Ｂ－８

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｃ－４

Ｂ－３

Ｄ－３

Ｃ－８

Ｃ－８

Ｂ－２

Ｃ－３

Ｂ－２

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－８

Ｃ－７

Ｃ－６

Ｃ－４

Ｂ－５

Ｄ－７

Ｄ－７

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｅ－６

Ｅ－６

Ｂ－５

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｂ－２

Ｂ－５

Ｅ－６

Ｃ－３

Ｂ－５

Ｄ－３

Ｂ－４

Ｂ－６

Ｂ－５

Ｄ－２

Ｄ－７

器種

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部B－m

脚部B－Ｉ

ＩＩ部B－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B－m

脚部B－Ｉ

I網IB-Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部B-U

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部B－ｌ

脚部Ｂ－Ⅱ

脚部Ｂ－Ⅲ

脚部Ｎ

脚部Ｎ

脚部Ｂ－Ｉ

脚部B－Ｉ

脚部B－Ｉ

脚部Ｂ－Ｉ

脚部Ｂ－Ｉ

脚部Ｂ－Ｉ

脚部B－Ｉ

鬼

ミニチュア

ニチュア

ミニチュア

カメ片

不明

カメＢ－Ｕ

カメＣ

カメＤ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＣ

カメＡ－Ⅳ

カメＡ－Ⅳ

計測（、）

器高口径底径

8６

130

120

126

150

130

125

125

139

120

(48） (50） 3２

2５ 4２ 1２

3２ 3８ 2０

160

150

150

170

198

190

200

172

190

170

160

190

170

190

200

190

192

178

&焔

100

4３

4０

贋＃
'１１群

0/1２

1２

1２

1２

３

1２

1２

８

1２

６

1２

1２

1２

６

８

1２

1２

1２

８

1２

１

１

1２

1.5

３

1.5

1.5

３

３

２

1２

1２

1２

２

1.5

１

２

2.5

６

２

３

1.5

1.5

１

１

1.5

２

２

2.5

1.5

造り

器表

ヘラ調整，ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ガキ
、

ミ

ヘラミガキ

ミガキ

ミガキ

磨耗

ダ、 ラミガキ

ミガキ

磨耗

磨耗

磨耗

磨耗

ヘラミガキ

磨耗

ヘラミガキ

ミガキ

稜・ミガキ

稜・ミガキ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

磨耗

ハケメ

／、 ラミガキ

磨耗

ハケメ

手ビネリ

手ビネリ

手ビネリ

黒色ミガキ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ・スリケシ

ハケメ

ハケメ

ナデ・ハケメ

ナデ・ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ナデ

ナデ

ヨコナデ０ハケメ

ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

器内

ナデ

絞り寄せ

カキメ

ナデ

輪積・絞り

接合

絞り寄せ

絞り寄せ

ナデ

接合

ヨコナデ

接合

絞り寄せ

絞り寄せ

接合

ハケメ

ハケメ

ミガ．キ

ハケメ・ナデ

磨 耗

磨耗

輪債

被幕

ナデ・ハケメ

ナデ・ハケメ

ナデ・ハケメ

ケメノ、

ハケメ

輪積・ハケメ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ナデ・ハケメ

ナ デ

ナデ

輪積・ナデ

ハケメ

輪積・ナデ

ヨコナデ

ナデ・ハケメ

ｽﾘｯ0編

表 内
胎土

L■告－９画

ノワロノ4Ｊ､

色

器表 器内
備考

石英粗粒多 良 茶 脚、裾欠

○ 石英微粒多 中 薄茶 脚、裾欠

石英微粒多 良 赤 脚、裾欠

○ 微砂粒多 良 赤茶 脚、裾欠

○ 良 中 茶 脚、裾欠

微砂粒多 中 薄茶 脚、裾欠

○ 長石粗粒 中 赤茶 脚、裾欠

○ 良 中 赤茶 脚、裾欠

石英･長石粗粒多 中 黄白 脚、裾欠

微砂粒多 良 茶 脚、裾欠

長石粗粒少々 良 薄茶 脚、裾欠

石英微粒少々 不 茶 脚、裾欠

微砂粒多 中 赤茶 脚、裾欠

微砂粒多 中 茶 脚、裾欠

粗砂粒多 不 茶 脚、裾欠

○ 微砂粒多 良 茶 脚、裾欠

石英微粒 不 赤茶 脚、裾欠

良 中 薄茶 脚、裾欠

長石微粒多 不 薄茶 脚、腰～裾

微砂粒少々 【'１ 戯上 脚、裾

微砂粒少々 良 薄茶 脚、裾

良 良 茶 脚、裾

長石･石英餅妙々 良 脚、裾

○ 良 良 褐 脚、裾

○ 微砂粒少々 中 茶 脚、裾

○ 微砂粒少々 良 茶 薄茶 脚、裾

談･長砺粒少々 良 茶 脚、裾

○ ○ 良 良 赤茶 脚、裾

○ 石英粒 良 明茶 胴、孔径1１

石英・長石粗粒 良 明茶 口唇欠

石英微粒 中 赤茶 完

石英微粒多 良 黒褐 薄茶 完

細片

照 薄茶 細片

長石粒多 良 A１ 褐 褐 ｢1縁～肩

微砂粒少々 中 肝褐 口縁～肩

石英微粒少々 良 賠褐 口縁～肩

験･長石W１粒少々 良 黒 口縁～肩

○ 石英微粒多 不 赤茶 黒 口縁～肩

良 良 褐 口縁～肩

長石粗粒少々 中 褐 口縁～頚

良 良 褐 口縁～頚

粗砂粒多 良 黄土 口縁～肩

石英微粒少々 中 陪褐 口縁～頚

粗砂粒少々 良 褐 口縁～肩

石英粗粒少々 良 黄土 口縁～肩

○ ○ 長石･石英粗粒多 不 茶 口縁～肩、磨耗

長石粗粒 良 赤褐 茶 口縁～肩

長石･石英微粒多 良 黄土 一部黒 口縁～肩

良 良 黄土 口縁～肩

○ 石英微粒少々 中 黄白 茶 口縁～肩

粗砂粒少々 中 赤茶 黄土 口縁～胴
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挿図
NcL
割付
NOL
遺物
Nｑ

出土

位置
器種

計測（、）

器高口径底径 駄怪

農＃
円騨

0/1２

造り

器表 器内

ｽﾘﾌ0熊

表 内
胎土 ハツ西ﾉと八

色

器表 器内
備考

9１ 1017

1018

1019

1020

1０２１

1022

1023

1024

1025

1026

１０２７

1028

1029

1421

1462

1490

1424

1309

1397

1464

1367

1473

1387

1312

1426

1432

Ｃ－７

Ｄ－３

Ｄ－５

Ｃ－２

Ｂ－２

Ｂ－８

Ｄ－２

Ｂ－４

Ｄ－８

Ｂ－５

Ｂ－２

３
６

Ｃ
Ｃ

Ｃ－４

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

180

170

7５

4２

3４

6８

8２

5７

6４

5４

6６

6０

6８

－

１９０
－

－

－

－

４ ヨコナデ･ハケメ

２ ハケメ

３ ミガキ

1２ へラ調整

８ ハケメ

６ ハケメ

７ ミガキ

1２ ケメノ、

８ ご ガ、 キ

４ ヘラケズリ・ハケメ

４ ハケメ

1２ ハケメ

1２ ヘラ調整・ハケメ

ミガキ

ミガキ･ハケメ・ナデ

ハケメ

ハケメ

ケメノ、

ハケメ・指押え

ハケメ

ハケメ

剥離

ハケメ

ハケメ

ハケメ

’
’
一
一
一
一
一
一
一
一
○
’
○
’

○

長石粗粒多

良

石英･長石剛鯵

石英微粒多

石英･長石徹粒多

良

微砂粒

長石粗粒多

･良

良

微砂粒少々

微砂粒多

良

良

中

良

不

中

中

中

不

良

良

良

不

良

薄茶

黄土

褐

褐

赤

赤褐

褐

明茶

茶

茶

黄白

暗灰

薄茶

黒褐

暗褐

黄土

茶

口縁～肩

口縁～胴

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

9２ 1030

1０３１

1032

1033

1034

1035

1０３６

1037

1038

1039

1389

1354

1364

1366

1406

1417

1303

1363

1365

１３４２

Ｂ－７

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｂ－ｌ

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－３

カメＡ－Ⅳ

カメＡ－ｌＶ

カメＮ

カメＡ一ｍ

カメＡ－ＩＶ

カメＡ－ＩＶ

カメＮ

カメＮ

カメＡ一m

カメＮ

－

－

－

－

187

236

6０

5０

5０

242

246

216

260

260

240

176

６ ヘラケズリ・ハケメ ナデ・ハケメ

４ ヨコナデ・ハケメ ヨコナデ

２ ハケメ 輪積・ハケメ

２ ミガキ 輪積・ミガキ

２ ヨコナデ・ハケメ 輪積・ヨコナデ

６ ヨコナデ‘ハケメ ヨコナデ・ハケメ

３ ハケメ ハケメ

２ ハケメ・ナデ ハケメ

６ ナデナデ

〆、

ｂｌヘラケズリ・ハケメｉナ テ

○

石英微粒多

石英･長石棚粒多

長石組粒少々

長石粗粒多

験･長石榊妙々

石英粗粒多

石端i･長石I脆多

長石粗粒多

長石・石鄭脆多

長石,石英柵移

中

中

中

良

良

良

不

中

中

中

褐

褐

褐

黄白

褐

褐

茶

褐

褐

黄褐

陪褐

陪褐

茶

口縁～腰

口縁～胴

胴～腰

胴～底

口縁～肩

口縁～肩

胴

胴

肩～底

腰～底

9３ 1０４０

1０４１

1042

1０４３

1044

1045

1０４６

1047

1０４８

1049

1050

1０５１

1０５２

1053

1054

1055

1０５６

1057

1058

1059

1060

1０６１

1０６２

1０６３

1064

1０６５

1０６６

１０６７

1０６８

1358

1361

1409

1359

1352

1408

1419

1336

1418

1480

1355

1362

1323

1457

1356

１３６８

1465

1390

1439

1437

1454

1301

1319

1318

208

1484

249

907

911

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｃ－６

Ｃ－７

Ｂ－４

Ｃ－５

Ｅ－５

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｄ－２

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｄ－６

Ｂ－６

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｃ－３

Ｂ－ｌ

Ｂ－ｌ

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｅ－６

Ｂ－３

Ｃ－７

Ｅ－６

カメＡ一Ｗ

カメＡ－ハ

カメＢ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメ、－１

カメＡ－ハ

カメＡ－ハ

カメＡ－ハ

カメＡ－ハ

カメＡ一Ⅳ

カメＡ－ハ

カメＢ－Ｉ

カメＡ－ＩＶ

カメＢ－ｌ

カメＢ－Ｉ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＮ

カメＢ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＣ

壷Ａ

壷Ｃ－Ⅵ

カメＤ－Ⅱ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

7３

190

160

170

180

182

200

190

190

210

190

170

190

210

172

240

236

280

170

200

7０

104

104

5０

2４

5５

3４

4４

3８

3２

180

230

280

7３

llO

104

２ ケメノ、

１ ナ デ

３ ナデ

１ ヨコナデ・ハケメ

１

４ ヨコナデ・ハケメ

８ ケメノ、

３ ヨコナデ・ハケメ

３ ヨコナデ・ハケメ

３ ハケメ

４ ナデ・ハケメ

１ ハケメ

３ ケメノ、

２ ヨコナデ

２ ヨコナデ・ハケメ

１２ ヘラケズリ，ハケメ

８ ヘラケズリ

２ ヘラケズリ，ハケメ

６ 面取り

６ ヘラケズリ

１０ ハケメ

９ ミガキ

2.5ナデ・ハケメ

４ ミガキ・ハケメ

１．５

１ 貼土・磨耗

５～

1２ ヨコ．ナデ

１ ハケメ

１ ガキ
、

ミ

ナ デ

磨耗

ナデ

ナデ

ハケメ

ハケメ

ハケメ

ナデ・ハケメ

ハケ．メ

ハケメ・ナデ

ナデ・ハケメ

ナ デ

磨耗

ナデ

ナデ

ヘラ淵甚・ハケメ

ハケメ・指抑え

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ハケメ

磨耗

ハケメ・ナデ

磨 耗

輪積・ヨコナデ

ミガキ

ガキ
、

ミ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

長石粗粒

醸・長石剛妙々

石英・長石微粒多

長石粗粒多

粒石英

荻･長石剛妙々

談･長石WM妙々

石英粗粒多

長石粗粒多

石英粗粒多

石英微粒少々

石端i･長石↑脆多

石英･長石徹粒多

石英･長石粗粒多

石英・長石粗粒多

長石･石ﾘ､iil粒少ケ

長石･面ﾘiMN妙々

長石粗粒多

良

良

良

験，長石H1粒少々

託M‘破鮒リケ

長石・石英Ⅲ粒多

粗砂粒多

I瑛・長翻粒少々

石英･長石粗粒多

良

良

中

中

良

中

良

中

良

中

不

中

良

不

不

不

中

不

良

不

良

中

中

中

良

中

不

不

中

良

不

陪褐

暗褐

褐

暗褐

明茶

明茶

薄茶

茶

赤茶

茶

褐

明茶

黄土

黄白

黒褐

茶

褐

赤茶

茶

茶

茶

黄土

明茶

黄褐

黄白

褐

茶

茶

黒

茶

黒灰

黄土

黄白

茶

黒褐

黒褐

暗灰

白茶

オレンジ

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～胴

口縁～肩

口縁～肩

口縁～胴

口縁～肩

口縁～肩、磨耗

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

腰～底

口縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

口縁～頚

口縁～頚

完、小カメ

口縁～胴

口縁～胴
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ｽﾘｯ0編

表 内
胎土

Ｌ齢笥あ

ノワロノ4入

色
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9４ 1069

1０７０

1071

１０７２

1０７３

1０７４

1075

1０７６

1077

1０７８

1079

1０８０

1０８１

1０８２

1０８３

1084

1０８５

1０８６

908

1416

902

1492

1477

1341

1339

1353

1335

1302

1404

1403

1340

1474

1475

1334

1415

1324

Ｃ－７

Ｃ－６

Ｃ－３

Ｃ－８

Ｄ－７

Ｂ－８

Ｂ－６

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－ｌ

Ｃ－６

Ｃ－５

Ｂ－８

Ｄ－２

Ｄ－２

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｃ－６

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＣ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

カメＢ－Ｉ

カメＤ－ｌ

カメＤ－Ｉ

カメＣ

カメＥ

カメＤ－Ｉ

カメＤ－Ｉ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅲ

126

133

110

112

118

148

140

150

150

140

120

150

148

130

100

9８

120

102

130

2６

4０

112

112

120

148

142

150

140

152

130

(120）

１

１

２

１

1.5

２

１

１２

２

1.5

1２

１

２

１

１

１

３

２

ミガキ

ナデ

ハケメ

ハケメ

磨耗

ハケメ

ガキ
、

ミ

ヨコナデ・ミガキ

ヨコナデ

磨耗

ヘラケズリ・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

厚いスリップ

ミガキ

ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ハケメ

ヨコナデ

ナデ

ナデ

ミガキ

ミガキ

磨耗

ヨコナデ

ﾍﾗ鯉･ヘラナテ

ミガキ・磨耗

輪積・ハケメ

ヨコナデ・ハケメ

ミガキ

ナデ

ヨコナデ

ヨコナデ

磨耗

○

○

○

○

○

○

○

良

微砂粒多

粗砂粒少々

良

良

石英・長石粗粒

石英粗粒多

石英･長石粗粒多

石英微粒多

長石粗粒少々

石英微粒少々

微砂粒少々

石英微粒

良

石英微粒

良

微砂粒

石英粗粒多

中

良

良

良

中

中

中

中

良

不

良

良

１１
１
１

良

良

中

良

良

薄茶

赤茶

黄土

黒

茶

黄茶

黄褐

黄土

焦茶

黄白

褐

黄土

薄焦茶

黒褐

茶

茶

薄茶

薄茶

黒

明茶

茶

口縁～胴

口縁～胴

口縁～胴

頚～胴

口縁～胴

口縁～胴

口縁～肩

完

口縁～腰

口縁～肩

完

１１縁～肩

11縁～肩

l]縁～肩

口縁～肩

口縁～肩

ロ縁

ｎ縁

9５ 1087

1０８８

1089

1090

1091

1092

1093

1094

1095

1096

1097

1098

1099

1100

1１０１

1102

1103

1104

1１０５

1１０６

1１０７

1１０８

1109

1１１０

1111

1112

1113

1１１４

1400

1479

1325

1458

1４１１

1460

1407

1410

1330

1384

1329

1326

1412

1328

1405

1379

1327

1489

1491

1331

1380

1338

1332

1476

1320

1463

1333

1322

Ｃ－３

Ｅ－５

Ｂ－４

Ｄ－３

Ｃ－６

Ｄ－５

Ｃ－６

Ｃ－６

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｃ－２

Ｂ－ｌ

Ｂ－５

Ｂ－４

Ｂ－６

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｄ－６

Ｂ－２

Ｂ－２

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－Ｉ

壷Ｃ－Ｉ

壷、－１

壷Ｃ－ｌ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ⅲ

壷Ｃ－Ｖ

壷Ｃ－Ⅱ

壷、－Ⅲ

壷、－Ⅲ

壷Ｃ一Ⅱ

壷Ｃ－Ⅱ

壷、－m

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｃ－Ⅳ

壷Ｃ－Ⅱ

壷Ｄ－Ⅲ

壷Ｃ一Ⅳ

壷Ｃ－Ⅳ

壷Ｃ－Ⅳ

190

180

198

186

190

190

170

172

134

157

146

170

177

165

270

8８

100

9８

111

120

188

140

122

150

160

110

140

160

１

３

１

１

1.5

４

２

２

３

2.5

3.5

１

1.5

1.5

５

２

1

1

２

1０

３

1.5

２

５

２

８

６

１

ヨコナデ

ミガキ

ナデ

ハケメ

ナデ

ヨコナデ･ヘラミガキ

磨 耗

ヘラミガキ

ヨコナデ

ケメノ、

ミガキ

ヨコナデ

ナデ

ミガキ

ナデ・ハケメ

ナ デ

ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ヨコナデ・ハケメ

カキメ

ナデ

ミガキ

ハケメ・ヘラミガキ

磨 耗

ナデ

ミガキ

ヨコナデ

ミガキ

ミガキ

ミガキ

ナデ

ヨコナデ

磨耗

ヘラミガキ

ナデ

ハケメ

ヨコナデ

ヨコナデoハケメ

ヨコナデ

ミガキ

ハケメ

ミガキ

ナデ

ナデ

ヘラ調整・ナデ

ヨコナデ

ミガキ

ヨコナデ・ハケメ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

ミガキ

ミガキ

○

○

○

○

良

長 粒少々

粗砂粒少々

石英粗粒少々

石英微粒多

長石粗粒多

石英粗粒多

良

粗砂粒多

石英粗粒少々

良

長石粗粒多

良

石英粗粒多

石英・長石微粒多

石英粗粒少々

細砂粒多

粗砂粒多

石英微粒

石英･長石徹粒少

良

石類i･長石Ｎｉ粒多

良

石英，長石１１粒多

良

良

良

石英・長石微粒多

中

良

良

中

中

良

不

良

不

不

良

中

良

中

中

良

１１
十
Ｉ

１４
１
１

良

良

不

良

良

良

不

中

良

中

黄白

茶

黄土

茶

赤茶

陪褐

茶

茶

茶

黄白

茶

茶

陪褐

茶

褐

薄茶

茶

黄茶

薄茶

茶

赤茶

茶

茶

茶

褐

黄土

茶褐

褐

一部黒

黄土

赤

茶

11縁

[l縁

縁

口縁、凋終不良

11縁

Ｕ縁～肩

口縁

口縁

I]縁

11縁

口縁

口縁

11縁

口縁

I｣縁

頚、１１唇欠

'１縁

１１縁

Ｕ縁

口縁

口縁～肩

口縁

1-1縁

１１縁～胴

I｣縁

口縁

口縁

口縁

9６ 1115

1116

1117

1118

1119

1120

1377

1428

1311

1372

1314

1485

Ｂ－４

Ｃ－５

Ｂ－２

Ｂ－４

Ｂ－２

Ｅ－５

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

3８

5０

4４

5０

6４

4５

１２

３

1２

1２

６

８

ヘラケズリ

ケメノ、

磨 耗

ヘラケズリ・ハケメ

磨 耗

磨耗

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

○ ○

長石粗粒多

石英粗粒少々

良

微砂粒少々

微砂粒少々

微砂粒多

不

中

不

良

不

中

赤茶

茶

黄白

黄・黒

灰白

赤茶 暗灰
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9６ 1121

1122

1123

1124

1125

1126

1127

1128

1129

1130

1131

1132

1133

1134

1135

1136

1137

1138

1139

1140

1141

1142

1143

1144

1145

1146

1147

1148

1149

1150

1１５１

1152

1153

1154

1155

1１５６

1157

1158

1159

1160

1161

1１６２

1163

1164

1165

１１６６

1167

1168

1169

1170

１１７１

１１７２

1392

1391

1433

1315

1468

1346

1371

1348

1343

1347

1308

１４４７

1429

1434

1448

1393

1453

１３９６

1369

1375

1373

1471

1344

１４６７

1313

1451

1445

1466

1425

1351

1305

1349

1306

1374

１３１６

1450

1370

1444

1487

1345

1388

1440

1452

1435

1431

1430

１４３８

1304

1441

1398

１４４６

1310

Ｂ－６

Ｂ－６

Ｃ－６

Ｂ－２

Ｃ－７

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｂ－３

Ｄ－２

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｄ－ｌ

Ｂ－６

Ｄ－２

Ｂ－８

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｂ－４

Ｄ－８

Ｂ－３

Ｄ－６

Ｂ－２

Ｄ－ｌ

Ｃ－７

Ｄ－６

Ｃ－２

Ｂ－３

Ｂ－ｌ

Ｂ－３

Ｂ－ｌ

Ｂ－４

Ｂ－２

Ｄ－ｌ

Ｂ－４

Ｃ－６

Ｅ－６

Ｂ－４

Ｂ－５

Ｃ－６

Ｄ－１

Ｃ－６

Ｃ－５

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｂ－ｌ

Ｃ－６

Ｂ－８

Ｃ－７

Ｂ－２

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

底Ｎ

6２

(50）

2７

3９

5６

5８

5０

5４

4６

5７

6０

4９

7２

5６

6４

6４

7２

5２

5４

3８

４０

4０

1７

5２

5２

5６

6０

4０

6４

4０

3２

2４

2２

2８

5０

3８

3０

3２

5５

4０

3４

3０

5０

3４

3０

3２

4０

2６

4０

2４

2４

６

１２

８

３

６

６

1２

６

６

６

６

1２

1２

３

1２

３

８

1２

1２

1２

1２

1２

８

1２

６

４

６

1２

1２

1２

８

1２

1２

1２

３

６

1２

６

６

８

1２

６

６

1２

1２

1２

1２

８

６

1２

２

1２

ナ デ

ハリ底・ナデ

磨耗

ミガキ

ナデ・磨耗

ナデ

ミガキ

ハケメ

ハケメ

磨耗

ガキ
、

ミ

へラ調整

ガキ
、

ミ

ナ デ

ハケメ

ヘラケズリ

ケメノ、

ヘラケズリ

ヘラケズリ

ミガ．キ

ナデ

ミガキ

磨耗

磨耗

ハケメ

ミガ．キ

面取り

ミガキ

面取り

而取り

而取り

而取り

而取り

面取り

ハケメ

ハケメ

ハケメ

磨耗

磨耗

ミガキ

磨耗

磨耗

磨耗

ミガキ

ナデ

ハケメ

磨耗

磨耗

ハケメ

へラ調整

ガキ
、

亀

磨 耗

磨耗

磨耗

ハケメ

ナデ

ハケメ

ナデ

ヘフ 胤終

磨耗

ハケメ

ハケメ

ガキ
、

ミ

ナ デ

ミガキ

磨耗

磨耗

磨耗

ハケメ

磨耗

ハケメ

ハケメ

磨耗

磨耗

ハケメ

へラ調整

ハケメ

ナデ

磨耗

磨耗

ミガキ

ミガキ

ナデ

○

○

○

○

○

○

○

長石･石英粗粒多

良

石英微･粗砂粒多

微砂粒少々

石英‘長石粗粒多

良

良

石 英 微粒

石英粗粒多

石英・長石粗粒

粗砂粒多

良

石英微粒多

石英粗粒少々

長石・石英粗粒多

石英粗粒多

長石粗粒多

良

石英･長石洲立多

長石粗粒多

石英微粒多

良

石英・長石粗粒

微砂粒少々

石英微粒多

長石粗粒多

良

良

石英・長石剛鯵

微砂粒多

談･長石柵妙々

談･長石尉妙々

良

良

長石微粒少々

粗砂粒多

験･長石餅妙ャ

長石粗粒多

微砂粒多

長石粗粒多

長石粗粒少々

石英微粒少々

長石微粒多

微砂粒多

粗砂粒多

石英微粒多

良

長石粗粒多

長石粗粒少々

粗砂粒多

良

長石粗粒多

良

不

不

良

不

不

良

良

不

不

不

良

良

不

良

良

中

中

中

不

良

良

良

良

良

良

良

中

不

不

中

良

１１
１
１

1'１

良

良

良

良

中

不

不

良

良

不

中

良

不

中

中

不

良

良

褐

黄土

褐

暗褐

黄白

黄土

黄土

白灰

黄土

明茶

黄土

茶

褐

茶

褐

茶

黄土

薄茶

黄土

赤茶

褐

茶

明茶

黒褐

茶褐

褐

明茶

黄土

茶

赤茶

薄茶

褐

赤褐

褐

暗褐

褐

黒

褐

茶

赤茶

黄土

茶

茶

茶

黄白

茶

茶

黄土

褐

赤褐

暗褐

赤褐

黄土

黄土

黒

軍
需

黒褐

暗褐

黄土

黄土

黄白

暗褐

黒

褐

一部黒

黒灰

茶

黄土

底面にハケメ

底面ミガキ

底面黒

底而黒

貼底

ビリー１ケ混入

焼成後の穿孔途中

底部五角形

貼底

器内炭化物付着



挿図割付
NOL NOL

9６ 1１７３

1１７４

1175

1176

1177

1178

1179

1180

1１８１

1182

１１８３

1184

1185

1186

挿図NcL

9７

挿図NcL

1３

1８

2０

3２

遺物
NcL

出土

位置
器種

1350Ｂ－３ 底Ｎ

1442Ｃ－６ 底Ｎ

1317Ｂ－２ 底Ｎ

1470Ｄ－７ 底Ｎ

1307Ｂ－１ 底Ｎ

1399Ｂ－８ 底Ｎ

1472Ｄ－８ 底Ｎ

1378Ｂ－４ 底Ｎ

1443Ｃ－６ 底Ｎ

1488Ｅ－６ 底Ｎ

1394Ｂ－６ 底Ｎ

1423Ｃ－３ 底Ｎ

1395Ｂ－６ 底Ｎ

1469Ｃ－８ 底Ｎ

割付NcL 遺物NOL

1187 915

1188 920

1189. Ｓ－ｌ

1190 Ｓ－ｌ５

1１９１ Ｓ－ｌ３

1192 Ｓ－ｌｌ

１１９３ Ｓ－１４

1１９４ Ｓ－ｌ２

1195 Ｓ－６

1１９６ Ｓ－５

1197 Ｓ－７

1１９８ Ｓ－３

1199 Ｓ－４

1200 Ｓ－ｌＯ

1201 Ｓ－８

1202 Ｓ－２

計測（m､） §＃
円騨
o/1２器高口径底径 獄２

丸底 ６

丸底 ６

丸底 1２

＃１底 ４

丸底 ６

丸底 ８

丸底 ８

丸底 ３

丸底 ８

丸底 ４

丸底 １２

丸底 3.5

丸底 ８

丸底 ３

出十付置 名称一

Ｂ－３ 焼土塊
ﾉア ノノ

Ｂ－ｌ 石垂

Ｂ－ 不定形石器

Ｋ－８ スリ石

Ｂ－４ ﾉダ

Ｂ－３ ﾉ〃

ﾉｱ ﾉソ

Ｄ－８ ''

1号柱 ﾉノ

Ｂ－７ ﾉノ

Ｂ－３ タタキ石

Ｄ－１ ノノ

Ｃ－３ 砥石

Ｄ－７ ノノ

Ｅ－６ 浮子

割付NOL 遺物NOL 出士付置 名称

Ｍ１ 1503 SI2P1-1 柱

Ｍ２ 1504 Ｐｌ－２ ﾉノ

Ｍ３ 1501 Ｐ2-1 久ノ

Ｍ３ 1502 Ｐ2-2 杭

Ｍ４ 1506 Ｐ３－ｌ 柱

Ｍ５ 1505 Ｐ３-２ ﾉノ

Ｍ６ 1507 Ｐ４-１ ﾉソ

Ｍ７ 1５０８ Ｐ４-２ ﾉノ

Ｍ７ 1509 P4-３ 模状

Ｍ８ 1５１３ 4号建物杜 柱

Ｍ９ 1５１０ 5号〃 ′〃

ＭｌＯ 1５１１ ﾉア ′〃

Ｍ１１ 1５１２ '〃 〃

Ｍ1２ 1５１４ ﾉノ ノノ

Ｍｌ３ 1５１９ 1号杭列 杭

Ｍｌ４ 1５２０ 〃 ﾉノ

Ｍ1５ 1521 ﾉソ ﾉノ

Ｍ1６ 1５２２ ﾉノ 〃

Ｍｌ７ 1５２３ ノノ ノノ

造 り

器表 器内

ｽﾘｯの熊

表 内
胎土

Ｌ制守弐ユ

"?ハ己ダシ、

色

器表 器内
備考

ミガキ へラ調整 良 良 黒灰

ミガキ ハケメ 長石粗粒多 良 黒褐 茶

磨耗磨耗 良 不 燈 陪灰

磨耗磨耗 粗砂粒多 不 褐

ハケメ 磨耗 砿･長翻粒少々 不 黄白

ヘラケズリ 微砂粒多 不 茶

ナデ 石英粗粒多 良 茶

石英粗粒少々 中 茶

ミガキ ナデ 良 良 茶

磨耗磨耗 石英･長石粗粒多 不 褐 黒

ナデナデ 石英･長石徹粒多 不 褐

石英･長石粗粒多 良 茶

ナデハケメ 石英･長石粗粒多 不 褐 磨耗

ナデ 石英粗粒 良 黄土

計測（m､）

タテ ヨコ 最大径
材質 備考

4５ 土製品 握った土を焼成したもの
4５ ノノ

ミニチュアを潰して焼成したもの
8０ 6２ 花闇閃縁岩 網のおもり
140 107 スクレーペー

8５ 5３

9５ 8５

112 1０６

106 8４

1０５ 9６ 花闇岩

1００ 8５ 砂岩

174 5６ 花闇岩

8６ 6７ 硬砂岩

105 8９ 砂岩 スリ面も有り
165 5３ 泥岩

130 4６ ''

軽 石 面取り

計測（、）

長さ 最大径 厚さ

底部標高

(c､）
材質

ピット及び

柱ＮＣ
備 考

600 150 328 クリ Ｐ１－ｌ

530 160 316 ケヤキ Ｐｌ－２ 樹皮残存
635 160 334 クリ Ｐ２－ｌ

303 4１ 352 スギ P２－２ 先端尖る｡面取
512 140 332 クリ P３－ｌ

494 158 333 ケヤキ Ｐ３－２ 樹皮残存
854 152 289 ナ フ Ｐ４－１

324 146 330 ﾉノ Ｐ４－２

150 3５ 359 ﾉア Ｐ４－３ 焼杭状、尖る、面取
329 1０５ 360 クリ

200 174 348 チャンチン

4８１ 160 340 クリ

308 １４３ 350 ノノ

403 １６０ 354 〃

490 4５ 375 ノ

面取、尖る
810 7０ 353 ﾉノ 〃 〃

630 6５ 360 〃

割材 ノノ

320 3０ 395 ﾉダ

丸 材〃
165 3０ 393 ケヤキ ﾉソバグ

Ｍ1８ 1５２４ ノア ′' 495 8０ 384 クリ 割材 ﾉソ

Ｍｌ９ 1５２５ ′' ノノ 590

Ｍ２０ 1５２６ ′〃 ﾉア 660

8０ 378

7０ 373

－１２４－

′〃

′〃

〃切込みあり
〃

ﾉノ泌ノ



挿図NOL割付NOL 遺物NOL

3２ Ｍ2１

Ｍ2２

Ｍ2３

Ｍ2４

3４ Ｍ2５

Ｍ2６

Ｍ2７

Ｍ2８

3９ Ｍ2９

Ｍ3０

挿図 割付 遺物

NOL NOL NOL

9８ 1203 2038

1204 2036

1205 2037

1206 2035

1207 2034

1208 2002

1209 2001

1２１０ 2007

1２１１ 2006

1２１２ 2004

1２１３ 2012

1２１４ 2005

1２１５ 2003

1２１６ 2022

1２１７ 2024

1２１８ 2023

1２１９ 2015

1220 2014

1２２１ 2011

1２２２ 2010

1223 2008

1２２４ 2009

1２２５ 2013

1226 2016

1227 2018

1228 2017

1２２９ 2020

1230 2021

1２３１ 2019

１２３２ 2025

１５２７

1528

1529

1５１５

1５１６

1５１７

1５１８

1530

1532

1533

出土

位置

Ｂ－５

Ｂ－５

Ｂ－４

1号土坑

Ｂ－３

Ｃ－３

Ｂ－３

Ｃ－８

Ｂ－３

2儲坑

Ｃ－４

Ｂ－６

Ｃ－６

Ｄ－２

Ｂ－ｌ

Ｂ－８

Ｂ－３

１号土戸

Ｃ－２

Ｄ－６

ﾉソ

〃

Ｃ－４

Ｃ－２

Ｃ－６

Ｂ－３

出十付置

1号杭列
〃

ノノ

2号杭列
ﾉノ

ノノ

ノノ

Ｃ－５

バグ

ﾉソ

器種
器高

碗

杯
''

カメ

ﾉノ

ﾉノ

長碩壷

杯蓋

杯
ﾉノ 3３

'' 3５

3０

カメ

ﾉア

ﾉノ

'〃

ﾉノ

皿

名称
計測（、）

長さ 最大径

杭 １５０ 3０

ノ 298 7０

ノノ 200 3５

′〃 444 103

ﾉダ 342 7４

〃 503 8２

′〃 450 6０

板材 140 9０

ノノ 855 4０

ノソ 850 4５

計測（、）

口径 底径 最大径

残存

円周率

118 ２

120

１

6０ １

4７ ２

5８ ２

4４ １

5０ ２

２

1５１ ２

142 １

124 7２ １

１１８ 5４ 1２

128 8２ ３

130 1

6４

底部標高

暑さ (c､）

394

383

390

334

335

326

332

１４

造り

器表 器内

点紋

烈幹､ケメ ハケメ

沈線紋

刺突

ハケメ

ヨコナデ 黒ミガキ

ノダ ノノ

ミガキ 黒ミガキ

タタキ

〃

ﾉノ

水 挽

タタキ 青海波
〃 ﾉ〃

タタキ、ナデ同心円ナデ

ハケメ ハケメ

タタキ

印花

－１２５－

材質

クリ

ﾉノ

ﾉソ

〃

ﾉソ

〃

〃

ケ ヤキ

クリ

チャンチン

スリップ
ｃﾜ有無暗
胎士

表 内

石英微粒

〃

石英微粒

微砂粒少力
ﾉソ

良
''

良
ﾉノ

ﾉア

石英微粒多

石ﾘ職妙々

良
′'

ﾉ

ﾉソ

ﾉノ

微砂粒多
ﾉノ

ノノ

良
'〃

ﾉノ

′〃

′〃

′〃

砂質

構成

不
ﾉノ

ﾉノ

良

不

中

良
'〃

中

不

良
ﾉノ

ノダ

〃'

ノノ

ﾉア

′ノ

〆ﾉ

′'

ノノ

ノノ

ノノ

ﾉノ

ﾉノ

中

良
ノノ

ピット及び

柱Ｎｏ．

色

器表 器内

暗茶 薄茶

薄茶

暗茶 茶

明茶 暗茶

薄茶

茶 黒
ﾉダ ﾉノ

黄白

黄土

黄白

明茶

黄土

赤褐

茶
ﾉソ

f'

灰
〃

暗褐

暗灰

褐

灰

暗灰

灰

赤褐

灰

暗灰

灰

暗灰

黄緑

備考

〃先端欠

〃尖る
''〆〃

丸材 ﾉア

丸材尖る
ﾉﾀノグ

割材 ﾉノ

板状

〃尖る

〃先端折

備考

弥生十器
ノノ

ﾉノ

ﾉノ

ﾛｸﾛ土師器
ノゾ 内黒
〃ノソ

ﾉノ

′〃

ﾉノ

ﾉノ

ﾉ′

ﾉノ

ﾉ′

ﾉノ

ﾉア

須 恵器肩
ﾉノ

〃口縁～腰

〃口縁～底
'〃 糸切底
ﾉノノダ

〃口縁～腰

須恵器

中世陶器

黄瀬戸底



Ｖまとめ

１遺物・遺構の時期

当遺跡は推定45,000平方ｍをはるかに越える大規模なものと考えているが、当調査はそのう

ちのほんの一部分にすぎず、当調査によって得られた結果が総てではないと承知しているが、こ

こでは当調査で知り得たことを記述してまとめとしたい。

遺跡の営まれた時期を推定するに当って、ここで検出されたS1-1号住居靴とS1-2号住居杜が

それぞれ主軸を異にし、ＳＩ－１はＮ４度Ｗ、ＳＩ－２はＮ37度Ｗである。ごく隣接する住居杜である

ことからこの２棟の住居が同時に営まれたとは考えがたく、ある時間差を見ることができる。ＳＩ－

１出土の多くの土器は住居廃絶後に投棄されたものであろうと報告したが、この住居杜に切り離

せない炉内出土の髪や、敷床の下層より出土した高杯などがその他のものとの間に時期差を見る

ものではない。Ｓ1-2号に直接結びつく土器は皆無であるが、南西側に広がる撹乱層出土の土器、

即ち遺構外出土の土器として取扱ったもののうちのＢ－６．７区出土のもの中にあるものと考え

られる。然しながらこれらの土器とS1-1号出土のものとの間に時期的な差は見い出せない。従っ

てＳＩ－１とS1-2号住居杜の主軸の異りは時期差を隔てるものではなく時間差のうちと考えておき

たい。

当調査で採集された土器は、ごく少数の器種を除いた他は同一時期に位置するものである。い

まそれぞれの器種組成を見る時、比較的大型器種が多い髪類において、その個体数の把握はでき

なかったので、各器種共に破片数によるパーセントを見るに、髪類の80％はともかく、高杯の

14.1％、増５．３％、鉢０．２％、碗・坪・壷は各々 ０．１％で、高杯、増が非常に多量であることが

分る。古墳時代前期から中期にかけて県内での資料は少なく、緒立遺跡〔坂井1983〕、高塩Ｂ遺

跡〔金子・坂井1983〕、山三賀Ⅱ遺跡〔坂井・他1989〕、金屋遺跡〔山本・他1985〕、曽根遺

跡〔家田1981.1982〕の他、礼坊・野附・萱場遺跡などの吉井遺跡群〔品田1985〕などがある。

これらの遺跡を1994年新潟シンポ編年に符合させた時、高塩Ｂ遺跡は６～８期の幅をもち、山

三賀Ⅱ遺跡はＩ～Ⅲ期に分かれ、Ｉ期は８．９期、Ⅱ期は10期、金屋遺跡の古手も１０．１１期、曽

根遺跡も10期の範晴に位置ずけられ、それぞれ、畿内の庄内式一布留式に併行しそれらの譜系を

引いた時期の遺跡であると考えられる。

ところで、当遺跡の土器は山三賀Ⅱ遺跡のⅢ期に後続するものと考えられる。それは、髪形土

器に見られる口縁部の「く」の字形態の造りが畿内の譜系を引かないものと見られる単調なもの

のみであり、さらに７．８期に於て確立・盛行する精製器種の小型丸底壷・小形有段鉢・小型

器台のいわゆる小型三点セットとして畿内の影響を特色ずけて来たものが、当遺跡の土器群には

見られない。この三点セットのうち、小型丸底壷はここでは壷Ａとした１０６４が唯一のものであ
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り、小型器台は787が唯一それらしきものと考えられるものである。そして小型有段鉢を見るこ

とはできない。ここではそれらに替って増と高杯が多量になることはすでに記述した通りである。

この様なことから当遺跡の土器群は新潟シンポ編年の11期に位置付けられると考えられ、北陸南

西部における漆町編年〔田嶋1986〕の12群に対応するものである。そしてこれは山三賀Ⅱ遺跡の

Ⅲ期に後続し、金屋遺跡の新期に先行するものであろう。

ＳＩ－１号住居吐には床面中央部の炉祉の他に北側に張出し炉がある。いま張出し炉の報文を捜

しあぐねているが、県内での報告は見ない。馬場上遺跡〔中川・他1975.1976〕における第２

グループの住居杜にカマドが見られる。この第２グループは新・古に分かれるものと考えている

が、古群の住居杜は古墳時代後期の範晴に属するものと考えられ、そこに見られるカマドは煙道

が発達している。一方山三賀Ⅱ遺跡における古墳Ｉ～Ⅲ期の住居杜にはカマドの形跡はない。浜

松市迎平遺跡・同伊場遺跡〔鈴木1993〕では支脚や焼土が検出され、５世紀末から６世紀初頭に

は初期のカマドが成立したと報告されている。ＳＩ－１号住居吐の張出し炉は煙道を持つカマド成

立直前の過度期の形態と考えられる。一方S1-1号住居地における敷床施設の類例はいまのとこ

ろ他に知見しない。竪穴住居の床に乾草や藁を敷いたと考えられるのはすでに縄文時代以来のこ

とであるが、何等かの敷物の下地を造った例の初見である。これが住環境の向上に結びつく一つ

の画期なのか、あるいは蒲原平野の低湿地帯に於ける湿気あるいは水害対策なのか、にわかに決

めがたいが、床面の造り方などから考えて後者の可能性が強い。

２おわりに

すでに序章で記述した如く当遺跡の背影となる遺跡は多い。特にこの数年に亘っては遺跡背後

の新津丘陵の一画に当たる金津丘陵地域の開発に伴った調査によって八幡山遺跡、前方後方墳

(前方後方形の墳墓）、八幡山古墳が発見された。八幡山遺跡は弥生時代中期から後期にかけて

の防御的集落で、丘陵上に位置し、多重の環濠によって軍事的緊張に備えた集落であり高地性集

落、或いは高地性環濠集落と言われるものである。これは『貌志』倭人伝に記される卑弥呼没後

の政権獲得のための争乱、あるいはその後の大和政権の全国覇権のための争いがこの地にまで及

んでいたことを裏付けるものであり、この防御的集落は日本海側の北限である。またその後の調

査によって周溝墓が発見され主体部より鉄剣が検出されたと報じられた〔新潟日報紙面・1995,

2,17〕ことから、かなりの勢力を持った首長の存在が知られる。前方後方形墳墓と八幡山古墳

は、それぞれ前後するが八幡山遺跡（高地性集落）の上に造営されたものである。この時すでに

軍事的緊張の時代が終り、人々は西麓の低地に生産と生活の場を移し、かつての集落の最高地点

に首長墓として前方後方型墳墓を造営した。さらに大きな勢力に発展した人々は県内最大規模で

ある円墳（八幡山古墳）の造営をした。舟戸遺跡を営んだのもこの勢力下につながる人々であっ

たと考えられるが、この時期、かつての畿内・北陸などとのつながりが薄れたことが土器を介し

て察することが出来る。
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ちなみにこれらの遺跡を新潟シンポ編年で示せば八幡山高地性集落の営みは３～５期に及び、

前方後方型墳墓は５期、八幡山古墳の造営は８期、舟戸遺跡の営みは前述した様に11期に対応す
るものと考えている。

出土した多量の遺物の整理作業は、限られた時間の下で限界を超えた。従ってデータ、論考と

もに不充分の限りであることを率直に認める。２年度に亘ったこの調査を物心両面の御援助を賜

わった当事者、株式会社小川組、地元の多くの方々 、終始献身的にお世話下された事務局阿達哲
二氏をはじめ多くの方々へ謝意をのべる。

1995.2.26 川上貞雄
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